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第一章　叡智の書庫







　レスティア騎き士し王国が西方同盟に加入して、西方同盟は名めい称しようを『東西同盟』と改めた。

　そして今日、ヒルダの兄で新たなレスティア国王であるラインハルト騎士王をその会議の席に迎むかえる。

「若じやく輩はいゆえ至らぬこともありましょうが、よろしくお願いいたします」

「まあ、堅かた苦くるしい挨あい拶さつは無しにしましょう。ここでは誰だれもが平等に意見し、話し合い、助け合う場なのですから」

　礼れい儀ぎ正ただしく一礼した騎士王を見て教皇猊げい下かが優やさしげに微笑ほほえむ。なんかいつの間にか王様たちのサークル活動みたいな場になってるけどな。まあ、きちんと話し合うことは話し合ってるからいいんだけど。

「私も新米国王です。よろしくお願いします、レスティア国王」

「ありがとうございます、リーニエ国王」

　リーニエとレスティアの若き新国王同士が固い握あく手しゆを交かわす。同じ新国王としてお互たがいに学ぶことも多いだろう。僕ぼくも新国王っちゃ新国王なんだけど、僕の場合、いろんな意味で参考にならないと思う。

「しかしレスティアのこともそうだが……聞いたぞ、冬とう夜や殿どの。なんでも大樹海の部族たちを味方につけたそうじゃないか」

　二人を見守っていると、ミスミドの獣じゆう王おう陛下がそんなことを口にする。情報が早いなあ。まあミスミドは獣人が多いし、大樹海の部族とも交流があるらしいから、そっちから伝わったんだろうな。

「味方につけたっていうか、成り行きで助けたら感謝されたってだけですよ。別にどうこうする気はありません」

　一応、大樹海でなにがあったのかだけは伝えておく。別に隠かくすことでもないからな。

　ユーロンから流れた難民の状じよう況きようや、山やま崩くずれにより通行不可になった街かい道どう処理用のフレームギア貸し出だしなどひと通りの話を終えると、さっそくみんながラインハルト騎士王を球場へと引きずって行った。今日は歓かん迎げい試合と称しようしてリーフリース対レグルスの野球の試合があるのだ。

　各国護衛の兵士たちもぞろぞろと球場へ向かう中、ちょっと思いついてラミッシュ教皇猊下に声をかけた。近づいて小声でひそひそと話す。

「教皇猊下……実は今、この城に二人（一応人間化してるので『二人』）神々が来てるんですけど。会ってみます？」

「え!?」

　驚おどろきつつもこくこくと頷うなずく教皇猊下を連れて、花か恋れん姉さんと諸もろ刃は姉さんがお茶をしている席へ連れて行った。二人に教皇猊下を紹しよう介かいし、がちがちに緊きん張ちようしている彼かの女じよに、今度は二人を紹介した。

「僕の姉さんたち……となってますけど、恋れん愛あい神様と剣けん神様です」

「冬夜君に様付けされるとなんか気持ち悪いのよ……」

「そうだね。なんか落ち着かないよ。ああ、君もそんなに畏かしこまらないでいいからさ。楽にして、楽に」

　床ゆかにひれ伏ふそうとする教皇猊下を、姉さんたちが立たせてテーブルにつかせる。それから教皇猊下は神様や、神の世界について躊躇ためらいながらもいろいろと質問し、姉さんたちがクッキー片手にかる～くそれに答え、なんだかんだで話が弾はずんでいるように見える。やはり女性同士、打ち解けるのが早いんだろうか。

　これも人間界への干かん渉しように当たるんじゃないかな、とも思ったが、いわゆる『神の力』は使ってないし、大だい丈じよう夫ぶなんだろう。

　変な形だが神しん託たくを受けているとも、神の教えを受けているとも言える。だんだん内容が「商業神はセコい」だの「酒神は呑のん兵べ衛え過ぎる」だの愚ぐ痴ちっぽくなってきたが。

　二人の相手は教皇猊下に任せて、僕は球場の方へと転移することにした。

　一ヶか月げつに一度の公式試合に球場は沸わき立たっていた。

　うちの国民だけじゃなく、リーフリース、レグルス、両国からやって来たと思われる人たちもちらほらと見える。ポップコーン売りやビール売りが忙いそがしそうに観客席を駆かけ回まわり、試合の推移に観客たちが一いつ喜き一いち憂ゆうしている。しかし、ここまで受け入れられるとは思ってなかったなあ。

　ＶＩＰ席では早くも野球の虜とりこになったレスティア騎き士し王が食い気味に試合を見ていた。あー、リーニエ国王の時もこんなんだったな……。時折、隣となりに座すわるそのリーニエ国王に質問をしながら、頷きを返したりしている。

　新国王同士だからか、もう仲良くなったみたいだ。できればベルファスト国王とリーフリース皇王のように親友同士になってもらいたいものだが。

　リーフリースの第一王女が見たら鼻血出して怪あやしい本とか書きそうだな。二人とも二枚目でいかにも白馬の王子様（王様だが）だからなあ……チッ。婚こん約やく者しやがたくさんいようが、男前にはやはり嫉しつ妬とするもんですよ。ええ。

　むくれていると、突とつ然ぜん大きな快音と歓かん声せいが球場を包つつんだ。レグルスの選手がホームランを放ったのだ。やはりここぞという場面で打つ選手は人気があるな。

　レスティア騎士王も興奮して立ち上がっている。逆に打たれたリーフリース皇王の親友であるベルファスト国王はあちゃー、と残念そうな顔をしていた。

　とりあえずみんな仲良くなれたようでよかった。帰りに野球道具一式を騎士王にプレゼントしようかね。







◇　◇　◇







　次の日、あまりの寒さに目を覚まし、窓から外を見てみたら一面の銀世界だった。

　雪だ。ずいぶん降ふったんだな。豪ごう雪せつというほどじゃないけど、十センチ以上は積もっているようだ。

　この状態では訓練にもならないので、騎士団のみんなは兵舎や訓練場を雪かきしていた。火属性の魔ま法ほうで溶とかしてしまえばいいのにと思ったが、辺り一面水みず浸びたしになると言われた。そりゃそうか。

　街の方へ視察に行くと、大人たちは騎士団のみんなと同じように家の前の雪かきをしてたが、子供たちは雪合戦みたいなことをして遊んでいた。

　遊ぶのに誘さそわれたので、空き箱と板で簡易的なソリを作り、雪かきした雪で斜しや面めんを作ってやる。子供たちははしゃぎながらソリに乗り滑すべっていた。

　子供たちと別れて街道に出ると、当たり前だけど雪で道がわからない状態だった。こりゃしばらく行商人とかも来ないかな。まあ、二、三日すれば溶けるだろうけど。

　せっかくの雪だし、なにかできないかと思って球場へ行った。

　マウンドを平らにして、そこに積もった雪をうっすらと溶かす。そのあとそれを再び凍こおらせて簡易的なスケートリンクを作ってみる。

「うん、けっこう滑なめらかに凍った、なあっ!?」

　僕がリンクに一歩踏ふみ出したとたん、足を滑らせて見事に転てん倒とうしてしまった。くっ、今までスリップさせてきた奴やつらの呪のろいか!?　痛いったあ。

「なにしてるんで？」

　球場の雪かきに来たのであろう、スコップを持った騎士団のローガンさんたち数名にバッチリ見られてた。いるんなら声かけてくれ……。

「いや、スケートのリンクを作ろうと思ってさ」

「すけえと？」

「あれ？　こっちにはないの？　足の裏に刃はをつけて滑る走法というか」

「ああ、滑かつ走そう術ですか。そういや北のエルフラウ王国では、冬は凍った運河を滑って移動するとか聞いたことがありますな」

　遊びじゃなく移動手段なのか。確かに冬場ならその方が速そうではある。滑って楽しむということはないのかな。

　とりあえずブレードを作って靴くつの底へ取り付けてみる。リンクに足を踏み入いれ、すいーっと滑ってみせた。

　おお～、という声が聞こえてきたけど大したことじゃないんだが……。そのまま数周滑り、ちょっと回転なんかもしちゃったりして。北国育ちを舐なめるなよ？　太平洋側だから寒さには弱いけどな。

　ローガンさんたちにもブレードを作って渡わたす。靴と一体化しているやつじゃなくて、靴に取り付けるタイプのやつだ。恐おそる恐るリンクに乗ると面白おもしろいくらい転んでいた。ククク、これで僕が転んだことを君たちは笑えまい。

　ところがしばらくするとみんな普ふ通つうに滑り始めた。慣れるの早くね!?　こっちの人たちって基本的に運動神経いいよね……。

　そのうち町の人たちもやってきて、滑っている僕らを見始めた。ついでだったんでその人たちにもブレードを作ってやり、自由に滑ってもらう。いちいち渡すのが面めん倒どうなんで何個か余分に作っておいて、勝手に使っていいようにしといたのだが。

「むう……。なんでこうなった……？」

　球場のベンチに腰こし掛かけながら唸うなる。あれからしばらくすると、リンク上には何組かのカップルや夫ふう婦ふが滑っている姿が目立つようになってきた。ラブラブ空間の出来上がりである。

　いたたまれなくなった独り者はリンクを去り、そのブレードを受け取って今度はカップルがリンクへと上がっていく。なんという悲しいサイクル。

　その中で、心折れることなく技術を磨みがき、滑れるようになって、女性を誘おうと画策する勇者もいた。

　妙みようなデートスポットを作ってしまったなあ。子供たちは純じゆん粋すいに楽しんで滑っているんだけどな。

　滑れない女性が壁かべ際ぎわで待ち、そこに滑れる男性が声をかけ、やがて二人で手を繋つないで滑り出すという光景が繰くり返かえされていた。おいおい、ナンパか。

　っていうか、そうか。スケートを教えるという大義名分のもと、堂々と手を繋ぐ事ができるのか。確かにこれを利用しない手はないよな。

　女性の方もわかってるのか、わざと滑れないフリをしている人もチラホラ見えた。ま、それは言わぬが花だ。

「なにか騒さわがしいと思ったら、やっぱり冬夜さんでしたか」

「やっぱりってのはちょっと引っかかるけど、まあ、間ま違ちがいじゃない」

　いつの間にかやってきていたユミナの言葉を軽く流す。いつも騒ぎの元げん凶きようってわけじゃないと思うんだが。

　まあいいや。ユミナにもブレードを手渡す。これで僕にも相手ができたわけだから遠えん慮りよせずにリンクに出れる。

「滑りますか、お姫ひめ様さま？」

「……大丈夫でしょうか？」

　初めて滑る不安からちょっと怖こわがるユミナを連れて、リンクへと上がっていく。手を繋いで転ばないように先導しながら、少しずつ滑らせる。

　よたよたとしながらも、だんだんと慣れてきたのか、すぐにスムーズに滑り始めた。ホントこっちの人間って運動神経が良すぎないか？　いや、僕らの世界が便利過ぎて、いろいろと退化してるのかもしれないなあ。

　その後、冬のデートといえばスケートと、ブリュンヒルド公国では定番になることをその時の僕は知る由もなかった。







◇　◇　◇







「バビロンの遺い跡せきが見つかったって？　場所は？」

『はい。魔ま王おう国ゼノアスの中央部、その山さん岳がく地帯に』

　紅こう玉ぎよくの報告を聞き、僕は少し考え込む。

　魔王国ゼノアスか。魔族たちの住む閉ざされた王国。

　魔王と呼ばれる者により統治され、他国との関かかわりをあまり望まない国だという。天険の地による過か酷こくな環かん境きようでありながら、様々な種族が暮らし、また魔ま獣じゆうやその亜あ種しゆたちが多く跋ばつ扈こする魔ま境きようの地とも言われる。

　全くの未知の国にいきなり行ってもいいものか……ちょっと確かく認にんの為ために、うちの騎士団にいる魔族の者を呼び出した。
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「ゼノアスのことでありますか？」

　呼び出したのは赤目で色白、耳が尖とがったヴァンパイア族の青年。名前はルシェード。

　ヴァンパイアでありながら血が苦手という変わり者だ。彼かれが言うには血はあくまで嗜し好こう品ひんであり、生きていく上で必ずしも必要なものではないのだそうだ。

　彼はことごとく僕の中のヴァンパイア像をぶち壊こわしてくれた。まず太陽は平気だし、ニンニク料理も好んで食べる。十じゆう字じ架かも平気だし、銀の武器もなんともなかった。コウモリ化もしないし、何より血が苦手ときた。

　最後の個人的に血が苦手ということを除けば、この世界のヴァンパイアはそういうものらしい。あ、あと血を吸われたからって相手が吸きゆう血けつ鬼き化するなんてこともない。

　暗視能力や怪かい力りき、高い再生能力など、他の優すぐれた能力もあるのだが、この青年の頼たよりないイメージからか、いまいちピンとこない。

　それでもヴァンパイア族はゼノアスではかなり高位の一族らしいので、なにか知っているかと思って呼び出したわけだが。

　そんな位の高い一族に生まれた彼が、なぜうちなんかに来たのか謎なぞである。面接の時は独り立ちしたかったから、と言っていたけど。

「ゼノアスには魔族以外の人間はいないの？」

「いえ、少数ではありますが人間や、亜人なども普通におります。積極的に他国との関わり合あいを持たないだけで、別に鎖さ国こくをしているというわけではないので。ただ、いろいろと暮らしにくいので、住むものはあまりいないかと」

「というと？」

「まず気温の変化が極きよく端たんですね。昼は真夏のような暑さかと思えば、夜は極ごつ寒かんの冬といった感じで。魔獣が多く、街から一歩出た途と端たんに襲おそわれる可能性が跳はね上あがります。それと食事ですね。あまり人間が好んで食べるようなものはないかもしれません。スライムゼリーやオーク肉なんて食べたいと思いますか？」

　オークってあれだろ？　豚ぶた人間。猪ちよ八はつ戒かいみたいな豚の頭に人間の体ってやつ。あれ食うの!?　いや、豚肉みたいなもんかもしれないけどさあ！　普通に豚を食おうよ！

　スライムゼリーってのも……。うん、気色悪い。食文化の差異は僕にはきついかな……。

「……オークって魔族じゃないの？」

「違ちがいますよ。言葉を話さないでしょう？　魔族とは高い知能を持つ者たちのことです。それ以外は魔獣・魔物に分類されます」

　なるほど。

　食事について、もうちょっとマシなものがないかと聞いてみたが、ミニワームのスープとかジャイアントバットの姿焼きとかが話に出てきた。無理無理無理。僕には無理です、ハイ。食べたら美味うまいのかもしれんが、ビジュアル的に駄だ目めです。

「私もこちらの食事に慣れてしまうとなかなか……。たまに食べたくなる料理もあるのですが」

　そう言ってルシェードが苦笑いを浮うかべる。まあ故郷の味ってのは忘れ難がたいものだよな。

　それはともかく。ゼノアスに人間がいてもおかしくないなら僕が行っても問題ないか。ちょこっと忍しのび込んでバビロンの遺跡へ行かせてもらおう。

　見つかったら貧びん乏ぼう旗本の三さん男なん坊ぼうとか言えばいいだろ。暴れたりはしないし、将軍でもないけどさ。

　よし、とりあえず行ってみるか。あいにくルシェードはその遺跡の辺りに行ったことはないそうなので、まずはユーロンに転移してから【フライ】で飛んでいくことにしよう。

　今回も【フライ】で行くので、みんなには城で待ってもらうことにした。なにかあった時の連れん絡らく用に、琥こ珀はくたちのうち一匹ぴきを連れて行こうとしたら、喧けん嘩かになりかけて止めるのに苦労した。

　ユミナお手製の『くじ』で、連れて行くのは琥珀に決まり、さっそく以前フレイズと戦ったユーロンへと【ゲート】で転移する。

　相変わらず何もない荒こう野やだ。ここには用はない。琥珀を【レビテーション】で浮かせて、【フライ】で一気にゼノアスの方向へと飛んでいく。

　一応見られても困るので、【インビジブル】で透とう明めい化かもしておいた。

　ゼノアスの領空へと突とつ入にゆうすると、前方からこちらへと向けて飛んでくる者たちがいた。一いつ瞬しゆん、発見されたのかと思ったが、そうではないようなので、速度を下げて窺うかがってみることにする。見ると、上半身は女性、下半身と腕うでは鳥という二人の魔族だった。

『ハーピィーです。下半身の爪つめはかなり強力で熊くまをも倒たおすそうです。こちらから仕し掛かけなければなにもしないでしょう』

　琥珀の言う通り、二人のハーピィーは何もせずに僕の前を素す通どおりして飛び去った。それ以前に見えてなかったんだろうけど。魔ま力りよく障しよう壁へきが展開しているから、匂においとかも消されるからな。

　あれは魔獣じゃなくて魔族なんだよな。境目が難しいが、ルシェードが言うには基本的には意思疎そ通つうができて、人間に近い者を魔族と呼ぶらしい。人間に近くても意思疎通ができないデュラハンなんかは魔物、意思疎通ができても、人型には遠いユニコーンなんかも魔獣ってことになる。まあ細かい線引きはわからないが。

「一応気を付けておくか。知らん魔獣なんかも結構いそうだし」

　再び目的地へ向けて飛んでいく。地上へ目をやると荒野と岩山、そして鬱うつ蒼そうとした森などが広がっていた。確かにここで暮らすのは大変な気がする。

　一応道らしきものはあるのだが、整地されているとはとても思えない。

「かなり未開な感じだなあ。まあ王都の方に行けばまた違ってるんだろうけど」

『魔ま素その濃のう度ども濃こく、魔獣の数が多いようですね。ここは人が暮らすには難しい場所のようです。魔族のように強きよう靭じんな身体からだを持つ種族でないと……』

　ある意味なるべくして魔族の国となった場所なんだろうな。

　しかし、暑いなあ。こっちは冬じゃないのか？　太陽がギラギラと照射されるんだが。ここの辺りの上空だけ、なんか太陽光線がパワーアップしてる気がする。これも魔素の濃度とやらに関係あるんだろうか。それともこの土地の精せい霊れいのせいか。

　一応僕のコートには耐たい熱ねつ性せいがあるからなんとか大丈夫だけど。

　飛行しながら地上を眺ながめていると、向こうからまたなにかが飛んできた。またハーピィーか？

　いや、鳥だな。青いコンドルのような鳥だ。あれが紅玉の眷けん属ぞくだろう。

【インビジブル】を解除して姿を現すと、コンドルは僕らを確認してから先導するように東へと飛んでいく。

　コンドルについていくとやがて山岳地帯へと差さし掛かかり、その一角にある谷へと僕らは差し掛かった。

「これは……」

　岩山の間に挟はさまるように、凱がい旋せん門もんのような遺跡があった。

　地上に降り立ち、門の物質を調べてみるが、バビロンの遺跡と同じ素材に思える。当たりか。

　門の高さは三メートルくらい、中へと入ると六畳じよう一間のような部屋があり、奥おくの壁かべにはなにか文字が刻まれていた。その左側にはなにか図形の様なものが五つ縦に並ならんでいる。

　中央には腰こしの高さまでの石柱が一本だけ。その上には赤い火属性の魔石が輝かがやいている。洞どう窟くつ……というよりは祠ほこらみたいだな。周りは全部、例の黒い大理石のような材質だが。

「んん？　今までと違うな……。どういうことだ？」

　とりあえず目の前にある石柱に火属性の魔力を流す。するとブブーッ、というブザー音のような音が聞こえてきた。むむ？　これってまるでクイズ番組とかの外れの音みたいな……。間違いってことか？　不正解？

「やっぱりこの壁の文字と図形がヒントなのか？　これって古代魔法言語だったっけ？　【リーディング／古代魔法言語】」

　魔法が発動され、壁に書かれていた文字が理解できるようになる。




『右の図形を正しい順番に上から並べよ。実際に並べ替かえる必要はなく、頭に答えを思おもい浮かべ、魔石に触ふれて魔力を流せばよい』
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　なんだこりゃ。クイズか？　図形ってこの横にある丸とか三角の五つの図形か。

　上から四角、半月、星型、丸、三角と並び、その中央には小さな点が、五つ、三つ、一つ、四つ、二つ、と打たれている。

「この中央の点の順番に並べ替えれば……なんて簡単なことじゃないよな」

　それでも一応頭の中に、星型、三角、半月、丸、四角と並べ替えて赤い魔石に魔力を流す。しかしまたしてもブブーッ、と不正解のブザーが鳴った。ま、そうだろうな。

「うーん……あ、これはあれか、直線の数か」

　丸は０、半月は１、三角は３、四角は４、星型は５、と。２がないのは直線で作れる図形がないから……あれ？

　半月が許されるなら、２は円を四等分したような扇おうぎ形がたでもよかったんじゃないのか？

　とりあえず丸、半月、三角、四角、星型、と並べ替えてみる。

　ブブーッ。不正解。

「やっぱりこの中の点が関係あるのか？」

『この図形はなにか別の物を表しているのでは？』

「うーん……丸……が『太陽』とかなら、この半月は『月』だよな。星型はまんま『星』なら……天体の何かを示しているのか？　なら三角と四角ってなんだ？」

　上から並べる……地上からの距きよ離りで並べるのか？　なら一番遠いのは『星』で、次は『太陽』、『月』……三角が『家』で、四角が『大地』とか？　並べ替えてみる。

　ブブーッ。

「くっ。むむむ……。やはり中央の点に何かヒントが……」










　それからしばらく僕らは図形と睨にらみ合い、試し行こう錯さく誤ごを続けることになった。で、数分後。




　ピンポンピンポンピンポーン。




「っざけんなあああああああああぁぁぁぁ!!」

『あっ、主あるじ！　気持ちはわかりますが落ち着いて！』

　ゴゴゴゴゴゴ……と横へとスライドしていく図形が刻まれた壁に蹴けりを入れてやろうかとするが、琥珀にしがみつかれたので寸前で止める。

「あんな答えあるか!?　なんだあの問題！」

『いや、まあ同感ではありますが……』

　琥珀が引きつった笑いを浮かべる。さっきの問題の答え。それは、




『右に図形などない』




　だった。キレてもよくない!?　確かに図形は左側にあったけどさあ！　これじゃあまるっきり『なぞなぞ』じゃんか！

　僕が気持ちを落ち着かせていると、次の部屋も同じような文字が壁に刻まれ、中央には青い魔石が嵌はめ込まれた石柱があった。またかよ！







◇　◇　◇







『金きん貨かが八枚、天てん秤びんが一つある。しかしこの金貨のうち、一枚だけ偽にせ物ものがあるという。偽金貨は本物よりわずかに軽く、天秤で量ればすぐわかる。さて、その偽金貨を天秤で見つけるとして、その最小の回数は何回だろうか？　なお、この問題は不正解すると強制的に入口に戻もどされます』




　……完全になぞなぞじゃんか。まあこれはまともな方だけど。

　少し考えればわかる問題だ。正解はっと……。いや……待てよ。

　考え直した答えを水属性の魔力と共に流す。




　ピンポンピンポンピンポーン。




　やっぱりか！　ホント性格の悪い……。ゴゴゴゴゴゴ……と開いていく壁を睨みつける。




『主、今の答えは？』

　琥珀が尋たずねてくる。ん？　ああ、心の中で思い浮かべたからわからなかったのか。

「普通に考えたらさ、何回かかると思う？」

『四枚ずつ分けて天秤で量り、一回。軽かった方の四枚を二枚ずつに分け、さらに量って二回、最後にその二枚を量って軽いものが偽金貨ですから、計三回かと』

「そうだね。でも天秤の左右に三枚ずつ乗せて量って、釣つり合えば残りの二枚のうちどちらかが偽金貨だから二回ですむ。釣り合わなければ、軽い方の三枚を一枚ずつ左右に乗せて、釣り合えば乗せなかった一枚が、釣り合わなければ軽いのが偽金貨。どちらにしろ二回ですむ。普通ならこれが正解だ」

　普通なら、な。

『二回ではない、と？』

「正解は一回だよ。八枚の中から二枚取って、天秤を使って量れば『運が良ければ』一回でわかるだろ？」

『運が良ければって……』

「問題には『確実に』とか『一発で』とか指定はなかっただろ？　天秤を使った最小回数を答えろって問題なんだよ」

　やっぱりここはバビロンの遺跡だ。問題がいやらしい。あの博士の考えそうなことだ。もういい加減長い付き合いだから、なんとなく考えてることがわかる……ってのもなんか嫌いやだなあ。汚よごれちまったよ……。










　そのあとも、




『次の計算式はある法則に従って答えが導き出されています。□に当てはまる数字を答えなさい』




３６＝１

１０８＝３

２１６０＝２

１０８００＝□




　という比ひ較かく的てきまともな問題があったりすると、なにか裏があるんじゃないかと疑ってしまう。

　結局引ひっ掛けなんかはなくて、答えは思った通り「５」だったが。

　どっちにしろこれは謎かけとかじゃなくて本当になぞなぞだな。確かに難しくはないんだけど、間違えると入口に戻されるのが厄やつ介かいだ。壁が再び閉まって、新しい問題に変わっているのだ。まったく性格が悪い。




　ピンポンピンポンピンポーン。




　最後の無属性の部屋を突とつ破ぱすると、そこにはいつもと同じ、六本の石柱が立つ転送陣じんがあった。

「やっとかよ……。まったく手間取らせてからに……」

　どうせあの博士の悪ふざけだろうが、付き合わされるこっちの身にもなれってんだ。ウンザリしながら六柱の魔石に魔力を流し、転送陣の中央に琥珀と共に立つ。無属性の魔力を足あし下もとに流し、転送陣を起動させた。










　光の奔ほん流りゆうが収まり、目を開くといつものバビロンの風景だ。木々が風にざわめき、彼方かなたに雲海が広がる。

　辺りをキョロキョロと見回すと、木々の向こうに建物が見えた。さて、『蔵くら』か『図書館』か、はたまた『研究所』か。

　転送陣から歩き出し、建物の方に向かうと、やがて見えてきたその全ぜん貌ぼうからそれが何であるかすぐわかった。

　建物の形は円形でツナ缶かんのような形をしていた。全面ガラス張りで、中が窓から丸見えである。そこから見えるのはどこまであるのかと思われるほどの本ほん棚だなだらけの室内、そしてそこにぎっしりと詰つまった本の山。

『図書館』だ。間違いない。

　建物の周囲をぐるっと回り、入口を探す。やがて大きく豪ごう奢しやな扉とびらが僕らを出で迎むかえた。

　重い観音開きの扉を開くと、そのさらに奥にもうひとつ扉があり、それも開けて『図書館』の中へと入る。

「うわ……」

『これは……』

　琥珀と一いつ緒しよに絶句してしまう。見み渡わたす限りの本、本、本。

　書しよ架かが十メートル以上もの高さで並んでおり、外がい壁へきに合わせてカーブを描えがいているので、まるで迷めい路ろのようだ。

　とても手の届きそうにない高さに本があるけど、あれってどうやって取るんだ？　周りに脚きや立たつやハシゴのようなものはないが……。

　足元の赤い絨じゆう毯たんを踏みしめながら、とりあえず円形の中央へと向かうことにする。入り組んでいるので、まっすぐに向かえないのだが。明らかにこれって本棚の配置ミスだと思う。

　それでも天てん井じようを見れば、放射状に広がった継つぎ目めから中央の方向がわかるので、それを頼りに進んでいく。

　しばらく進むと、急に辺りが開け、机や椅い子すがそこらに見られるようになった。机の上にはいろんな本が山積みになっていて、その奥のソファーには一人の少女が腰掛けていた。

　持っている本に視線を落とし、こちらを見ようともしない。アイスブルーの髪かみはショートカットに切きり揃そろえられ、眼鏡をかけた横顔は、他のバビロンナンバーズと共通した面おも影かげがある。着ている服もみんなと同じだし、この子が『図書館』の管理者なんだろう。

「あの……」

「アト三十分ほどで読み終わりますので話かけないでください」

「あ、はい……」

　取りつく島もない。完全に邪じや魔ま者もの扱あつかいだ。仕方ない、待つか。

　静かな空間に少女のページをめくる音だけが漂ただよう。手て持もち無ぶ沙さ汰たになった僕は、その辺の本をなにげなく手に取り開いてみる。

　ページをめくると紙の質が違うことに気がついた。紙じゃないのか？　コレ？　驚きつつも視線を文字に走らせる。

「読めない……」

　何語だこれ？　古代魔法言語でも古代精霊言語でもないな。古代パルテノ語か？

「【リーディング／古代パルテノ語】」

　お、読める読める。け、ど……。難しくてよくわからん……。なんか魔獣についての考察と研究のレポートみたいな感じだけど。

【リーディング】を発動させたからか、ところどころ背表紙に書いてあるタイトルが読めるようになった。あれ全部が古代パルテノ語で書かれている本なんだろう。




「魔流体制せい御ぎよにおける干渉と考察」

「魔草学と秘薬」

「夜の手ほどき　初級者編」




　オイ。あからさまなタイトルにちょっと手を伸のばし、中をパラパラとめくってみると、案の定そういったハウツー本だった。




『お互たがいが楽しめるように、まずは緊張をなくすことから始めましょう。未成年でなければ軽く飲んで、少しだけお酒の力を借りるのも悪くはありません。しかし、度を過ぎては台無しですのであくまで嗜たしなむくらいにしておきましょう。次に相手の……』




　ふむふむ……ほ、ほほう……。な、なるほど……。

　これは意外と……使えるような気が……。えっ、これって……そうなの？　いや、でもなー、ハードル高いよなー。この「さりげなく」ってのが難しいだろ……。

「ナニを読んでいるので？」

「おわあっ!?」

　背後からかけられた声に思わず飛び上がる。びっくりした！　あれ？　もう三十分たってた!?

　僕ぼくの方を訝いぶかしげに見て首を傾かしげながら少女は口を開く。

「ヨウこそバビロンの『図書館』へ。私はこの『図書館』を管理する端たん末まつ、名前をイリスファムと申します。ファムとお呼び下さい」

「あ、ああ、ファム、ね。僕は望もち月づき冬夜。よろしく」

　受け答えながら後ろ手で本を元の位置に戻す。見られたかな……。

「ココへ来たということは、博士の問題を解いて来たということですね。条件を満たしたと認め、コレより機体ナンバー24、個体名『イリスファム』は、貴方あなたに譲じよう渡とされます。ヨロしくお願いします、マスター」

　あ、やっぱりあの問題、博士の仕し業わざだったのか。いちいちあんな風に作らなくてもいいものを。まあ、余計なエロ攻こう撃げきに晒さらされないだけまだマシか……。はっ！

　この次の展開に気付き、身構えようとしたが既すでに遅おそく、僕はファムに唇くちびるを奪うばわれていた。素す早ばやく舌が差し込まれ、口こう腔こう内を蹂じゆう躙りんしていく。『城じよう壁へき』のリオラのときと比べて、あっさりとしたその行こう為いはすぐに終しゆう了りようした。

「登録完かん了りよう。マスターの遺伝子を記き憶おくいたしました。これより『図書館』の所有権はマスターに移い譲じようされます」

　くっ、学習能力がないのか、僕は。こうなることはわかってたのに。まあ、しないって選せん択たくはないから遅かれ早はやかれしなきゃいけないんだし、変な状じよう況きようでやられるよりはいいか……。

「ソレで現状、バビロンはいかほど揃っているのですか？」

「え？　えっと『庭園』『工こう房ぼう』『錬れん金きん棟とう』『格納庫』『城壁』『塔とう』の六つ、この『図書館』で七つめだな」

「ナルほど。ではそちらの方へ向かうとしましょう」

　机き上じようの端末に何やら打ち込むと、『図書館』が静かに動き出だした。ブリュンヒルド上空にある他のバビロンとドッキングに向かうのだろう。

「マスター。お願いがあります。この『図書館』に新たな本を入にゆう荷かしていただきたいのですが……」

「これ以上本がいるの？　っていうか、何冊あるんだよ、これ」

「ザッと二千万冊は下らないかと」

　にせっ……！　日本の国会図書館でも蔵書数は千万冊ぐらいじゃなかったっけ？　確か、雑誌とか新聞、非図書資料とか全部合わせると四千万くらいいくってテレビで見たような。

「ホトんど読んでしまったので、新しいものが読みたいのです。早さつ急きゆうにお願い致いたします」

「読んだって……二千万冊を!?」

「平均二時間で一冊読んで、五千年も続けていれば、それぐらいはいきます」

　いやいやいや。二十四時間休まないのかよ！　シェスカとかフローラは睡すい眠みん装置で何年か眠ねむり続けたり、『塔』のノエルに至っては未いまだに寝ねてるぞ!?

「私はさほど動かないので。それでも五千年も稼か働どうしていると調子が悪くなってきてますが。まあ『研究所』が見つかればちゃんとしたメンテナンスができるでしょう」

　五千年もずっと本を読み続けてたのか……。筋金入りの本好きだな。活字中毒者と言う人種か。とんでもないな。

　とりあえずリーンの念願だった『図書館』が見つかったって報告をしておくか。リーンのことだから入り浸びたりそうだけどなあ。







◇　◇　◇







「ついにキタ―――――――――――ッ!!」

　両拳を振ふり上げて、全身で喜びを表現している小こ柄がらなツインテールのゴスロリ少女。言わずと知れたリーンである。

　その横では同じように両拳を振り上げて喜びのポーズをとっているクマのぬいぐるみの姿があった。

「古代叡えい智ちの結けつ晶しよう！　知られざる知識と歴史！　その全すべてがこの手に！」

「盛り上がってるとこ悪いんだけどさ、一応『図書館』の本は閲えつ覧らん制限かけるよ？」

「なんですと!?」

　目を見開いて僕の方をぐりんと振り向むくリーン。

　ちなみにここはブリュンヒルドの城で、まだリーンやみんなをバビロンの『図書館』へは連れていっていない。とりあえず応接間へリーンを呼び出し（ポーラも付いてきたが）、『図書館』が見つかった話を切り出したのだが。
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「いやいや普通に考えてさ、そもそもリーンはミスミドの大使なわけだし。そう古代の叡智とやらを簡単に持っていかれたらたまらないだろ。それにまだ何が収められているのかわからないしね」

「そうきたか……。まあ、わからないでもないけど。…………そうね、じゃあこうしましょう。私をブリュンヒルドの宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しとして迎むかえてちょうだいな」

「は？」

　何言ってんのこの人。確かにうちにはまだ宮廷魔術師ってポストはなかったけど。一応魔法に優れた妖よう精せい族の長なわけだし、能力自体は宮廷魔術師にふさわしいんだろうけどさ。

　だけどリーンはミスミドの大使だし、いろいろと問題あるんじゃないか？　亜人七族の長の一人として、一応他国の中ちゆう枢すうにいた人物なわけだし。

「問題ないわね。一応妖精族の長として名前を連ねてはいたけど、実質上はほとんど名めい誉よ職しよくみたいなものだったし。実務の大半はエリスがやっていたから、ミスミドの重要な機密や案件には全く関わってないのよ、私」

「エリス？」

「現ミスミドの宮廷魔術師よ。この際だから妖精族の長の座も彼かの女じよに譲ゆずってしまいましょう。これで完全に隠いん居きよして、知識の探究に没ぼつ頭とうできるわ」

　うーむ、あっちで名前だけの名誉職とかだったなら、ミスミドの国家機密なんか知ってないだろうし、漏もれる心配はないんだろう。

　さらにあの獣じゆう王おう様なら、そんなの全く気にしなさそうだ。他国でも亜人の地位向上を望んでいるから、こういったことには諸もろ手てを挙げて賛成しそうだけど。役立つ役立たないは置いといて。

「失礼ね。やる気になったらすごいわよ、私は。『図書館』で得た知識をブリュンヒルドの糧かてとなるようにうまく活用してみせるわ。え、と、……な、なんなら私も貴方の奥さんになりましょうか？」

「いや、今のところ間に合ってますんで。……そういやリーンって結けつ婚こんしてないの？」

「……さらりと一世一代の告白をかわしたわね……少しは考えるとかないの？　鈍にぶいにも程ほどってものが……」

　なにかぶつぶつと言っているがスルーだ。今いま更さらだが六百年以上も生きてるなら結婚のひとつやふたつしてるんじゃないだろうか。ひょっとして子供とかもいる？

「結婚もしてないし、子供もいないわよ。前にも言ったけど、妖精族は十代後半から二十代前半で成長が止まるの。……私の場合それがかなり早かったんだけど……。おかげでそういう相手が見つからなくてね。変な趣しゆ味みの男には何回か声をかけられたけど、そんなのを相手にするほど落ちていないわ」

　まあ、そのナリじゃ無理もないか。しかもこれで成長が止まっているわけだしな。妖精族の長ってのもあるし、相手としては二の足を踏ふむか。

『年上の女によう房ぼうは金かねの草鞋わらじを履はいてでも探せ』というが、年上過ぎるだろうしな。擦すり減らない金属の草鞋を履いてまで探すかっていうと……。

「……年上は嫌きらい？」

　上うわ目め遣づかいで覗のぞき込まれ、ちょっと焦あせる。

「いや……リーンの場合、年上とか感じないし、そんなに気にならない。でも結婚となるとまた話は別だろ。リーンのことは信しん頼らいしてるし、嫌いじゃないよ。でも……」

「あら、私は貴方のことかなり気に入っているけど。結婚してもいいって思うくらいに。それぐらい好きよ？」

　うぐっ……！　好きとか……ストレートに来たな。

　リーンが椅子から乗り出してきて、僕の顔を覗き込む。悪戯いたずらめいた瞳ひとみがじっとこちらを見ていた。なぜか目を逸そらすことができない。蛇へびに睨まれた蛙かえる状態か。

　不意にその瞳が閉じられたかと思ったら、そのまま軽くキスされた。

「!?」

「ふふっ、その反応だと脈が全くないわけじゃなさそうね。婚約者フイアンセが七人もいるのに、こういうことには慣れてないってのはどうなのかしら？」

　幼い容姿でもこんな蠱こ惑わく的てきな気配を纏まとえるのは、長い年月を生きた賜たま物ものだろうか。

　ヤバイ。顔が赤くなっているのが自分でもわかる。これが見ず知らずの相手なら驚おどろきの方が強くて、ここまで狼ろう狽ばいすることもないが、よく知った相手なだけにタチが悪い。

　なんと切り返したらいいものか迷っていると、リーンが小さく微笑ほほえみ、

「まあ、すぐに返事をってのも無理よね。なんなら愛人ポジションでもいいかとも思ったけど、やっぱり一生に一度くらいは結婚したいし。少しだけ真しん剣けんに考えてみてちょうだい。意外と尽つくすタイプよ、私」

　離はなれ際ぎわにちゅ、と今度は頬ほおにキスされた。くっ、可愛かわいい。六百歳さいを越こえた年上に使う言葉じゃないかもしれないが。

「で、奥さんになれば『図書館』を自由に使ってもいいでしょ？　ダーリン」

「やっぱりそれが目的かよ！」

「もちろんそれだけじゃないわよ。貴方を好きなのはホントだし。信じられない？」

「あーもう……わかったよ。自由に見ていいよ。でも内容を他ほかの人たちに勝手に広めるのはやめてくれよ？」

「ありがと。愛してるわ、ダーリン」

　嘘うそくさい。あれ？　これって色いろ仕じ掛かけに屈くつしたのか？

　いや、優すぐれた人材を手に入れたと考えよう。言いくるめられた気がしないでもないが、その方が精神的にいいに決まってる。

　頭の中でそんな事を考えていたら、目の前にいたポーラが『やれやれ』とでも言うように、肩かたをすくめて首を小さく横に振った。むう。










「ふおおぉぉぉ…………」

「はわあぁぁぁ…………」

　リーンとヒルダの声が『図書館』に響ひびく。他のみんなも驚いてはいるが、そこまでではないようだ。

　リーンは目的であった『図書館』に来れたからだし、ヒルダはバビロン自体に驚いている。初めて連れてきたからなあ。

「いったいこれってどうなってるんです!?　空に浮いてるって……！　あ、フレームギアもここから!?」

「スミませんが『図書館』ではお静かにお願いします」

「あ、すみません……」

　大声を上げたヒルダに、ソファーで本に視線を向けたままのファムがズバッと注意する。ファムが今読んでいるのはとりあえず『月読』から持って来た今月新入荷の本だ。あ、一応ヤバめの本は除いております。

「ところでこの上の方の本ってどう取るのかしら？　階段とか脚立は？」

「ああ、棚たなに手を触れて、見たい段を念じてみな」

　僕の言う通り、リーンが棚に触れるとゆっくりとその本棚だけが地下へ沈しずんでいき、ある高さでピタリと止まった。

「なるほど。こういう仕組みなのね。ッ、これは……！」

　目の前に止まった段から一冊の本を手に取る。相変わらずタイトルがわからない。リーンはわかるんだろうか。興奮しながら本をめくっている彼女に声をかける。

「何の本？」

「古代魔法の教本よ！　古代魔法言語で書かれているけど、なんとか読めるわ。今使われている魔法の大元になった魔法や、もう伝わっていない魔法も載のっているわ！　これってすごいことなのよ!?　今までの、」

「スミませんが『図書館』ではお静かにお願いします」

「あ、ごめんなさい……」

　再びファムに注意される。やはり本を読んだままで。ブレないな、こいつ。活字中毒者め。

「それにしてもすごい本の数でござるな……。これでは目的の本を探すのもひと苦労なのでは？」

「ああ、それも大だい丈じよう夫ぶ。例えば……そうだな、『剣けんに関する本を検けん索さく』」

　僕がそう発言すると、床ゆかの絨毯に矢印が浮うかび上あがった。これを辿たどって行けば目的の本を探せるってわけだ。

　ちなみに適当な棚へ読んだ本を返へん却きやくしても、きちんと元の場所へと本棚の中を移動するんだそうだ。自動整せい頓とん機能とでも言うのだろうか。便利なもんだ。

　近くの本を抜ぬき取とり、パラパラとめくっていたユミナがファムに怒おこられないようにか、小さな声でつぶやく。

「でもほとんど私たちには読めない言語で書かれていますね……。これは冬夜さんに翻ほん訳やくメガネを作ってもらわないと……」

「作るのはかまわないんだけどね。どんな言語が使われているかわからないとなんとも。ファム、ちょっといいか？」

　ファムに呼びかけると、さすがにマスターである僕の言葉を無視するわけにはいかないのか、立ち上がり、本から顔を上げた。

　どうでもいいが、この子もシェスカたちの例に漏れず、僕がザナックさんからもらった衣装の中から、好みのものを見つけ出して着込んでいた。それがなぜにセーラー服なのかはよくわからない。確かに文学少女って感じはするけども。

「ここにある本に書かれている言語ってどれくらいある？」

「魔法言語、精霊言語、パルテノ語、レミリア秘文字、聖ラスター語、神官公用語、ディガー高速言語、ラルド辺境言語、福ふく音いん文字、エステバ絵文字、アバ語、カルナー語、マルクル語、サリエリ商用語、ピライスラ共通語、ウルディニアス帝てい国こく語、ガズル文字、古代魔人語……そんなところでしょうか。あとは覚えてませんね。読めないわけではなかったので見ればわかりますが」

　多いな！　いや、地球の言語に比べたらはるかに少ないのか。ある程度統一された国家が成り立っていればそんなものなのかもしれない。

　確か博士のいたところって古代パルテノ王国だっけか？　大陸の半分近くを支配していたっていう魔法王国。どうりでパルテノ語で書かれた本が多いわけだ。

　五千年前に栄えていた王国、か。それもフレイズの大だい侵しん攻こうで滅ほろんでしまったわけだが……。ん？　ちょっとまてよ。

「フレイズに関する本を検索」

　試ためしに検索をかけてみたら、絨毯の上に矢印が出た。……あるのか。

　国は滅んでも、生き残った人が後世の人たちのために書き留めてくれたのだろうか。

　矢印の通りに進み、うっすらと点てん滅めつしている棚の段へと視線を向ける。棚に並ぶ本の中で、一冊だけ少し飛び出しているその本を手に取った。古代パルテノ語だったので【リーディング】を発動させる。よし、これで読める。




『魔ま水すい晶しよう』




　というタイトルのその本をパラパラとめくると、そこにはフレイズの人を襲おそう習性、『核かく』という弱点、再生や魔力吸収などの能力が書かれていたが、僕がエンデから聞いた以上のことはわからなかった。もちろん『王』の核を求めていることや、異世界からの来訪者だということは記き載さいされていない。

　それ以外にも、いかにしてフレイズが五千年前に現れ、街や村、王都を滅ぼしていったかが書かれていたが、正直あまり役に立たない。なにか打開策を打ち出す前に、フレイズは消えてしまったのだから無理もないが。人類に途と轍てつもない被ひ害がいだけを残して。

　フレイズの侵攻により人類（亜あ人じんたちも含ふくむ）はその数を半数以上も失った。ほとんどの国家が首都や王都の指導者を失い、滅んでいった。

　その被害の尋じん常じようではない悲ひ惨さんさや、勇ゆう敢かんにも戦い、散っていった勇者たちの最さい期ごが書かれていたが、僕たちに有益そうな情報はなかった。当時も謎なぞの魔ま物ものとして扱あつかわれていたのだろう。仕方ないか。

「お、これは……」

　巻末の方にフレイズの絵が描えがかれていた。それぞれタイプごとに描かれていて、強さや大きさ、素早さなどが★マークみたいなもので記されている。

　なるほど、ただ手をこまねいていたわけではないんだな。研究し、対策を練ってはいたわけだ。

　そこにはエンデの言うところの下級種、コオロギ型、ヘビ型、カブトムシ型、カマキリ型、ダチョウ型などが一ページに一種類描かれていた。このタイプは数が多いが、数人がかりでかかれば人間でも倒たおせないわけじゃない。

　ページを進めていくと、今度は中級種の、マンタ型、蜘蛛くも型、サメ型、犬型、トンボ型、テントウムシ型などが載っていた。見たこともないタイプのもあるな。大きさはまちまちだ。

　これらは余よ程ほどの対策を錬ねるか、強力な直接攻撃じゃない魔法でなら倒せるかもしれない。それでも被害は甚じん大だいだろう。フレームギアなら二、三機で仕留めることができる。

　そして上級種。そこには僕らが戦ったワニ型に加え、鳥……というよりプテラノドン型、ヤマアラシ型、イノシシ型などが描かれていた。僕たちが見たあのワニ型を基本とするなら、どれも大きく、とんでもない力を秘ひめている。正直、こいつら相手に生身で立ち向かうのは無む謀ぼうとしか言いようが無い。

　なにげなくさらにペラッとページをめくる。するとそこに描いてあった絵に途轍もない衝しよう撃げきを受けた。あまりのことに声がなかなか出てこない……。

「どういう……ことだ……？」

　そこに描かれていたのは『人型』。身体からだの前面、額から臍へそのあたりまでを除き、全身から水晶の塊かたまりを生やした男と女の姿。さらに驚くべきは、強さが上級種を超こえていること。

「こんなのがいるってのか……？」

　フレイズ人とでも言うのだろうか。五千年前にこんなのが現れて、少なくとも当時の人たちは上級種よりもこいつらの方が強いと認にん識しきしていた……。

　これが何体いるのか予想もつかないが、今のままじゃダメだ。もっと対策を錬らないといけない。

　決意を新たにして僕は本を閉じた。







第二章　ダンジョンズ＆ドラゴンズ







「【炎ほのおよ来たれ、爆炎の連撃、フレアバースト】」

　リンゼが呪じゆ文もんを唱えると、連続で五つの場所から大だい爆ばく発はつが起こり、そこにあったものを全て吹ふき飛とばした。

【エクスプロージョン】の強化版……というか、元になった古代魔法のひとつらしい。とんでもない威い力りよくだな……。訓練場じゃなくて平原に出てきて正解だった。

「やったわね。やっぱり火属性はリンゼの方が合ってたってことかしら」

「私だけではここまでできませんでした。リーンさんの助けがあった、から……」

「私、火属性って一番苦手なのよね。私だけじゃなく、妖精族はみんなそうなんだけど。そもそも火属性を使える妖精族ってのが少ないもの。もともと森で暮らしてた種族だから潜せん在ざい意識で忌き避ひするものがあるのかしら」

　確かリーンは六属性持ちだっけか。闇やみ属性だけがないって言ってたっけ。召しよう喚かん魔ま法ほうが使えないんで、その代わりにポーラを作ったみたいなことを言ってたな。

　リーンの足下にいるクマのぬいぐるみは爆発を見てガッツポーズを取っていた。……召喚獣じゆうの代わりになるとはとても思えないが。

「リーンの方もなにか古代魔法を覚えたんだろ？」

「ええ。私は水属性の方だけど」

　今度はリーンがリンゼの前に立ち、両手を前方に伸ばして、水属性の魔力を高めていく。

「【水よ来たれ、激流の大おお渦うず巻まき、メイルシュトローム】」

　前方に巨きよ大だいな水の竜たつ巻まきが現れ、地面を削けずりながら飲み込んでいく。対象がいないからわかりにくいが、広こう範はん囲い殲せん滅めつ魔法だな。これも凄すさまじい……。

「魔力の消費量が高めなのが難点ね。ま、それに見合った効果はあると思うけど」

　威力が上がれば魔力消費量も上がるのは当然とも言える。その状況によって無む駄だなく使い分けていくのが正しい魔法の使い方なんだろうな。魔力量には限界があるのだし。

『図書館』の発見により、パワーアップしたのは何もリーンやリンゼだけではなかった。『魔工学』とやらの本をロゼッタとモニカが閲覧を希望し、何やらいろいろ試しているようだ。中にはバビロン博士本人の著作物もあるとか。

　それと最近スゥがリーンに魔法を教わっている。

　スゥの属性は光のみであるが、魔力量はかなり多いらしい。特に回復系を重点的に覚えていっているようで、騎き士し団だんの訓練場によく顔を出しては、その魔法を試しているとのこと。

　平行して相変わらずラピスさんたちにも稽けい古こをつけてもらっているようだ。いったいあのお嬢じよう様さまはどこへ向かう気なんだろう……。

　ファムは地上に降りてきて、城の書庫に閉じこもってしまった。

　あれは重じゆう症しようだな。活字中毒者の成れの果てだ。五千年もこじらせてたのであれば、もはや治ち療りよう法ほうはないだろう。不治の病だ。

　今日は午後になってから冒ぼう険けん者しやギルドの方へ顔を出す。一週間に一度は行くようにしているのだ。

　主にギルドマスターのレリシャさんから各地の情報を得るためだが、気晴らしにクエストを受けることもある。

　フードを被かぶったままギルドへと入る。相変わらずの賑にぎわいだが、正直、僕の正体に気付いている人は気付いていると思う。だけどなにも自分から目立つ必要はあるまい。

「てめぇ！　やんのかコラァ！」

「ああ!?　上等だよ、表出ろや！」

　二人の男が互いの胸むな倉ぐらを掴つかみながら、器用な横歩きで外へ出て行った。

　またか。来るたびになにか揉もめ事ごとが起きているような気がするなあ。まあ、これもここの日にち常じよう茶さ飯はん事じなんだろうけど。

　冒険者なんて我を通してナンボというところもあるからな。住民に迷めい惑わくをかけなけりゃ、互いにぶつかるのもアリだろう。

「こんちわ」

「あ！　へい……あやや、冬とう夜やさん、こんにちは。お疲つかれ様さまです」

　受付にいた猫ねこの獣人のお姉さんに話しかける。名前は確かミーシャさんだっけか。猫耳がピコピコと動いている。

「最近はどんな感じです？」

「そうですね。相変わらず雑事系の依い頼らいが多いですけど、ちらほらと商人の護衛なんかも入ってきてます。ただ、ここでは大きく稼かせげないのが悩なやみの種ですかねえ。おかげでみなさんすぐに旅立ってしまって、馴な染じみの人がいないんですよ。だから初対面の人が多くて、毎日のようにあんな感じに」

　そう言って外で殴なぐり合ってる二人に視線を送る。なるほど。

　しかし、なんだって冒険者ってのは初対面でああも「俺おれスゴイんだぜ」アピールをしてくるのが多いんだろうな。ナメられないように最初からガツンといこうってことなんだろうか。結果、衝しよう突とつが多くなるのだが。

　得てしてそういう輩やからは、初心者から抜け出したはいいが、なかなか上のレベルに行けずに壁かべにぶつかっている者が多い。

　ああいうのに睨にらみを利かせるベテラン冒険者とかがいてくれると助かるんだがな……。この国じゃ稼げないから居い座すわる必要がないもんなあ。

　ミーシャさんに通されて二階へと上がり、レリシャさんの部屋へと入る。書類を片付けていたエルフのギルドマスター、レリシャさんが顔を上げ、ソファーへ座すわるようにすすめられた。

「よかった。ちょうど連れん絡らくをさせていただこうかと思っていたところなんですよ」

「なにかあったんですか？」

　書類を纏めて机の横に置き、なにか紙のような物を持って、レリシャさんが僕の対面のソファーに座った。

「情報がふたつと提案がひとつ。まず、竜りゆうが現れました」

「竜ですか？」

「場所は大樹海の南、サンドラ王国です。砂さ漠ばくの集落に突とつ然ぜん飛来し、そこを荒あらし回まわった挙句、いずこかへと飛び去ったそうです。これだけならよくある話なのですが、同じようにユーロン、ロードメアでも竜が現れ、村や町が被害にあってます。しかも三匹びきとも別の竜だったそうで」

　確かに妙みようっちゃ妙だな……。竜はあまり人のいない山さん岳がく地帯などに棲すみ、滅めつ多たに人里を襲うことなんかないという話だが。竜にも下級種と上級種とがあって、人を襲うとか、そういう行動を取るのは動物に近い下級種らしい。

　僕が初めてミスミドに行った時、訪おとずれようとした村を襲った黒竜も下級種だった。その後出会った赤竜は上級種で話のわかるヤツだったけど。

「まあ、ただの偶ぐう然ぜんかもしれません。竜についてはまだわからないことも多いので、なにかそういう巣立ちの時期とかかもしれませんし。こちらの方は調査を進めていますので、いずれまた。そしてもうひとつの情報とそれに伴ともなった提案があるのですが……」

　レリシャさんが僕らの間にあるテーブルに持っていた地図を広げた。うん？　どこかの海か？　島がいくつかあるけど……。

「サンドラ王国より南にある、最近発見された諸島です。調査した結果、古代遺い跡せきがいくつかの島々で見つかったのですが……。なにぶん遠く、遺跡自体の調査、発はつ掘くつがなかなかできずにいるのです」

「大人数で船で渡わたっては？」

「この島は長く滞たい在ざいするのに適していません。気温差が激しく、魔ま獣じゆうも多いのです。なぜこんな島に古代遺跡がと思いましたが、おそらく古代文明が栄えていた時はこの島々はもっと大きなひとつの島ではなかったかと……」

　長い時の中で島が沈んだ、と。あり得ないことではないな。それで島の人々はその地を捨てて、結果、魔獣が蔓延はびこる無人島になってしまった……か。

「さらに問題はこの古代遺跡がかなり広い地下迷宮ダンジヨンだということです。おそらくは古代の魔導師か賢けん者じやあたりが作り上げたものじゃないかと思われるのですが、だとしたらどんな財宝が眠っていてもおかしくはないのです。これはギルドとしては、見み逃のがせないわけでして」

　まあそうだろうな。宝の山を発見したようなものだ。僕は地下迷宮ダンジヨンに潜もぐったことはないけれど、けっこう世界中にはちらほらと点在しているらしい。

「通常、こういった地下迷宮ダンジヨンは冒険者に依頼を出し、探たん索さくをしてもらうのが定石です。しかし、場所が場所だけにそう簡単にもいかないわけでして。――――そこで提案なのですが」

　ずいっとレリシャさんが身を乗り出して来る。なんだなんだ？　ちょ、近いです。美人に迫せまられて悪い気はしないけど。

「この地下迷宮ダンジヨンがある島とブリュンヒルドを公王陛下に【ゲート】で繋つないでいただけないか、と」

「は？」

　どういうこと？　この国と地下迷宮ダンジヨンの島とを繋げる？　そんなことをしてなんの意味が？

「つまり地下迷宮ダンジヨンへ挑いどむ冒険者たちの玄げん関かん口ぐちとしてほしい、ということです。この国へ地下迷宮ダンジヨン探索者が集まれば、町は発展する。ギルドとしては冒険者を送ることができ、調査も進み、財宝や魔獣の素材を彼かれらから買い取ることができる。どうでしょう？」

　ははあ、そういうことか。

　確かに一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらう冒険者で賑わえば、宿屋、武器屋、防具屋、道具屋、商売繁はん盛じよう間ま違ちがいなしだ。しかもそれに釣つられて人も集まるだろうしな。悪くはない、か。

　向こうの魔獣がこちらへ来ないように対策はできるし、難しくはないな。地下迷宮ダンジヨンで町おこし、ってか？

「質問が何点か。その島はどこかの国の領土ではないのですか？」

「現在ギルドで監かん視ししてはいますが、どこの国のものでもありません。言ってみればギルドが所有している土地です。先ほどの提案が受け入れられるのであれば、公国に譲渡してもかまわないと考えています。もちろん、遺跡に関する情報の提供や、地下迷宮ダンジヨンで冒険者たちが得た財宝などの優先的な売ばい却きやく権利などを保証してもらえるならば、ですが」

「もうひとつ質問が。そんな情報を漏らして、僕が直接地下迷宮ダンジヨンを探索して財宝を独ひとり占じめするとは考えなかったんですか？」

「ふふ。そんなことをする方が、世界の王たちをまとめ、フレイズを倒そうとするでしょうか？　これでもギルドマスターとして人を見る目はあるつもりです」

　ずいぶんと高く買ってもらったようだな。こりゃ期待を裏切るわけにはいかないか。

　確かに美味おいしい話だし、僕が探索して終わらせてしまうより、そっちの方が冒険者、ギルド、商人、全てにおいてメリットがあるか。

　探索して地図を作るだけでも金になる。そういった地図製作者マツパーなんかも現れるだろう。

　地下迷宮ダンジヨンってことは階層が下がっていくにつれて、魔獣も強くなっていくのかな。確か地下の方が魔ま素そが濃こく、強い魔獣が好んで棲みつくとか聞いたことがある。

　魔獣によって怪け我が人にんや死者も出るかもしれないが、冒険者である以上、それは常に心構えとしてわきまえているはずだ。

「わかりました。その提案、受け入れましょう」

「ありがとうございます。町外れの方に地下迷宮ダンジヨン島への門とギルドの出張所を作りますので、完成したら【ゲート】の付ふ与よをお願いします」

　地下迷宮ダンジヨンか。これで町が賑わえばいいけど。ちょっとだけ先行調査とかしちゃおうかな。
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　レリシャさんに地下迷宮のある島の正確な場所を教えてもらい、【ゲート】で一いつ旦たんサンドラ王国の砂漠へと転移した。そこから【フライ】でその島を目指して飛んで行く。

　けっこうな速さで飛ぶと、やがて目的の島が見えてきた。確かに遠いな。サンドラ王国から渡るにしても、船ではかなり時間がかかる。

「えっと、確か三つあるんだっけか？」

　島ごとに違ちがう地下迷宮ダンジヨンが三つあるのだ。名めい称しようを決めてくれと言われたが、あとで考えよう。なんかいい名前を思い付けばいいが。

「お？」

　その島のひとつを見下ろすと、沖おきに中型船が浮かび、その先の砂すな浜はまにはキャンプをしている集団が見えた。あれがレリシャさんの言っていた島を監視しているギルド員かな？

　僕ぼくがそのままキャンプ地に降り立つと、驚いたギルド員たちが武器を持って取り囲む。

「だっ、誰だれだ!?」

「ギルドマスターの一人、レリシャさんから依頼を受けた者です。一応今は冒険者、かな。あ、これギルドカードね」

「金っ……!?　で、ではブリュンヒルドの……！　失礼いたしました！」

　すぐさまギルド員たちは剣を納めてくれた。すごいな、ギルドカード。偽ぎ造ぞうすることができないらしいから、それだけ信しん頼らい性せいがあるんだろうけど。まあ、ギルド員が偽にせ物ものと見間違えるわけがないか。

「レリシャさんからは地下迷宮のあるこの島とブリュンヒルドを繋ぐようにと……あー、本人呼んだ方が早いか」

　僕は【ゲート】を開き、ブリュンヒルドの冒険者ギルドからレリシャさんを引っ張ってきた。

「……提案したのは確かにこっちですけど、こうも行動が早いとなんか腑ふに落ちないですね」

　レリシャさんはギルド員たちに今までの経けい緯いを話し、任務終しゆう了りようを告げていた。

　これにより、この島々はブリュンヒルドの飛び地となったわけであるが……見事に何も無いな。砂浜と岩山、ジャングル、そして青い空だけが視界に広がる。

「それで、この島にあるダンジョンってのはどこです？」

「ここからまっすぐジャングルを進むとすぐに岩山が見えてきます。そこを少し登ると中腹に地下迷宮へ降りる階段がある洞どう窟くつがあるのです。この辺りは遠浅の海で、おそらく海の下まで続いていると思われるのですが、ひょっとしたら他の二つのダンジョンとも地下で繋がっているのかもしれません」

　確かにこの島々がもともとひとつの島であったなら、ギルド員の言うような可能性もあるか。まあ、とりあえず行ってみよう。

「僕はちょっとダンジョンに潜ってみますけど、みなさんはどうします？」

「私はブリュンヒルドで手続きを進めます。申し訳ありませんが、この者たちをサンドラ王国の港まで、転移してもらえませんでしょうか？」

　別に問題はないのでまずは【ゲート】でレリシャさんをギルドの元いた部屋へ送り返す。

　それを見届けたギルド員たちは、今度は自分たちの番とキャンプ地を急いで撤てつ収しゆうし、嬉うれしそうに船へと乗り込んでいた。こんなところで待機命令はかなりキツかったのかな。ま、わからんでもない。

　全員乗り込んだところで船ごとサンドラ王国の港まで転移させた。お仕事終了ー。

　さて、僕はダンジョンへと向かいますか。

　飛んで行ってもよかったのだが、砂浜からダンジョンまでのルート確保の意味も込めて、ジャングルの木を伐ばつ採さいし、土魔法で道を作りながら進んでいく。

　途と中ちゆうで足が六本ある狼おおかみや、双そう頭とうの大だい蛇じやに襲われたが、さほど強くなかったので返かえり討うちにしてやった。

　ジャングルを一直線に突つき進すすみ、岩山までの道を作りあげる。そこから階段状に岩山を削り、ダンジョン入り口の洞窟までの道筋を完成させた。

　洞窟に入り、階段の下を覗き込む。

「暗いなあ。当たり前だけど」

【ライト】の魔法で光球を作りながら、階段を降りていく。いかにもジメジメした感じがダンジョンだな。海に囲まれているんだし、そりゃそうか。

　やがて広い部屋に出た。壁や天てん井じようを見るに間ま違ちがいなく人工物で、ここが地下迷宮だということがわかる。

　辺りを見回すと、道が左右正面と三つに分かれていた。おいおい、地下一階から分ぶん岐き点てんかよ。こういうのってゲームだと浅い階層は一本道だったりするんだけどな。ゲームじゃないから文句のつけようもないけどさ。

　とりあえず迷うのも嫌いやなんで、まっすぐ正面の通路を進む。まあ、迷っても【ゲート】で戻もどれるんだけどね。

　まっすぐ進んでいくと今度は通路が左右に分かれていた。むむ。全部まっすぐで通してやろうと思ったのにな。

　アレ？　ちょっと待てよ？

「…………まさかと思うが……マップ表示。現在位置のダンジョン、地下一階を」

『表示しまス』

　スマホから返答があり、空中にこのダンジョンの地下一階のマップと現在地が表示された。された。されちゃったよ、おい。つまんね。

　ご丁てい寧ねいに地下二階へと向かう階段なんかも表示されている。これを見ると四つあるな。

　うーむ、先がわかってると楽しみも半減だな……。この地図を売り出だせば儲もうけられるような気もするが……やめとこう。冒険者たちも自分たちで調べたり見つけたりした方が面白いだろ。

　……なんかアミューズメントパークでも作ってる気がしてきた。まあいいや。地下一階だけでもうろついてみるか……。

「おっと！」

　地下二階への階段を目指して通路を曲がると、突とつ然ぜん魔ま物ものが襲ってきた。小こ柄がらで犬型の頭部を持つ魔物、コボルトだ。数は二匹。

　コボルトは魔族であるワードッグやワーウルフとは違い、人語を解さない魔物だ。

　僕を待まち構えていたようで、コボルトは角を曲がったタイミングで石いし斧おののようなものを振ふり下おろしてきた。それをひょいとかわして、ブリュンヒルドで二匹とも撃うち倒す。あ、これ麻ま痺ひ弾だんだったっけ。こいつら命拾いしたな。

　よく考えたらこっちは【ライト】をつけてるんだもんな。分かり易やすい目印だわ。そりゃあ待ち伏ぶせもするか。

　倒れたコボルトは捨て置いて、そのまま地下二階へと向かう。と、その前の横道から行き止まりの小部屋へ行けるみたいだな。ちょっと怪あやしいし、行ってみるか。寄り道も大事だ。

　通路を進み、行き止まりにあった観音開きの扉とびらを開くと、小部屋の隅すみに宝箱があった。なんだろう、ゲームとかじゃ当たり前の光景なのに、実際に目にすると違い和わ感かんバリバリなのは。

　なんでこんなところに宝箱があるんだよ！　と、ツッコミたくなる。まあ、とりあえず開けてみるけど。

　少しわくわくしながら宝箱に手をかける。……罠わなとかないよな？　開けた途と端たん、爆発とか嫌なんですけど。少し蓋ふたを上げてみる。どうやら鍵かぎはかかってないみたいだ。思い切って開けてみると、そこにはなんとも言えないものが入っていた。

「なんだこりゃ……？」

　錆さびた短たん剣けん、汚きたない皮かわ袋ぶくろ、よくわからない棒、手製の石斧……あ、これってさっきのコボルトが持ってたやつと同じじゃんか。ひょっとしてこれってあいつらの集めたものか？

　どうやらここはコボルトの宝物置き場だったらしい。こんなガラクタじゃギルドだって買い取ってくれないよな……ん？

　よく見ると宝箱の隅に小さな指輪があった。宝石も何もついてないけど、これ……金じゃないのか？　おお、金の指輪（？）を手に入れた。これが本物なら売れるよな。

　……よくよく考えたら、この宝箱ってどっから持って来たんだ？

　ひょっとしたら、もともとこの宝箱には財宝が入っていたけど、魔物たちが銘めい々めい勝手に持ち去った……。その宝箱だけをさっきのコボルトが見つけて、自分の金庫として使っていたのだろうか。

　この宝箱だってこの階層のものじゃないかもしれない。もっと下の階層から人手（魔物手？）に渡ったりしながら流れてきたのかもしれないな。

　財宝の部屋にあったものはすでに魔物たちによって持ち去られ、それがこの宝箱のようにいろんな場所に隠かくされているかも……。もしかしたら魔物たちが所持しているかもしれないな。

　指輪だけいただいてあとは残しといてやろう。コボルト君、これから冒険者たちが来て、君たちを追いかけ回すかもしれないが、強く生きろよ。

　そのまま地下二階へと辿たどり着ついた僕はさっそく【ゲート】を使ってレリシャさんのところへと転移した。










「確かにこれは金に間違いありません。少し混じり物のある、なんの付与効果もない普ふ通つうの指輪ですけれど」

　本物だったか。ってことはそれなりに期待が持てるってことかな。

　冒険者の目的はダンジョンに眠ねむる財宝や、そこに湧わく魔獣や魔物たちから取れる素材などだ。ダンジョンでは地上の魔獣や魔物とはまた違った進化を遂とげていることが多いらしく、素材としても珍めずらしいものが多いんだとか。

「この指輪、買い取らせてもらってもよろしいですか？」

「かまいません。いくらぐらいになりますかね？」

「そうですね……細工もなくキズも多いので、銀貨二枚ってとこですか」

　ふむ。金貨一枚の価値はないってか。安い宿屋で一週間は宿しゆく泊はくできるくらいの金額だな。あれだけの探索でこれだけ稼げるなら充じゆう分ぶんな気がする。ま、そんな簡単には見つからないだろうけど。

　ああ、そういえば冒険者たちが増えるなら宿屋とかを増やさないといけないかもしれないな。『銀月』だけではパンクしてしまいそうだ。

「それと公王陛下。島とブリュンヒルドを繋ぐ門ですが、通行料とかはどうしますか？」

「通行料ですか？」

「あちらは行き止まりなので、行く時だけお金を払はらうという形になると思いますが……無料にするのですか？」

「んー……そうですね……じゃあ銅貨一枚ほどで」

　ずいぶんと安いですね、と言われたが、あまり高いとあっちに行ったまま帰ってこない可能性もあるしな。できればこちらへちょくちょく戻ってきて、食事や宿を利用してもらいたいし。

　かといって無料にすると、勝手に入って行っても誰も気に留めないようになる可能性がある。どういう者が島へ行ったのか、戻っていないのか、ある程度管理したほうがいいだろう。ギルドカードを使えば簡単に出来る。

　通行料は大した稼ぎにならないが、それが目的ではないからな。

　おそらく武器や防具、傷薬やポーションといったものがたくさん必要になると思う。取らぬ狸たぬきの皮算用は避さけたいところだが、一応町の商人たちに話をしておくことにしよう。

　武器とかを修しゆう繕ぜんする鍛冶かじ師なんかも必要になってくるかもしれないな。

　ちょっと楽しくなってきた。
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　新しいダンジョンが見つかったという情報はあっという間に広まり、冒険者たちがこぞってブリュンヒルドへと押おし寄よせてきた。

　なにせ見つかって間も無いダンジョンである。しかも海の孤こ島とうで、盗とう賊ぞくたちに荒らされてもいない。財宝などもそのままの可能性が高いのだ。

　つまり早い者勝ち、である。我先にと駆かけつけた冒険者たちが、僕が名付けた『アマテラス』『ツクヨミ』『スサノオ』の三つのダンジョンへと潜っていった。

　以前は権力者に利用されたり、変な警けい戒かい心しんを持たれたりするのを避けるため、なるべく【ゲート】の存在を隠していたが、今じゃかなりの人が僕が使えることを知っている。まあ、ユーロンのフレイズ戦なんかでバンバン使ってたしな。

　それにもう自分が権力者になってしまったからな。今さら僕をどうこうしようとする輩はいないだろう。いても返り討ちにするだけだが。

　そんな背景もあって、ダンジョン島への転移門も「あの公王ならアリか」と、概おおむねあっさりと受け入れられた。

　ダンジョンはかなりの広さに加え、今まで人の手が入ってなかったことから魔物や魔獣の数も多い。なかなか探索は進まなかったが、それでも地下三階層まで進んだパーティもいるそうだ。

　ギルドとしては調査は進んでいなくても、貴重な素材や財宝が手に入っているので文句は無いようである。

　少し困ったのは冒険者たちが増えたことにより、町の治安が少し悪くなったことか。例によって冒険者には荒あらくれ者ものや、チンピラみたいな者もいる。

　町中の店で店員に言いい掛がかりをつけたり、住民たちに迷惑をかけたりするような馬ば鹿かが続出した。

　他ほかの国ではどうかわからないが、ここでは容よう赦しやしない。遠えん慮りよなく騎士団がしょっぴいて、「悪あく魔まの囁ささやき牢ろう」（黒板を引ひっ掻かく音が延々聞こえる）や「芳かぐわしき毒どく臭しゆう牢ろう」（ヘドロスライムの十分の一の臭においが充じゆう満まんしている）に直行してもらった。そこで一晩過ごして反省してもらう。

　それとダンジョン探索者のためというわけではないが、町中に施せ療りよう院を建設した。光属性の使える回復師と、病気を診しん察さつする医師が常じよう駐ちゆうする施し設せつだ。薬もフローラ特製のものが常時揃そろっている。

　もちろんお代はきちんといただくが、この国に保護者がいる子供は格安で受けられるようにした。こっちの世界だと十三歳さい以下ということだが。治ち療りよう費ひが高く、子供を診察させることができないなんてことがないようにだ。

　それでもお金のない保護者にはこの国で一日二日の簡単な労働をしてもらう。町の掃そう除じとか、開かい拓たくの手伝いとかである。

　転移門の前には露ろ天てん商しようが並び、傷薬やロープ、カンテラ、非常食などを売っていた。別のところでは剥はぎ取とり用のナイフを売ってたり、コンパス、水すい筒とうなども売っている。

　僕は店を開いているいろんな露店のうち、転移門に近いひとりのところにかがみ込み、商人の男に声をかけた。

「やあ。調子はどうだい？」

「いや、なかなか好調ですね。思わず本業を忘れてしまいそうで」

　実はこの男、『透すつ破ぱ』である。つまり武たけ田だ忍しのび。椿つばきさん配下の一人だ。

　冒険者たちの動向を探さぐるために、ここで露天商のフリをして監視している。一応、周りに変な目で見られないように、僕は露店に並ぶ品物を手に取りながらボソボソと話す。

「なにか問題は？」

「今のところありません。何組かのパーティが少々諍いさかいを起こしたぐらいですかね」

　お宝を巡めぐって対立とか、それくらいはよくある話だ。それに関しては他人に迷惑をかけない限り、個人の問題なんで気にしないでいいだろ。

「僕が入った時は地下一階にコボルトぐらいしか出てこなかったけど、二階以降はどんな感じ？」

「一階ではゴブリンやコボルト、大おお鼠ねずみや大おお蝙こう蝠もり、一角兎うさぎなどが出てますね。二階になるとホブゴブリンやゴブリンアーチャー、オークやスケルトンなどですか。三階にはキラーマンティスやデュラハンが出たとの話もあります」

　デュラハンか。僕らも低レベルのヤツなら相手したことがあるが、結構タフなんだよな。光属性の魔ま法ほう使つかいか、対アンデッド武器がないとキツいかもしれないな。

「どうもダンジョンによって現れる魔物が違うようなんです。『アマテラス』には魔獣系が、『ツクヨミ』にはアンデッド系が、そして『スサノオ』には魔物系が多い気がします」

　魔物と魔獣の違いは獣けものかそうでないかぐらいだが、どういうことだろう？　住み分けているということだろうか。確かに魔獣同士でも食うか食われるかの関係もあるし、天敵のいるところには住みたくないよな。

　透破さんにお礼を言って転移門の方へ向かう。それぞれ三つの門があり、各ダンジョンの島へと繋がっていた。

　まあ結局転移先は同じ場所なので、船を作るか海の中を泳ぐ気があれば、ダンジョンからダンジョンへ島を渡ることもできなくはないが、大たい抵ていは一回ここに戻ってきて、もう一度別の転移門へ入る。

　毎回入るのにギルドカードの提出と、銅貨一枚が必要になるけれど、島を渡るのは面めん倒どうだし。

　銅貨一枚だと、それなりの食事をとれるからだいたい千円くらい？　と、なるとリフレットの『銀月』って三食食事付きで銅貨二枚だったから、一泊ぱく二千円って安すぎる気もする。でも月で計算したら六万か。食事が付いてるとはいえ家賃六万のアパートって考えたら手て頃ごろなんだろうか。うーむ。

　そもそもこっちの貨か幣へい価値と向こうの貨幣価値を比べること自体がナンセンスだな。僕は深く考えるのをやめた。

「冬夜殿どの？」

「冬夜様！」

「あれ？　八や重えにヒルダ？　どうしたの？」

　不意に声をかけられて振り向むくと、そこには八重とヒルダの剣けん術じゆつコンビが立っていた。この二人はよく一いつ緒しよに稽古しているからか、とても仲がいい。

「修しゆ行ぎようと見学がてら、ちょっと入ってみようということになったでござる。ヒルダ殿はこういった魔物や魔獣相手の戦せん闘とうはあまり経験がないそうでござるからして」

「ほら、ギルドカードも作ったんですよ！　まだ黒で八重さんのカードと比べると見み劣おとりしますけど」

　嬉しそうにヒルダがカードを見せてくる。カードの色は黒。初心者レベルってことだ。レスティアの姫ひめ騎き士しが初心者ってのも悪い冗じよう談だんだが。八重は赤。一流冒険者である。

　しかしあれだな、一年でそこまで登りつめるのは異常とも言えるな……。僕が言えたセリフじゃないけど。ま、もともと八重は出会った時から既すでに強かったしな。

「冬夜殿は何しにこちらへ？」

「ん？　ああ、視察と安全面の確かく認にんのため、かな」

「あ、なら一緒に参りませんか？」

「そうだね。じゃあ行こうか」

　僕らは『アマテラス』の転移門をくぐり、島の砂浜に出る。

　あ、一応入場料は払ったよ。払わずに入ったら「なんだアイツらは」ってなっちゃうし。目立つのもなんだしね。普通に【ゲート】を使わなかったのは、門に不具合がないか確かめるため。

　ここらの島々は大小含ふくめ、七つの島で成り立っているわけだけど、一番大きな島にはダンジョンはない。代わりに魔獣や魔物が跋ばつ扈こしている。

　その島には植物系の魔物も多く、一応危険なので立ち入りには注意を喚かん起きしている。それでも入って行く者がいるが、怪我けがしても自己責任だ。知ったこっちゃない。

　ちなみにここらの島々には珍しい薬草や木の実がなってたりするので、採取系の依頼もちらほらと出ているようだ。
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【ライト】を発動し、ダンジョンの入り口へと入る。僕が初めに入ったダンジョンはこの『アマテラス』だが、ここには現在、すでに四十名ほどの冒険者が入っているようだ。それぞれ四名でパーティーを組んでいるとしても十組が潜っているわけだな。

「そんなに潜って、中でかち合ったりしないんでござるかな」

「かなり広いからね。かち合っても挨あい拶さつしてまた別れるぐらいさ。薬草や水なんかを受うけ渡す交こう渉しようなんかはするかもしれないけど」

　ダンジョンを進むとさっそく一角狼が三匹びき襲おそってきた。僕らが何かをする前にヒルダが前面に出て、三匹ともあっさりと倒たおしてしまう。ま、彼かの女じよなら楽勝だわな。

「これ、どうしましょう？　素材になるものって角でしたっけ？」

「肉は固くて食べれないし、皮はあまり使い所がないからね」

「角を落として残りは放置していいんですか？」

「邪じや魔まにならないように通路の端はしに置いておけばいいよ。そのうち他の魔獣の餌えさになるか、腐くさり始めてもスライムがやってきて溶とかしてしまうから」

　こういったダンジョンにはあらゆるスライムが存在する。人を襲おそうこともあるが、大抵は無害な存在で、どちらかというと掃除屋のイメージが強い。ダンジョンに捨てられたゴミなどをなんでも取り込んで溶かしてしまうんだそうだ。

　死体や排はい泄せつ物ぶつでさえも例外なく取り込むらしい。結果、ダンジョンはそれなりに清潔なわけだ。スライム様々だな。

　そんなスライムだが、なぜか宝箱の中身は食わないんだそうだ。あと金属系もあまり食わないらしい。そういやヘドロスライムも水を綺き麗れいにしてくれるんだよな。種類によって、分解できる物とできない物があるのかな。

　スライムは古代魔ま法ほう時代に人の手によって作られた人工の魔物という説があるそうだが、本当かもしれない。アホな魔法使いがオリジナルのスライムを作ってたりしたしな。今度『図書館』で調べてみるか。

　ヒルダは一角狼の死体を横に寄せると、ナイフで角を切り落とした。この角は細工物の材料として売れるので、ギルドで買い取ってもらえる。

　そのあとも一角兎、大蝙蝠、大鼠などをほとんどヒルダが倒していった。確かに魔獣系が多い気がするな。ゴブリンとかコボルトも出て来てはいるんだが。

　ちなみにマップ表示はしていない。ダンジョン制せい覇はが目的ではないし、その方が面白おもしろいんじゃないかと思ったからだが、二人はあっけなく地下二階への階段を見つけてしまった。

　階段を下りていくと、またけっこうな大きさの広間に出た。通路が左右に分かれている。とりあえず右の方へ進むと再び分かれ道があり、さらにその先にも分かれ道があった。

「こりゃあ確かにマップとコンパスが必要だな。迷って出られなくなる」

　もちろん、大抵の冒ぼう険けん者しやはきちんとマッピングして進んでいく。どうも僕らは【ゲート】とかがあるために、そこらへんがズボラになっているな。

　適当に進んでいくと、突き当あたりに観音開きの扉があった。入ってみるとそこは十二畳じようほどの小部屋で、部屋の隅には宝箱があった。こういった小部屋って魔物たちの私室なんかな……。

　頭の中に、勝手に人の家に侵しん入にゆうしてタンスを開けまくるゲーム勇者の姿が浮うかんだ。

　初めての宝箱に、目を輝かがやかせて開けようとするヒルダを、僕は気まずい目で眺ながめる。

　中身は錆さびだらけの短剣や刃はの欠けた短剣など、短剣がいっぱい入っていた。やっぱりか。

　しかしなんでこんなに短剣ばっかり……。短剣マニアかよ。そういやカラスとか犬とか、わけのわからないものを集めたりするよね……。

「がっかりです……」

「ま、そんな簡単に見つからないよ」

「いや、ちょっと待つでござるよ。それは銀製の短剣ではござらんか？」

　宝箱の底の方に埃ほこりをかぶって黒ずんではいるが、確かに銀の短剣があった。細かな装そう飾しよくも何も無いシンプルな短剣だが、これなら買い取ってもらえる。まあ、お宝っちゃ、お宝だ。

「大した金額にはならないと思うけど売る？」

「いえ、今日の記念に取っておきます。私が冒険者になった記念に」

　ヒルダが短剣を腰こしのポーチに入れた。本人がそれでいいなら別に売る必要もないか。

　嬉しそうに笑うヒルダを見て、僕はそう思った。
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「っと、こんなもんでいいか」

「ふああ……。相変わらず無む茶ちや苦く茶ちやね……」

　僕は『銀月』の改装を終えて、屋根の上から飛び降りた。

　冒険者が多くなり、宿が足りなくなってきたので、『銀月』の改装増築と、二号店の建築をしたのである。

　基本的に二号店は安宿で部屋数も多く、さらにギルド認にん定ていにしてもらった。冒険者用の宿というわけだ。場所も転移門近くにしてもらった。

　一方、今までの本店は旅人や行商人をメインにしていくため、少し高く設定した。もちろんそれに相応ふさわしい設備とくつろぎを提供する宿に生まれ変わったので、決してぼったくりではない。

「『ちょっと改装させてください』って来たと思ったら二、三時間で終わっちゃうって……。呆あきれてものが言えないわ」

「すごいですねえ……」

　女将おかみのミカさんと、従業員のフルールさんがポカンとした顔で新生『銀月』を見上げている。

「あとは大きくなったぶん、従業員を何名か雇やとわないといけないかな」

「あ、それならあたしに当てがあるわ。リフレットの知り合いが何人か、こっちで働きたいって言ってるのよ」

　ミカさんの知り合いか。なら問題あるまい。さっそく【ゲート】でリフレットの町へミカさんと共に行くことにする。

　ミカさんはその何人かの知り合いとすぐに話をつけた。働く準備ができたらブリュンヒルドに来てもらうように頼たのんだので、従業員の方はこれで大だい丈じよう夫ぶだろう。

　何人かはすぐにでも働きたいというので、一旦家に帰ってもらい、荷物をまとめてきてもらうことにした。公国へ帰るとき、一緒に連れて行くことにする。

　待っている間、ミカさんは久しぶりに父親のドランさんに近きん況きよう報告をしていた。親おや娘こ水入らずを邪魔するのもなんなので、ちょっと散歩に出ることにする。

　僕は久しぶりのリフレットを歩きながら、これからのブリュンヒルドのことを考えていた。

「あとは武器や防具、道具類の充じゆう実じつかなあ。オルバさんのところの商会もがんばってくれてはいるんだけどな。馬車でだとブリュンヒルドまでどうしても時間がかかるし」

　オルバさんは『転移の方ほう陣じん』というアーティファクトを持っているので、他の商人よりは早く品物を輸送できるのだが、それにも限りがある。

　一度断念したけどやはり車を作るか？　いやそれならやはり列車の方が……。

　そもそも馬車のスピードがもっと出て、さらに積せき載さい量りようが多ければ……。あ、【グラビティ】を付与して車体を軽くすればいいのか？

　そうか、軽くて頑がん丈じような万ばん能のう馬車の車体を作ればいいのか。オルバさんなら高くても買うだろう。簡易的な【ストレージ】も付与すれば、はるかに多い積載量になる。

　何台か作ってみるか。王室専用の『安全性抜ばつ群ぐんの馬車』とかな。そういやウチの城って馬車がないや。いっつも移動は【ゲート】だからなあ。

　ダンジョンの方は盛せい況きようのようだ。今のところ死者は出ていないみたいだけど、重傷者は何人か出てる。一階層降りるとダンジョンの魔ま獣じゆうや魔物の強さが一気に上がる。その見み極きわめができていないと、痛いしっぺ返しを食くらうことになる。

　噂うわさでは『アマテラス』の方だと早くも四階層まで突とつ破ぱしたらしい。いくらかの財宝を手に入れたパーティーもいたようだ。これでまたダンジョンへ挑む冒険者が増えるかもしれない。

　そんなことを考えながら歩いていると、ザナックさんの服ふく飾しよく店てんの前まで来たので、ちょっと寄ってみる。懐なつかしいな。僕がこの世界に来て初めて入った店がここだった。

　しかしだいぶ大きく改装したんだな。前の二倍は大きい店てん舗ぽになってる。まあ、水着とか制服とか売れてるみたいだしな。儲けているんだろう。

「いらっしゃいませ。ファッションキングザナックへようこそ！」

　店内へ入ると店員のお姉さんが笑え顔がおで出で迎むかえてくれた。その店名はなんとかならんもんかねえ……。

　この店はブリュンヒルドの方にも支店を出してるが、えらく看板が派手なんだよなあ。

　店員さんにザナックさんを呼んでくれるように頼むと、店の奥おくからすぐにザナックさんが現れた。

「やあやあやあ、これは公王陛下。リフレットまでお越こしになるとは。どうしたんですか？」

「あっちの『銀月』で働き手を探してましてね。ミカさんの知り合いを勧かん誘ゆうしに来たんですよ。時間があったのでちょっとこっちに寄ってみました」

「それはそれは。では新しい従業員用に制服の発注をしてもらえるわけですな？」

　あ、そうか。忘れてた。相変わらず商売が上手うまいというかなんというか。

　とりあえずサイズがわからないとなんとも言えないので、後日ブリュンヒルド支店の方へ注文することにした。

「そうそう、陛下に聞ければと思っていたのですが……実はロードメアの貴族様からドレスの注文をされているのです。他に類を見ない珍しいデザインを求めていらっしゃるのですが、陛下ならなにかそういったものをお知りではないかと……」

「ドレスのデザインですか。うーん……あ、何枚か紙を貸してもらえます？」

　店員さんが紙を持ってくる間、僕はスマホを取り出し、ドレスでネットを検けん索さくして、奇き抜ばつで目を引くものをピックアップする。それから【ドローイング】で二十ばかりの変わったドレスを転写し、ザナックさんに手て渡わたした。

「こ、これは確かに見たこともない……。これならば先方も満足していただけるでしょう！」

「まあ、間違いなく王家でさえも持ってない作品ですから。そこらへんを推おせば納なつ得とくしてくれるんじゃないですかね」

　おそらくそういった貴族の求めているものは、ワンオフものだろうから、王家も持っていないとなればきっと飛びつくだろう。

　それからそれらのドレスに合わせた靴くつや手て袋ぶくろのデザインを描かき出していると、突とつ然ぜんドアを蹴け破やぶらんばかりの勢いで一人の男が店内に入ってきた。

　誰かと思ったら、『武器屋熊くま八はち』のバラルさんじゃないか。びっくりした。熊が店内に入って来たかと……。

「ザ、ザナックの旦だん那な！　竜りゆうだ！　竜が現れた！　早く逃にげろ！」

「なッ!?」

　竜!?　慌あわてて店の外へ飛び出すと、上空にくすんだ緑色の竜が飛び回っていた。

　ゴツゴツとした緑りよく鱗りんに赤い眼め。尻尾しつぽには凶きよう悪あくそうな棘とげが幾いくつも付いている。

　僕ぼくが以前出会った黒竜と同じくらいの大きさがあった。ひとつ違ちがうのは、黒竜は四本足だったのに対し、この緑竜は二本足で前足の代わりに大きな翼つばさが付いている。竜の亜あ種しゆ、『飛竜ワイバーン』ってやつか。

「ゴガアアアァァァァァ!!」

　飛竜が咆ほう哮こうするたびに、町中がパニックに陥おちいる。ワイバーンは地上へ鎌かま首くびを向けると、その口から大きな炎えん弾だんを吐はき出した。

「ちッ」

【フライ】で空中に飛び出すと、僕は撃ち出されたその炎弾の正面へとまわった。手をかざし、魔法を発動させる。

「【アブソーブ】」

　炎ほのおの塊かたまりは魔ま力りよくへと還かん元げんされ、僕に吸収される。無属性魔法【アブソーブ】。魔力で作られた現象を魔力に戻し、吸収する魔法だ。ドラゴンのブレス攻こう撃げきは体内の魔力を火属性の魔法に変へん換かんしている。なら、それも吸収できるってわけだ。

　しかし危なかったな。今のが直ちよく撃げきしていたら町が火の海になってたかもしれないぞ。

「グルアァァァァァァ!!」

　邪魔されたとばかりに怒いかりの目をこちらに向けてくるワイバーン。この野や郎ろう。怒おこってるのはこっちだからな。

　一気に加速してワイバーンへと詰つめ寄り、その土手っ腹に蹴りを入れる。と、同時に今度は加重魔法を発動させた。

「【グラビティ】」

　ガクンと急激に増した自分の重さに飛行能力を失い、ワイバーンが大通りに墜つい落らくする。すでに通りには誰だれもいなかったので被ひ害がいはない。

　そのままワイバーンはなんとか重さの呪じゆ縛ばくから逃のがれようとしていたが、その背中にさらに【グラビティ】で体重を増加させた僕が勢い良く着地すると、ボキリと背骨が折れて絶命した。

「ったく……人ひと騒さわがせな」

　竜が動かなくなったのを見ると、町中から歓かん声せいが起こった。安あん堵どした町の人々が僕と倒されたワイバーンの下へと寄ってくる。

「いやはや……やはりすごいですなあ。飛竜をあっという間に……。陛下がこの町に居てくれて助かりました」

　ザナックさんが死んだワイバーンを眺めながらつぶやく。バラルさんは目を見開いて僕の方を見ていた。見物人の向こうからミカさんとドランさんも駆け寄ってきた。

「こりゃまた……とんでもないのを倒したもんだな。町が被害を受けなくてよかったが……ところでこれ、どうするんだ？」

「僕は別に要いらないんで。そうですね、肉はドランさんのところに差し上げますよ。たしか竜肉は美味だって聞いたことがあります。皮はザナックさんに。レザージャケットとか作る素材になるでしょう。骨はバラルさんに。武器の素材としてはかなり役立つと思いますよ」

　僕の言葉にみんなポカンとしていたが、やがてミカさんが慌てた様子で詰め寄ってきた。

「ちょ、ちょ、ちょっと、わかってる!?　竜って最高素材なのよ!?　それをポンとあげてもいいの!?」

「僕は今のところ必要ないし。みんなには世話になったからね。恩返しってわけじゃないけど、受けとってくれれば」

　この町で過ごした期間はそんなに長いもんじゃなかったけど、いろいろと教えてもらったり、世話になったりしたのは確かだ。こんなもので喜んでもらえるなら安いもんだ。

「あ、剥ぎ取るとき尻尾の棘に気をつけて下さいね。猛もう毒どくらしいんで」

「っと、そうか。わかった」

　ドランさんがさっそく剥ぎ取り用のナイフで飛竜を捌さばいていく。

　しかし、なんだってこんなところに飛竜が現れたのか……。餌を求めるなら南の森へ行けば、一角狼おおかみとかいっぱいいるだろうに。まるでピンポイントで狙ねらってきたかのようだ。

　レリシャさんから聞いた、このごろ頻ひん発ぱつしている竜の目もく撃げき情報となにか関連があるのだろうか。

　ユーロン、ロードメア、サンドラで暴れたという下位竜。このワイバーンも亜種だが下位の竜だ。下位竜が人を襲うようになっているのか？　竜たちになにか起こっているのは間ま違ちがいなさそうだが……。

「なんだこりゃ？」

　剥ぎ取りをしていたドランさんが声を上げる。ちょうど首を切り落とし、頭の皮を剥ぎ取ろうとしたところだった。

　ドランさんが見ていたところを覗のぞくと、ちょうど頭ず蓋がい骨こつの中央に当たる部分になにかが打ち込まれている。

　慎しん重ちようにそれを引き抜ぬくと、長さ三十センチばかりの長い針だった。細い先せん端たんの反対側に丸い玉が付いてて、マチ針にも見える。針、というよりは大きな串くしに近い大きさだが。おそらく脳まで達していたと思われるそれは、なにやら魔力を帯びているのが感じられた。

「ひょっとして、これで竜を操あやつっていたのか？」

　怪しさ大だい爆ばく発はつの串を眺めながら、ひょっとしたらこれも『蔵くら』から落ちたアーティファクトじゃあるまいな、と嫌いやな汗あせを流しつつ、【ストレージ】へとそれをしまった。あとでシェスカたちに聞いてみよう。何かわかるかもしれない。

　しかし、だ。これがアーティファクトで竜を操る力を持っているのだとしたら、どこかにこいつらを操っていた黒幕がいるということになる。

　ふう。また厄やつ介かい事が起こりそうな予感がする。こういったときの僕の予感は、神がかり的に当たるのだ。残念なことに。
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「はッきり言いまスと、この魔道具はバビロン博士の作品ではアりませン」

「『蔵』から落ちた物じゃないってこと？」

「ハイ」

　リフレットで倒したワイバーン。それに刺ささっていた串をシェスカに見せると、彼女はそう断言した。置かれた串をロゼッタも手に取り、しばらく眺めていたがやがて口を開く。

「これは『支配の響きよう針しん』でありまスな。エルクス博士の作品でありまス」

「エルクス？」

「デボラ・エルクス博士。パルテノで一流の魔法工芸師マイスターと呼ばれていた人でス。まあ、バビロン博士には遥はるかに及およびませんでしタが」

　そんな人がいたのか。『蔵』のものじゃなくてホッとした。いや、別に僕が責任を感じる必要はないんだけど、なんかね。道具なんて結局は使う者の心次し第だいなわけだから、だれが一番悪いかって言ったらわかってて使ったヤツが悪い。

『不死の宝玉』にしろ、『吸魔の腕うで輪わ』、『防ぼう壁へきの腕輪』にしろ、持ち主はその力に溺おぼれて身を滅ほろぼしたのだ。

　レスティアの建国王のように、聖せい剣けんを使いこなし、人々に慕したわれて王になった者もいるわけだし。

　まあ、だからって『蔵』の管理責任を問わないわけじゃないけどな。

「エルクス博士はなンと言いまスか、バビロン博士に強い敵てき愾がい心しんを持っていまシて。彼女の作る作品アーテイフアクトは、バビロン博士に言わせルと、『強力ではあるが安全性に難あり』『汎はん用よう性せいに富むが使用者に負担を強しいる』『目新しさがなく面白くない』と、こンな感じでしタ」

「バビロン博士がそのエルクス博士の作品より出来がいいものを、あっさりと作るもので、余計に敵意を向けられていたようでありまス」

　あの博士のことだ。相当おちょくったに違いない。

　織お田だ信のぶ長ながと明あけ智ち光みつ秀ひでのように、天才と秀しゆう才さいは相あい容いれないものなのかなあ。たぶんバビロン博士の方は相手にもしてなかったんだろうと思う。可哀かわい想そうに。

「それでこの『支配の響針』ってのは？」

「これは魔獣を使し役えきするための魔道具アーテイフアクトでありまス。魔力を込めて頭に打ち込むと、その魔獣を自由に操れる代しろ物ものでありまスが、その力を限界まで引き出だす代わりに魔獣の寿じゆ命みようを削けずり、魔獣と使用者の精神を無む理り矢や理りつなぐことから、使用者の精神に障害を与あたえる可能性が判明したので廃はい棄き処分になったと聞いたでありまスよ」

　なるほど。強力ではあるが安全性に難があり、使用者に負担を強いる、か。まさにその通りだな。ただ、バビロン博士も『不死の宝玉』みたいなものを作っているんだから、人のことは言えないと思うが。

　もしかしてあのワイバーンの使役者はその辺りのことを知らずに使っているんじゃないのか？

　しかし竜、か。最強の生物と言われるだけあって数を揃えられると厄介だな。ミスミドの聖域にいた赤竜とかが襲ってきたら面倒なことになりそうだ。あそこまで知能が高い竜がいいように操られるとも思えないが。

『主あるじ。よろしいでしょうか』

「ん？　紅こう玉ぎよくか。どうした？」

　窓から紅玉が入ってくる。すいっとテーブルの上に降りると僕に向けてその真しん紅くの瞳ひとみを向けてきた。

『竜のことならば「蒼そう帝てい」を呼び出し、聞いてみるのが良いかと具ぐ申しんします』

『蒼帝』っていうと、琥こ珀はくたちの仲間か。四神の一。東の青竜……だっけ？　確か琥珀は獣、珊さん瑚ごと黒こく曜ようは鱗りん族、紅玉は鳥を支配する神しん獣じゆうだったな。でも魔獣は対象外なんじゃ？

『厳密に言うと竜は魔獣ではありません。それ自体が一つの種であり、蒼帝の眷けん属ぞくです。それ以外には蜥蜴とかげや鰐わになどがいますね。ここらへんは黒曜たちの域に少し被かぶってますが。どちらにしろ、竜を相手にするのであれば、呼んでおいて損はないかと。私も久しぶりに顔を見たいので』

『主！　私は反対です！』

　ドガンッ！　と扉とびらを体当たりで開けて大おお虎とらのままの琥珀が飛び込んでくる。おい！　城の中では大きくなるなって言っただろうが！

『あんな嫌いや味みったらしいのを呼び出さなくても、主なら問題を解決できます！　どうかご再考を！』

　なんだなんだ!?　っていうか大きいままで迫せまってくるな。怖こわいだろ。食われそうだ。

『嫌味かどうかは置いといて、蒼帝なら適任ではないか』

『琥珀ちゃんは蒼そうちゃんと仲悪いからねぇ。まあ必死だこと。プププ』

　空中を泳いで珊瑚と黒曜もやってくる。ははあ、そういうことか。

『ぐっ、確かにそうだが……。我々の中にあいつが入ると面倒なことになるのがわからんのか！　屁へ理り屈くつばかり抜かすひねくれ者だぞ！　ああ、思い出したら腹が立ってきた！』

　琥珀が小さくなったかと思ったら、駄だ々だをこねる子供のように絨じゆう毯たんの上で暴れ始めた。完全に私情を挟はさんじゃってるよな、これ。

『直情的な琥珀と理性的な蒼帝は水と油です。仲が悪いというよりは馬が合わないと言いますか。それぞれ良いところを認め合ってはいると思うのですが、なにぶん二人とも頑がん固こで』

『誰が！　認めてるとしたらあの達者な口と空気を読まない無神経さぐらいだ！』

　琥珀がテーブルの上に乗り、紅玉を怒ど鳴なりつける。ったくもう。話が進まないだろうが。

「琥珀の言い分はわかったけど、とりあえず召しよう喚かんしてみるよ」

『そんなー』

「まあ、無理に仲良くしろとは言わないからさ。あ、でも口くち喧げん嘩かぐらいならいいけど、本気で喧けん嘩かするならどっちもお仕置きするからな」

　渋しぶ々しぶといった感じの琥珀を連れて、中庭の方へ僕らは出て行った。幸い中庭には誰もいなかったので、今のうちに召喚を済ませてしまうことにする。

　魔石チョークで中庭に召喚陣じんを描き、その中へと闇やみ属性の魔力を注いでいく。

　召喚陣の中に現れた黒い霧きりが次第に濃こくなっていくのを確かめつつ、そこへ琥珀たちの魔力をゆっくりと混ぜていった。これで準備完かん了りようだ。

「春と木、東方と大河を司つかさどる者よ。我わが声に応こたえよ。我の求めに応じ、その姿をここに現せ」

　召喚陣の中の魔力が一気に膨ふくれ上あがり、黒い霧の中から巨きよ大だいな青い竜が現れた。サファイアのような鱗に澄すんだ青い目。大きな翼は王者の風格を備え、ワイバーンとは違い前足がきちんとあった。東洋の『龍りゆう』ではない。紛まぎれもない『竜ドラゴン』だ。

『……ふむ。懐かしい気を感じてみればやはり君たちか。こんなところで出会うとはね。いったいどういう状じよう況きようなんだ、これは？』

　青竜から落ち着きはらった声がした。なんとなくだが女性のイメージがする声だな。女教師とかキャリアウーマンとかその辺りの。

『久しぶりじゃ、蒼帝』

『蒼ちゃん、お久しぶり～』

『お元気そうで何よりです、蒼帝』

　珊瑚、黒曜、紅玉が挨拶をする中、琥珀だけ顔を背そむけて舌打ちしていた。おいおい、その態度はちょっとアレだと思うぞ？

『ふむ。挨拶もできない小物がいるようだが、まあ許そう。私は心が広いからな』

『ぬかせ！　この青トカゲが！　心が広いだと!?　陰いん湿しつな言葉を吐く根こん性じよう曲がりがよくも言えたものだ！』

『私が根性曲がりと？　なら君は根性が曲がりすぎて輪になってるんじゃないのかね？』

『なんだと!?』

「はいはい、そこまで」

　今にも飛びかからんばかりの琥珀の首根っこをつまみ上げて、青竜を見上げる。青竜は訝いぶかしげな目をこちらへ向けていたが、やがて口を開いた。

『察するに君が私を呼び出した者か。名前は？』

「望もち月づき冬夜。この国の国王をやっている」

『ほほう。炎えん帝ていはまだわかるとしても、どうやって白帝や玄げん帝たちの協力を仰あおいだか気になるところだが』

『協力も何も。彼かれはアタシたちのご主人様よぅ？』

『………………なに？』

　黒曜の声に青竜の動きが止まる。信じられないものを見るかのような目で僕を見ていた。

　不意に青竜からものすごい威い圧あつ感が発せられる。が、僕には大した影えい響きようはなかった。そういや初めて琥珀を呼び出したときもこんな感じだったなあ。やがて青竜は威圧感を放つのをやめ、小さく息を吐いた。

『……確かに妙みような気配を感じるが……君は何者だ？』

　そんな青竜の問いかけに答えたのは、僕ではなくつまみ上げられていた琥珀だった。

『疑問に思うならば自らで確かめてみたらどうだ、蒼帝。我が主はお前とも契けい約やくを結ぶつもりだからな。我らを従えたその力、試ためしたくはないか？』

『む……。君の口車に乗るのは癪しやくだが……確かに気になるな。よかろう。この者の実力を試してみようじゃないか』

　その瞬しゆん間かん、琥珀がニヤリと悪い顔になったのを僕は見み逃のがさなかった。なにを考えてるかだいたいわかるけど……。










　中庭では狭せますぎるので、西の平原にあらためてかなり大きな召喚陣を描き、再び青竜を呼び出した。

　その平原で僕と青竜は一対一で対たい峙じする。ここなら周りの迷めい惑わくにもならないだろう。観客は他ほかの神獣たちだけだしな。

「で、どうするの？　戦えばいいわけ？」

『ふむ。まあそうだね。君の実力がわかればいい。ああ、殺しはしないから安心したまえ』

　そのセリフを聞くや神獣たちがみんな、ぶっ、と噴ふき出した。なんか震ふるえてるな。笑ってる？

「まあいいか。じゃ、いくよ。準備はいい？」

『構わんよ。いつでも来たまえ』

「そんじゃ遠えん慮りよなく。【アクセルブースト】」

　一気に地面を蹴り、最高速のスピードで青竜へと迫る。飛ばれると厄介だからな。その前に終わらせよう。

『なッ……!?』

「【グラビティ】」

『ぐふうっ!?』

　青竜の体に触ふれ、加重魔法を発動する。瞬またたく間まに青い竜は地面へと縫ぬい付つけられ、その場に這はいつくばることになった。飛ばれる前に叩たたく。これ常識。

『ぐっ……！　な、なんだこの魔法は……！　こんな、こんな強力な魔法を使って、なんでそんな平然と……！』

『くはははは！　蒼帝よ、主の実力を見誤ったな！　召喚されたはずの我らがこうして普ふ通つうに顕けん現げんしていることに疑問を持たなかったのか？』

『！』

　青竜が驚おどろきに目を見開く。動けない青竜の周りを駆かけ回まわりながら琥珀が楽しそうに語りかけていた。はしゃぎすぎだろ、お前。

『そういえば……！　バカな……君たち全すべてを呼び出したまま、顕現させておくなど……！　どれだけの魔力を消費してるのだ!?』

『くっくっく。いいこと教えてやろう。我らを呼び出し、自由に存在させた上で、なお主の魔力は少しも減ってはおらん。それどころか他に何百体もの召しよう喚かん獣じゆうを使役してもなんともないのだ』

『バ、バカな……！』

『ふはははは！　ざまあないな！　思い知ったか！　これが我が主、望月冬夜様の実力だ！　殺さないから安心しろ？　どの口が言ったのやら！』

　確かにそうだけど。お前が言うなよ……。それ以上は小物臭しゆうがしてくるからやめた方がいいぞ。虎の威いを借る狐きつね、って言うか、お前が虎だろうが。

『嬉うれしそうねぇ、琥珀ちゃん』

『まあ、わからんでもないが……』

『ちょっとアレは引きますね……』

　ほらみろ。みんなも引いてるだろうが。

　そんなことはお構いなしに琥珀が煽あおるもんだから、青竜が無理矢理にでも立ち上がろうとその体に力を入れる。震える膝ひざと尻尾で体を支え、なんとか立ち上がった。お、やるね。

　しかし僕がさらに加重させると、青竜は再び地面へと這いつくばった。

『ぐ、ぐふうっ……！』

「そろそろ降参してほしいんだけど？」

『…………わ、わかり、ました。私の負けで、す。貴方あなたと契約、いたし、ましょう』

　その言葉を聞いてすぐに【グラビティ】を解除する。加重魔法が消え、青竜が静かに立ち上がった。

『…………そのお力を見み抜ぬくことができず、失礼をいたしました。望月冬夜様。なにとぞ私と主従の契約をし、どうか私に新たな名を授さずけて下さい』

「名前か。そうだな……。琥珀、珊瑚、黒曜、紅玉ときたから……ここはやっぱり『瑠る璃り』かな」

『「瑠璃」……でございますか？』

「そう。ラピスラズリとも言うけど。青い鉱石の名前でね、僕の国の言葉で『瑠璃』」

　紅玉がルビーだからこっちもサファイアにしようかと思ったけど、サファイアってたしか「青玉」あるいは「蒼玉」って言ったよな、確か。紅玉と被るし、瑠璃でいいだろ。

『わかりました。以後、私を「瑠璃」とお呼びください』

「ん。よろしく。あ、あと琥珀とあんまり喧嘩しないように。喧嘩両成敗だからね」

『なるべく我が慢まんいたしましょう』

『我慢するのはこっちだ！』

　さっそく琥珀が噛かみ付く。ああもうこいつらは。

　瑠璃は琥珀たちと同じように小さな子竜の姿へと変化した。その状態で睨にらみ合あっている二匹ひきを見てため息をつく。
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「なんだってこんなに仲が悪いんだか」

『女同士わだかまりがあるのよぅ。そこらへんはご主人様でも踏ふみ込むと火傷やけどするわよぅ』

「まったく……。召喚獣でも女は怖いな……」

　ケラケラと笑いながら返された黒曜の言葉に頷うなずいてから、ふと、あることに気付き、僕は動きを止めた。……今なんつった？

「……え？　あれ？　女同士？　ちょっと待って、君ら性別は？」

『全員メスよぅ』

『嘘うそをつくでない。貴様はオスだろうが』

　黒曜の発言に相方の珊瑚がツッコミを入れる。や、黒曜はなんとなくそういうキャラだってわかっていたのだが。オスって他にいない、の？

　……やべ。僕、琥珀っててっきりオスかと……。そういや声が少し高いなーとは……。

　とりあえず黙だまっておこう。ユミナたちは知っていたのだろうか。あとで聞いてみようっと……。トラじゃなくてライオンなら見分けがついたんだけどな……。
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『竜にも様々な種がいて一いち概がいには言えないのですが』

　そう前置きをして瑠璃は語り出した。そもそもあの『支配の響針』で竜が支配されていたとしたら、瑠璃としては何も出来ないとのこと。

　しかし上位竜の、いわゆる老竜エルダーと呼ばれる種になれば強い精神力を持っているため、おそらく支配されないだろうという話だった。

　竜は成長するというよりは進化して大人になっていく。幼竜インフアント、若竜ヤング、成竜アダルト、老竜エルダー、それ以上になると古竜エンシエントまでに至る。

　しかし老竜エルダーに至るのは上位竜と呼ばれる種のみで、下位竜、いわゆるワイバーンのような竜が進化することはない。

　知能も差が激しく、若竜（僕が倒たおした黒竜はこれに当たる）では人の言葉を理解はするが話すことはできない。『支配の響針』の影響を受けないのは老竜、古竜の類たぐいだけ。となると、かなりの数が危険なのか。

『そもそも竜はそれほど数がいないので心配することもないのでは？』

『竜は幼竜でも単体で強く、倒される危険が少ないのだよ。故ゆえに君たち弱い獣けもののように数多く子を生なす必要がないだけさ。それに数が少ないといってもそれなりの数はいる。放置しておくのは愚ぐの骨頂だと思うがね』

『なんだと!?』

　琥珀と瑠璃がまた言い争いを始めたのでうんざりしながらも考える。

　どうも気になるんだよな。あのワイバーンだが、操られてるという感じがあまりなかったというか。自分の意思で暴れていたような……。いや、下位竜なんてそれほど賢かしこくないから、本能のままに動いていただけなのかもしれないが。

「ともかくどうなっているか事情を聞きに行くか。ミスミドの聖域とやらに赤竜がいるらしいし」

　赤竜は老竜エルダーらしいから、『支配の響針』の影響は受けていないだろう。

　とりあえず瑠璃を連れてミスミドへ転移した。そのまま聖域と言われる場所へ向けて【フライ】で飛んでいく。

「確か中央部にある山さん岳がく地帯を中心に、そこから広がる森全体が聖域だったっけ？」

　だとしたらもうすでにその聖域とやらに入っているな。おっとさっそくお出迎えか。

　空中で停止する。向こうから一匹の巨大な赤い竜がこちらへやって来るのが見えた。あれは黒竜を倒したときに出会った赤竜だな。

　横にいた瑠璃が元の大きさに戻もどる。空中で赤と青の竜が対峙した。

『蒼帝様におかれましては、此こ度たびの顕現、おめでとうございます』

『呼び出された理由が君たち眷属の尻しり拭ぬぐいってのがアレだけどね。で、我々が来た理由はわかっているのかな？』

『は。一部の者がしでかした不始末、まことに申し訳なく』

　赤せき竜りゆうが眼めを閉じ、首こうべを垂れる。そのまま僕らは下に降り、その場で赤竜に話を聞くことにした。

　初めは若い竜たちの暴走にあった。ここらへんは僕らが倒した黒竜と同じである。竜とは押おし並なべて強く、そして賢い。ではあるが、それは時として傲ごう慢まんさとなって表面化する。自分たちが何よりも強く、進化の頂点であると。

　聖域に暮らしていても、何なん匹びきかの跳はねっ返かえりはいるようで、人里へ降り悪さをする。

　若さゆえの過あやまちと言うにはこちらへの被害が大きいが、どこの世界にも大人に逆らうはぐれ者がいるもんだ。

　今までもそういったことはあったし、今回のこともいわゆる反はん抗こう期きのひとつとして、さして問題にしてもいなかった。

　が、今回のきっかけは、なんと僕が倒したあの黒竜からだったらしい。

「え、なにそれ？」

『あの黒竜は若い竜の中でも下したっ端ぱではありましたが、それでも自分たちの仲間を殺されて黙っていられなかったのでしょう。すぐさま報復するべきだとの声が若い竜から上がりました』

「なに言ってんだ。最初に聖域から出てきて村を焼いたのはあっちなんだよ？」

『むろん、そんなことを言い出したのは若い竜の一部だけで、あとの者は人間たちと諍いさかいを起こすべきではないと諌いさめました。そのときは奴やつらも不承不承の態ていではありましたが、引き下がったのです』

　しかし、話はそれだけでは終わらなかった。ミスミドの聖域に住む竜とは別に、世界には幾つか竜たちの住む地域がある。

　そのうちのひとつがここより南西、大樹海を越えた先にあった。ちょうどサンドラ王国とライル王国の間の海にあるドラゴネス島と呼ばれる小さな島がそれだ。

　ある日、聖域へとドラゴネス島から使いの竜がやってきた。ドラゴネスの竜は『竜王』の配下となった。以後干かん渉しよう不要、と。

「『竜王』？　あれ、竜って瑠璃の支配下にあるんじゃないの？」

『普通の状態であれば。つまり普通の状態ではなかったってことですね。そもそも人間たちと、なるべく余計な争いをするべきではないと定めたのは私です。こうも露ろ骨こつに逆らわれたのは初めてですね』

『蒼帝様がお隠かくれになってすでに何千年も経たっておりますからな。若い竜はその存在さえも知らない者もおりますから』

　琥珀たち神獣と呼ばれる者は何十年、何百年に一度という単位でこの世に顕現する。今回、人間に召喚されたというのはあまり例をみない出来事らしいが。まあ、琥珀のときは偶ぐう然ぜんだが、それ以降はズルして呼び出していたわけだけれど。

　その中でも竜の神獣である瑠璃は、長いスパンで顕現してなかったようだ。まあ、竜って長生きだしね。

「で、その『竜王』ってのは何者なんだ？　『古竜エンシエント』の一匹とか？」

『いえ、竜人族の男だそうです。ドラゴネス島へやって来るや、その島の若い竜たちを支配して、島にいた「老竜エルダー」たちを集団で皆みな殺ごろしにしたとか。そして残る成竜たちをも力づくで従えたと聞きき及んでおります』

　竜人族か。間違いないな。その男が『支配の響針』を使って島の竜を支配した。支配下におけない『老竜エルダー』を同じ竜を使って殺したわけだ。

『竜王に限界を超こえた力と、掟おきてに縛しばられぬ自由を与えられると聞き、我が聖域に不満を持っていた若い竜たちはこぞって島へと赴おもむき、奴らが戻って来た時には我々では押さえられない力を得ておりました。今はまだこちらへ戻って来ている者は数すう匹ひきに過ぎませんが、やがてこのあたりでも暴れ始めるかもしれません』

　リフレットの町やサンドラ王国ですでに竜が暴れてるのだ。もうすでに若い竜たちの暴走は始まっているのだろう。人間たちの暮らす町で好き勝手に暴れ、戯たわむれに人々を殺そうとする、あの黒竜のようなやつらが。

『なんとも情けない話ですね。わずか数千年の間に、我が眷属がここまで馬ば鹿かになったとは』

『返す言葉もございません……』

「なるほどね……だいたいの話はわかった。元げん凶きようはその『竜王』とやらだが、竜たちは自ら望んで人間と喧嘩をし始めている。ってことは、そいつらを退治しても文句はないな？」

『……「誇ほこりを忘れた竜は蜥蜴にも劣おとる」。蒼帝様のお言葉でこざいますが、もはやあやつらは竜にあらず。いかようにご処分されてもその意に従いましょう』

『誇りと傲慢さは似て非なるもの。自らを誇るあまり、他人を見下したその瞬間からそれは傲慢さに変わる。私も最近痛い目にあったばかりです』

　瑠璃が僕を見てそう言った。竜に求めるのは無理な話かもしれないが、『実るほど頭こうべを垂れる稲いな穂ほかな』とはいかないみたいだな。

　しかし人間たちだって馬鹿じゃない。竜がいくら強くたって、集団で立ち向かえば人間だって竜に勝てる。フレイズと違い、竜には魔ま法ほうが効く。風属性の上級魔法使いがいれば、竜を地面に引きずり落とすことだってできる。

　それでも被害が大きいのは確かなのだが。前に確かミスミドのガルン隊長から聞いた話だと、一匹ぴき狩かるのに戦士百人は必要なんだっけか？

　魔法使いがいたり、熟練の戦士がいたりするとかで、結果はまた変わってくるだろうけど。王都や大都市なら問題ないが、小さな町ではあいにくとそんな数はいまい。

　運が良ければ凄すご腕うでの冒ぼう険けん者しやとかがいるかもしれないが、それでも難しいだろう。五人以内のパーティで竜を倒せば『竜殺しドラゴンスレイヤー』の称しよう号ごうを得られるくらいなのだから。よほど強い冒険者……五人とも赤ランクレベルじゃないと。

「さて、こうなるとあの『支配の響針』の、『使用者の精神に負担がかかる』ってのは怪あやしくなってきたな」

　どうも精神をつないで支配するというよりは、竜たちに好き勝手にさせているというような感じがする。

　この針を打ち込むことで竜としては限界を越こえた力を手にしているのだろうが、寿命が削られるって副作用は知っているのだろうか。

　何千年を生きる竜にとっては些さ細さいなことなのかもしれないけど。

「一番手っ取り早いのはその『竜王』とやらをなんとかすることかな。あれ？　でもそいつを倒しても暴れてる竜はどうしようもないのか？」

　竜王が死ねば竜たちも死ぬ、とかじゃないだろうし。逆に完全に支配から逃れるだけか。まあ、支配されていても同じことなんだろうけど。どっちにしろほっとくわけにもいくまい。

「とりあえず竜の動向を見てみるか」

　マップを呼び出し竜を検けん索さくしてみる。けっこういるなあ！

　そりゃそうか。いくら少ないと言ってもそれなりの数はいるよな。これじゃわけがわからん。もちっと絞しぼろう。えーっと『支配の響針』を撃うち込まれている竜……と。

『支配の響針』はマチ針みたいな形をしている。針の頭が外部に剥むき出しになっていて、外見的に見み極きわめられるからたぶん検索できるだろ。

　思った通り検索できたが、それでもけっこういるな……。世界中に分散してみんな好き勝手にやっている感じだ。やはりドラゴネス島には多くの支配された竜がいるな。ん？

「これは……!?」

　ドラゴネス島から飛び立ったと思われる、かなりの数の一団がまっすぐ向かっている先。そこにあったのは……。

「こいつらブリュンヒルドをめざしているのか!?」

　どういうことだ？　まさか黒竜の敵かたき討うちとか？　だけどなんで僕のことを知っているのだろうか。

『竜王』とやらが教えたのか？　ミスミドで黒竜を倒した『竜殺し』。調べようとすればすぐわかるだろう。だとしたらこの集団の目的は……。

「瑠璃。みんなが危ない。一いつ旦たん戻もどるぞ」

『仰おおせのままに』

　竜が逆さか恨うらみか？　上等だ。竜だろうがなんだろうが僕ぼくの国に手を出してタダで済むと思うなよ。

　その思い上がり共々、ぶっ潰つぶしてやる。







◇　◇　◇







「というわけでまもなく竜の大群がこちらへやってきます。面めん倒どうなんでサクッと殺やってしまいましょう」

「馬ば場ば殿どの……俺おれ、なにから突っ込めばいいかわからねぇよ」

「安心しろ山やま県がた。儂わしもわからん」

　会議の席で山県のおっさんと馬場の爺じいさんが呆あきれたような目を向けてくる。

【ゲート】を使ってブリュンヒルドへと先回りした僕らは、すぐさま騎き士し団だんの幹部連中を集め、話を切り出した。突とつ然ぜんのことにみんな目を点にしていたが、やがて副団長のニコラさんが、はっ、と我に返り、椅い子すから慌あわてて立ち上がった。

「ちょ、ちょっと待って下さい、陛下。竜って、あの空飛んで口から火を吐はく、あの竜ですか？」

「うん、その竜。どうやら一部の馬鹿が調子に乗って、僕らの国を滅ぼそうとこっちに向かって来てるらしい」

「あの……大群って、何匹くらいなんです……？」

「通常の竜が二十くらい？　あとはワイバーンみたいな翼よく竜りゆうが百くらいか。こないだのフレイズに比べたら大した数じゃないだろ？」

「「いやいやいや」」

　おずおずと手を上げて、質問してきた団長のレインさんに答えると、ニコラさんと二人して目の前で手を振ふって否定してくる。

「これってあれよね？　陛下がサクッと殺っちゃうってことよね？」

　若じやつ干かん引ひき攣つった顔でノルンさんが口を開く。頭上にある狼の耳がぷるぷると震えていた。

「初めはそう思ってたんだけど、ついでなんでこれを利用しようかと思ってさ」

「利用？」

「そう。騎士団の集団行動訓練をしようと思って。竜相手なら充じゆう分ぶんでしょ？」

「ええっ!?」

　レインさんが驚きの声を上げる。正直、うちの騎士団はかなり強いと思うんだけど、魔ま獣じゆうも少なく、友好国であるベルファストとレグルスに囲まれている立地上、ほとんど戦せん闘とうの機会がない。そんなわけで、ここらへんで少し経験値を、という思おも惑わくもあった。

「うちの騎士団は諜ちよう報ほう部隊を合わせても百人いかないんですよ!?　一人一匹以上倒すなんて無理です！　それに空を飛んでる相手とどうやって戦うんですか!?」

「飛んでるのは僕が落とす。あとはブレスに気をつけてみんなでね。騎士団の盾たてには耐たい熱ねつ障しよう壁へきついてるんだから、なんとかなるでしょう」

「なんとか、って……」

　一応、安全策はいくつも取ってある。瑠璃や琥珀たちも投入するし、僕らもサポートに回るつもりだ。正直、そう簡単にはやられないと思う。

　それにこれはチャンスだと思う。僕らはできたばっかりの国だけど、そこの騎士団が百匹以上もの竜を撃げき退たいしたと知しれ渡わたれば、今後ユーロンみたいな馬鹿な国が、おいそれと手を出してこなくなるかもしれない。

「ま、まあ、フレームギアがあれば竜ぐらい倒せますよね。なら……」

「フレームギアは出しません」

「ええ!?」

　今回に関しては、思い上がった竜へ人間の底力を見せるという面もある。奴らが下等な生物と見下している人間の力を思い知らせてやるのだ。あいつらの目的は完全な逆恨みだからな。

　それにフレームギアならあっさりと勝てるだろうが、それでは生身での集団戦の訓練にならないし。フレームギアがあれば無敵だ！　とか、機体の力を自分の力と勘かん違ちがいされても困るしな。

「それと、これが一番大事なことなんだけど……」

「？」

「竜の素材はお金になります」

「…………」

　そうなのだ。竜は皮から骨からかなりの高額で取引される。一体でもひと財産なのに、それが百体以上。大おお儲もうけのチャンスですよ。

「お金があればいろいろと助かります」

「…………」

「みんなに賞与ボーナスも出せます」

「やるか！」

「「「おおっ！」」」

　チョロい。










『見えました。あと三分ほどでここに来るかと』

　瑠璃に言われて【ロングセンス】で視界を伸のばすと、確かに竜の群れがこちらへ向かっているのが見えた。僕らはブリュンヒルドの城下町から南にある平原で、襲おそい来る竜たちを待っている。ここなら町へ被ひ害がいが出ることもないだろう。

「なんかギャアギャア言ってるなあ」

『「皆殺しだ！」とか「焼き尽つくせ！」とか言ってますね。あとは「ギャハハハハ」とか下品な笑い声が。我が眷属とはとても思えぬ落おちぶれようです。それともあの魔道具になにか狂きよう気きをもたらす効果があるのか……』

　あいにくと竜語はわからないので瑠璃が翻ほん訳やくしてくれた。よく聞こえたな。しかし、そんなこと言ってんのか。どうやら遠慮する必要はなさそうだな。

　それじゃあ問答無用で地べたを這いつくばってもらうか。

　先手必勝、敵と定めたら、やられる前にやる。じいちゃんがいつも言ってた。

「【嵐あらしよ切きり裂さけ、億万の風ふう刃じん、テンペストエッジ】」

『図書館』で得た風属性の古代魔法をドラゴンたちに向けて発動する。

　突とつ如じよとして巻き起こった嵐に、全ての竜が巻き込まれ、風の刃やいばにその翼つばさをズタズタに引ひき裂かれた。

「ギャオァアアアアァァ!!」

「グギャオオオォォォォ!?」

　様々な悲鳴を上げて竜が次々と落ちていく。本気を出だせばもっとダメージを与あたえることもできるのだが、翼を引き裂き、飛行能力を奪うばう程度にとどめておく。

　全ての竜を地面に叩き落とすと、巨鳥の姿に戻った紅玉が巨大な火か焔えん弾だんの雨を空中から竜たちに浴びせかける。

「ブリュンヒルド騎士団、全員突とつ撃げきぃ――――――――――――――ッ!!」

『おおおおおお――――――――――――――ッ!!』

　その隙すきを突つき、団長のレインさんの号令で、水すい晶しようの剣けんと盾を構えた我らが騎士団が、一いつ斉せいに竜へ向けて突撃していく。

　それに対し地面に倒れたままの竜たちが、首をそちらに向けて火か炎えんのブレスを吐き出す。しかし、突如現れた水のカーテンに阻はばまれて、その威い力りよくは半減してしまった。

『残念でしたぁ。そう簡単にはさせないわよぉ』

『我らはもともと守りの方が得意じゃからな』

　ブレス対策は珊瑚と黒曜に任せてある。元の大おお亀がめと大だい蛇じやに戻ったその亀の甲こう羅らの上に乗り、僕が竜たちの方へ目をやると騎士団のみんなが斬きりかかったところだった。

　それに負けじと大虎へと変化した琥珀が飛竜へと駆け出し、咆ほう哮こうによる衝しよう撃げき波はを放つ。それをくらった飛竜は後方へと勢い良く吹ふっ飛とばされる。

『では私も参ります。琥珀あやつばかりに任せてはおけませんからね』

「あくまでみんなのサポートで頼たのむね」

『心得ております』

　翼を広げた瑠璃が天に向かって咆哮し、それを聞いた竜たちの動きがビクッと一いつ瞬しゆん固まる。なんか叫さけんだみたいだな。竜語はわからないんだけど。

　さすがに翻ほん訳やく魔ま法ほう【トランスレーション】でも動物たちの言葉まではなあ。そこまでいくと【テレパシー】とかになるような。そんな魔法……探せばありそうだが。

　瑠璃が飛び立ち、奥おくにいた竜たちへ向けて火焔弾を放つ。それだけで何匹かの竜が吹き飛んだ。

　うーむ、そいつらはお金になるんだから、あんまり吹き飛ばしたりして欲ほしくないんだけどな。

　瑠璃ももうあいつらを仲間とは見てないらしく、倒した竜を売ることには反対しなかった。ずいぶんとドライなんだなとも思ったが、弱肉強食の自然界ではおかしくはないことなのかもしれない。

「私たちも支し援えん魔法を」

「そうですね」

　後ろに控ひかえたリンゼとユミナが広域支援魔法を唱え始める。これも『図書館』で見つけた古代魔法のひとつだ。

「【炎ほのおよ退け、防ぼう炎えんの障しよう壁へき、ファイアレジスト】」

「【風よ与えよ、祝福の追おい風かぜ、テールウインド】」

　騎士団のみんなが赤と緑、二つの燐りん光こうに包まれる。炎の耐たい性せいを与える補助魔法と、素早さを上げる補助魔法だ。

「大盾隊前へ！　突撃隊、その後に続けえッ!!」

『おおっ!!』

　防ぼう御ぎよ障壁を展開しながら、盾を構えた十人が横一列に並び、竜のブレスを受け止める。そしてその盾と盾の間から長い水すい晶しよう槍やりを構えた騎き士したちが一いつ緒しよになって竜へと突っ込み、その体を容易たやすく貫つらぬく。

「ガアァアアアアァァ!?」

　鋼よりも硬かたいはずの自らの鱗うろこを難なく貫いた槍。竜はそれに驚き戸と惑まどっていたようだが、それが命取とりになる。

「はああああああッ!!」

　兎うさぎ獣じゆう人じんの跳ちよう躍やく力りよくを活いかし、盾隊の頭上からレインさんが竜へと飛び込んだ。空中で抜ぬき放った晶しよう剣けんを竜の脳天へと深々と突き刺さし、剣をそのままにすぐさまそこから離り脱だつする。

　二、三度大きく痙けい攣れんしたかと思うと、そのまま竜は静かに倒れた。刺さったままの剣を抜き取り、レインさんは新たな号令をかける。

「よし！　次に行くぞ！」

『おう！』

　なかなかやるな、うちの騎士団も。装備や支援魔法のおかげってのもあるけど、それでも十人足らずで竜を倒せたら御おんの字じじゃないかな。しかも『支配の響きよう針しん』で上位竜並みに強くなっている竜を相手にだ。伊達だてに毎日、剣の神様にボコボコにされているわけじゃないか。

「冬夜君、やはり私も行ったらダメかな？」

「だから諸もろ刃は姉さんが行ったら、訓練にならないでしょうがー」

　戦いたくてウズウズしているその剣神様がすぐ横にいる。そもそも戦うったって、竜相手じゃ晶剣やよほどの業わざ物ものじゃないとすぐ刃こぼれしちゃうだろうに。まあ、剣神たる諸刃姉さんならなまくらを渡してもそれなりに戦ってしまうだろうけど。

「しかしだね、万が一ということもある。そんな状じよう況きように対応できるように、私はあそこにいた方がいいと思うんだ」

「む……う。基本はみんなのサポートですからね？　無む双そうしちゃダメですよ？」

「わかっている、わかっているよ。ほら、だからなんか剣を！」

【ストレージ】から水晶の大剣を取り出して諸刃姉さんに渡す。

　次の瞬間、嬉き々きとして竜たちの下へ走り出し、その刃を振るい、出会う竜の足首を次々と斬り落としていった。無双するなって言ったのに……。まあ、これでこちらの負けはないだろう。ある意味ウチの最終兵器リーサルウエポンを投入したわけだし。

「あたしたちは行っちゃダメなの？」

「君らまで行ったら本当に騎士団の出番がなくなりそうだからダメ」

　エルゼ、八重、ルー、ヒルダがぷうっとふくれる。そんな顔してもダメです。サポートは諸刃姉さんだけでもう充分過ぎます。

　こうも数が多いと混戦になりがちだが、うまいこと紅玉が牽けん制せいして、珊瑚と黒曜が防ぎ、琥珀と瑠璃はみんなが戦いやすい状態へと導いてくれている。

　僕は僕で傷つき倒れた者の怪我けがをある程度まで回復魔法でフォローしていた。ブレスは珊瑚たちが抑おさえてくれているので、よほど深入りし、大きな一いち撃げきを食くらわない限りは即そく死しするということはないだろう。

「お？」

　飛竜の一匹が傷ついた翼でなんとか飛び立とうとしている。が、十メートルほど浮うかんだところで、紅玉の火焔弾に叩き落とされた。ナイス。

「うらあああぁぁぁ!!」

　そこへ雄お叫たけびを上げた馬場の爺さんが持つ水晶の大槍が、飛竜の側頭部に突き刺さった。その一撃で完全に飛竜は絶命する。

　歳としも歳だし、後方支し援えんに回って欲しかったんだがなあ。言うことを聞きゃしない。その横では別の飛竜相手に大剣を振り回し、竜の足を斬り落としている山県のおっさんがいた。

「オラオラオラ！　かかってこいよ、トカゲども！」

　久々の戦いだからかテンションが上がってるなぁ。

　馬場の爺さんと山県のおっさんはフレームギアに乗りたがらない。なんでも戦ってる気がしないとのことだが、生身の身体からだで行う、命のせめぎ合いという境地を楽しんでいるように思える。安全が一番だと思うんだけどなあ。いくさ人の気持ちはわからん。

「ふっ！」

「やあっ！」

　ニコラさんの槍斧ハルバードが唸うなり、ノルンさんの双そう剣けんが乱らん舞ぶする。今回は団長のレインさん共々、召喚獣の騎き乗じようはやめてもらった。

　戦場に立ち、その状態から戦せん況きようを見極めて欲しかったからってのもあるが、グリフォンやペガサスに乗ったままでは、ブレスを盾で防ぼう御ぎよしにくいってのもある。乗ってる本人はいいが、召喚獣たちは無防備だからな。

　なんだかんだ言っているうちに、ほとんどの竜は倒れ、動かなくなってきている。

　残りの竜もなにやらギャアギャア言っているようだが、相変わらず何を言っているのかわからん。足あし下もとの珊瑚に巻きつく黒曜に尋たずねてみる。

「なんて言ってるんだ？　あれ？」

『んー、罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐ね。「下等生物が！」とか「群れなければ勝てぬ弱者め！」とか。どの口が言ってるのやら』

　まったくだな。先に群れて襲ってきたのはそっちだろうに。

　喚わめき散らしているその竜へ、瑠璃が最大級の火炎ブレスを浴びせ、黒くろ焦こげにする。あああ、だから売れなくなるってのに。

『瑠璃ちゃんもかなり怒おこってるみたいねぇ。そりゃあ、あんなのが自分の眷けん属ぞくなんて泣きたくもなるわ』

　半面、琥珀は淡たん々たんと騎士団に襲いかかる竜を衝撃波で吹き飛ばし、その爪つめで目を切り裂きながら、一匹も仕留めることなく戦闘不能にしていく。まるで自分が相手にする価値もないと言うように。

『そろそろ終わりそうねぇ』

「こいつら本当に上位竜ほどの力を持ってたのか？　弱過ぎない？」

『一匹一匹はそれに近い力を持ってたのかもねぇ。でも集団での戦い方がまるでダメ。各おの々おの勝手に暴れてるだけでまったく連れん携けいが取れて無いんだもの。仲間の邪じや魔ままでしてるし。頭の悪さまでは引き上げられなかったようね。歳上の「老竜エルダードラゴン」が一匹いたら、また違ちがっていたかもだけど』

　そもそも竜は群れで狩かりをするということはしない。それが顕けん著ちよに表れたってことかな。

　黒曜の言うとおり、すでに勝敗は決した。かろうじて息のある竜も、次々と騎士団たちによって屠ほふられていく。

　やがて全すべての竜が動きを止めた。こちらの被害は軽傷者が何人か。圧勝である。

「勝かち鬨どきをあげろ――――――――――ッ!!」

「「「おおおおおお―――――――――――ッ!!」」」

　いくつもの竜の屍しかばねが晒さらされた平原に勝利の雄叫びが響ひびき渡る。勝ったな。ちょっと拍ひよう子し抜ぬけだが。

　ふと気がつくと背後の方にはたくさんの見物人がいた。まあ、あれだけ騒さわいでいれば目立つか。町からだいぶ見物人がやって来ていたようだ。ここから見るかぎり、冒険者が多い気がする。

「へ、陛下っ！　これは一体……！」

　何人かのギルド職員を引き連れて、ギルドマスターのレリシャさんが見物人の中から現れた。一瞬、巨きよ大だいになった珊瑚と黒曜に怯ひるんだ様子を見せたが、僕の召しよう喚かん獣じゆうだと悟さとって気にせずに駆かけ寄よってくる。

「ドラゴンの集団がこちらへ向かっているとの情報を得たので、お伝えしようと城へ行ってみたら、陛下はいないし騎士団もいないし……！」

「ああ、それはすみません。入いれ違いでしたね。でも片付いたんで」

「の、ようですね……」

　レリシャさんは呆れたような表情で、横たわる竜の屍を見回す。そうか、冒険者たちにも手伝ってもらったらよかったかなあ。まあ、彼かれらにはうちの騎士団の武勇伝をせいぜい伝えてもらうことにしよう。

「で、ですね。これギルドで買い取ってもらえますか？」

「これっ……全部をですか!?　いや、買い取るのは問題ないんですけど、今すぐ全部の代金は払はらえないのですが……十匹ぴき程度なら今すぐ払えますが……」

「じゃあ残りは僕が保管しておきます。残りはお金が用意できたときってことで」

【ストレージ】に入れておけば腐くさらないし大だい丈じよう夫ぶだろ。あとは何匹かの肉を焼いて、町で配るか。竜の肉は美味だっていうしな。お裾すそ分わけしてあげよう。

　勝利に沸わいている騎士団のみんなにスマホの空中投とう影えいで話しかける。

『騎士団のみなさんお疲つかれ様さまでしたー。あとで竜肉を焼きますので腹いっぱい食べて疲れを癒いやしてくださいねー。もちろん賞与ボーナスもちゃんと出しますよー』

「うおおおおお！　やったー！」

「肉！　肉！」

「腹減ったー！」

「これで酒代が返せる……」

「ブリュンヒルドばんざーい！」

　様々な叫びが戦場にこだまする。喜んでもらえてなによりだ。

『で、明日はフレームギアでドラゴネス島の竜の巣を殲せん滅めつしに行くので、よろしくお願いしますねー』

「「「「「えっ!?」」」」」

　驚おどろいた声と見開かれた目が一斉に僕に向けられた。







◇　◇　◇







　ドラゴネス島。

　大きさはブリュンヒルドよりも少し小さめ。中央にドラゴネス火山があり、絶えず噴ふん煙えんをあげている。島は荒あれ地ちが多く、とても人が住める場所ではない。

　ここに住む竜りゆうたちは、主に島周辺の海にいる、大型魚や魔ま怪かい魚ぎよなどを食べていたらしい。ときたま島の外へ出て、近くの国の人のいない森などで魔獣を狩ったりもしていたという。つまり、人との距きよ離りをある程度はとっていた。

　しかし最近は人里の家か畜ちくを襲ったり、港に向かう漁船を狙ねらったり、好き放題に暴れているという。

　島にいた『老竜エルダードラゴン』が一匹残らずいなくなり、統制が取れなくなっているのだろう。

　そんな島の砂すな浜はまに僕と瑠璃は来ていた。島に着くと、横にいた瑠璃が島全体に聞こえるような大声で咆哮する。ちょ、耳がキーンとするだろ！

　するとすぐさまギャアギャアと鳴き声が聞こえてきて、島のいたるところから竜がその姿を現す。飛竜に、海竜、地竜と言った下位竜の亜あ種しゆに加え、若い上位竜の群れがこちらへと向かってくる。

『囲まれましたね』

「ちなみに今、なんて言ったの？」

『誇りを忘れた愚ぐ竜りゆう共よ、粛しゆく清せいの時は来た。死ぬ覚かく悟ごはよいか、と』

　まあ、間ま違ちがいではない。道を外れた竜共を叩たたきのめすために来たのだから。……にしても。

「ギャアギャアギャアギャア、うるさいなあ！」

　竜語がわからない僕にとっては騒そう音おん以外のなにものでもない。なんか文句的なことを言ってるのは確かだけどな。

「これはこれは。いったいどこの竜使いがやって来たのかな」

　砂浜に並んだ地竜の群れを掻かき分わけて、一人の竜人族がこちらにやってくる。

　竜人族には背の高いやつが多いが、この男もその例にもれず、かなりの高身長だ。二メートル近くある。がっしりとした体形で、煌きらびやかな鎧よろいとマントで着き飾かざっている。赤い髪かみに金色の目。竜人族特有の太い尻尾しつぽと角が見えた。

「察するにあんたが『竜王』とやらか」

「ほう？　早くも我わが名が広まっているとは喜ばしい限り。それで君は何者かな？」

「ブリュンヒルドっていう小さい国の王様さ」

　ピクッと男の眉まゆが動いた。どうやら僕を知っているようだな。

「……ほう。このようなところで出会えるとは。先日は我が配下の者が大変お世話なったようで」

「お世話っていうか相手にもならなかったけどな。ああ、あんたが使ってる『支配の響針』って、不良品らしいぞ。そんなガラクタ早く捨てた方がいいと思うけど？」

「なっ……！」

　竜を操あやつるタネを明かされて、男が狼ろう狽ばいする。五千年以上前の魔道具アーテイフアクトを知ってるとは思わなかったんだろう。

「で、一応聞くけど、あんたが竜を操っている黒幕で間違いないな？」

「操っているとは心外だな。私は解放してやっただけさ！　古き竜の掟に縛られていた彼らをね！　竜とは何よりも強く、何よりも気高く、何よりも賢かしこい生物なのだよ。その竜が、なぜ人間なんかに遠えん慮りよしなければならない!?」

「賢い、ねぇ。ここにいる竜はうちの瑠璃以外、全員馬鹿だと思うがな」

『同感です』

　傍かたわらの瑠璃が同意する。賢いやつならとっくに逃にげ出していると思うんだけどな。

　結局こいつはアレか、竜至上主義者ってやつか。竜人族は誇り高たかく、その人生の大半を自らの修しゆ行ぎように費やすという。己おのれの道を求める求きゆう道どう者しや。

　しかし一歩間違うと、その誇りも驕おごりとなり、道を誤ってしまうんだな。そこらへんは本当に竜とそっくりだ。

「その『人間なんか』にあんたのところの竜は負けたわけだが……」

「うるさい！　一対一なら戦闘能力で竜が負けるわけがない！　繁はん殖しよく力りよくしか能がない人間風ふ情ぜいが偉えらそうに語るな！」

「その理り屈くつでいくと個々の強さが竜の特性なら、繁殖力が人間の特性で強さなんだよ。それにこの程度の竜なら僕一人で倒たおせるぞ」

　正確には僕は半神化してるらしいので、厳密に人間なのか怪しいところなのだが。まあ、八重やエルゼたちでも多分倒せるだろうから、まるっきり嘘うそというわけでもない。

「それでこの島へ乗り込んできたわけか。大した自信だが、これだけの竜相手にどうにかできると信じているなら頭がおかしいと言わざるを得んな。これだけの竜の力をもってすれば、世界をこの手にするのも難しくはないのだぞ？」

　明らかに怪しい汗あせをかきながら、竜王はそんなセリフを吐く。そうかあ？　ここにいる竜だけでもざっと千匹以上はいるみたいだけど、それで世界を征せい服ふくできるかねぇ。眉まゆ唾つばだな。

「どうだ？　私の味方になるなら世界の半分をお前にやろうじゃないか。だから、」

「プ――――――――ッ！」

「なにがおかしい!!」

　いや、笑うでしょ！　『竜王』ときてそのセリフは笑うでしょ！　まさかリアルで言われるとは思わなかったな。自分は勇者でもなんでもないけど。もちろん答えはノーだ。

「あのさ、『烏う合ごうの衆』って言葉知ってる？　役立たずの集まりって意味だけど。これだけの竜が統とう率そつされてりゃまだしも、単に力を引き出しただけの野放し状態、これのどこに怖こわがる必要が？　『竜を操ることはできるが、それをせず自由にさせている』とかいう態度をとっているみたいだけど、実際は一匹二匹なら操れるけど、それ以上になると頭痛とか身体の不調が出たんだろ？」

「うぐっ！」

　図星らしい。シェスカたちが言ってた『支配の響針』が不良品だというのは本当のようだ。大物ぶるのも大変だねえ。

「ふ、ふふふ。操る必要などないだろう。あんたはこれら竜の仇かたき、『竜殺し』。ここにいる全ての竜があんたを殺そうとしているんだ。私が一言命令すれば――――――え？」

　次の瞬しゆん間かん、目の前の男の上半身が消えた。いや、消えたというか、後ろに控えていた黒竜に食いちぎられた。

　うおあ。血だらけになった下半身がばったりと倒れる。グロいわあ……。うわ、なんか出てる、なんか出てる！

　下位竜や若い上位竜は、人間の言葉を話せないが理解はできる。

　傲ごう慢まんさを増した竜たちにとって、力を得るためとはいえ、亜あ人じんの配下に下るのは本当は嫌いやだったのだろう。操られる危険があったため、今までは我が慢まんしていたのだろうが、それが杞き憂ゆうに過ぎないとわかれば遠慮することはないってわけだ。

　今の僕との会話からそれを判断したこの黒竜が、さっそく牙きばを剥いたということか。

「自じ業ごう自じ得とくだけど……これでもう問題は解決したってことにはならないんだろうな」

『「血祭りにあげろ！」とか「人間風情が！」とか、相変わらずの罵詈雑言です』

「ああもう面倒くさい。まとめて片付けよう」

　指をパチンと鳴らし、【ゲート】を開く。ズシンズシンと、砂浜に次々とフレームギアが転移されてきた。

　竜たちが突如現れた巨きよ人じんたちに焦あせりの色を滲にじませる。呼び出した数は計五十機。数で言えば二十分の一だけど、これでも多いかもしれない。

『全員に通達。遠慮は無用。勝ったら今晩も竜肉でバーベキューだ』

『おおっ！』

　レシーバーを通してオープン回線でみんなに伝える。以前と違って今回は少し楽だろう。相手はフレイズほど硬くもなく、魔ま法ほうも通じる相手なのだから。

　問題はやり過ぎないかというところだが。ミンチ状態になった竜はさすがに売れないんじゃないかと、余計な心配をしてしまう。

　ま、そんなことを考えても始まらない。近きん隣りんの村や町の安全のため、他ほかの竜たちの誇ほこりある尊厳を守るため、そして我が国くにの懐ふところを温かくするため、遠慮はしない。すでに被ひ害がい者しやはかなりの数にのぼっている。ここでこいつらを止める。

「ブリュンヒルド騎士団、突撃」

『おおおおおお――――――――ッ!!』

　僕の言葉に従い、怒ど号ごうと共に重騎士シユバリエたちが竜へ向かって突っ込んでいく。竜たちから火焔弾や炎のブレスが飛んでくるが、手にした大盾でそれを防ぎ、近接した竜の首を力任せに一刀両断した。

　相手の強さを目にした他の竜たちが一斉に飛び立つ。しかし、そこへ風の魔法が一体の重騎士から放たれ、竜たつ巻まきに巻き込まれた数すう匹ひきがコントロールを失って落下していった。

　フレームギアに使われているエーテルリキッドは魔力を増ぞう幅ふくし、機体の隅すみ々ずみまで運ぶ役割を持っている。回復魔法のような他者に干かん渉しようする魔法や、召しよう喚かん魔法などは無理だが、それ以外の魔法ならあらかた使用できるのだ。エーテルリキッド自体に魔石と同じような効果があるわけで。

　落とされた竜たちを重騎士たちが次々と狩っていく。あー、剣で首を刎はね飛ばしたり、槍で心臓をひと突きなんてのはいいんだが、メイスやウォーハンマーで頭を叩き潰すのはいただけない。安く買かい叩かれる。あっ、角は一番高く売れるから踏ふんじゃダメだぞ！

　次々とやられていく仲間たちに、竜王（結局、本名はわからなかったな）を食いちぎった黒竜が周りをキョロキョロと落ち着きなく窺うかがっている。それを見て瑠璃が一歩前へ出た。

「瑠璃？」

『主あるじ。この者の処しよ罰ばつは私に。大した覚悟もなく、竜としての誇りを汚けがしたこやつに真の竜の強さを思い知らせてやります』

「んー……。まあいいか。気持ちはわかるし」

『感謝します』

　そう言って瑠璃は大きく息を吸うと、またしてもガラスが割れそうなほどの咆哮を黒竜へ向けて叩きつけた。ちょ、だから耳がキーンってね！

　それに対し黒竜も咆哮するが、瑠璃のと比べると迫はく力りよくもない、なんとも情けない声だった。

　自分でもそれがわかったのか、一瞬たじろぐような素そ振ぶりを見せたあと、瑠璃へと向けて口から火焔弾を放ってきた。しかし、瑠璃はそれを避よけず、真っ正面から受け止める。

　ちょっとびっくりしたが、火焔弾がその青き鱗を傷つけることはなく、瑠璃は平然とそこに鎮ちん座ざしていた。

　今度は目に見えて周しゆう章しよう狼ろう狽ばいした黒竜が一歩下がる。逆に一気に飛び出した瑠璃が黒竜の喉のど笛ぶえに食らい付つき、ベキベキという嫌な音と断だん末まつ魔まの叫びが砂浜に響き渡った。うあああ。これもきっついなあ……。

　砂浜に黒竜の亡なき骸がらが崩くずれ落ちる。それを見届けると瑠璃は再び島に響き渡る咆哮を上げた。

　するとそばにいた何なん匹びきかの竜が怯おびえるように地面へと這はいつくばり、動きを止めた。やがてレシーバーから通信が入ってくる。

『……陛下。何匹かの竜が地面に伏ふせ、抵てい抗こうをやめましたが、これは……』

「瑠璃。これは降こう伏ふくするってことなのか？」

『はい。最後にもう一度だけ降伏勧かん告こくをしました。従うものは抵抗をやめろ。でなければ「蒼そう帝てい」の名において一匹残らず塵ちりに変える、と』

　塵にされてたまるか。大事な資金源だぞ。

　まあ冗じよう談だんはさて置き、少しは『蒼帝』の名を知っている者もいたってことか。それでもまだ抵抗を続ける馬ば鹿かなやつも多いようだが。

「無む抵てい抗こうの竜には手を出すな。向かってくるやつは倒していい。降参したフリということもあり得るから油断はしないように」

『了りよう解かい』

　やがて千匹いた竜のうち、五百以上の竜が倒され、残りは降伏し、頭から『支配の響針』を抜かれた。このアーティファクト、数だけはかなりの数あったんだな。ひょっとして廃はい棄き処分にするために集めていた場所が、なにかの事情で封ふう鎖さされ、幾いく星せい霜そうの時を経へて発はつ掘くつされた……とか？

　そこらへんを詳くわしく知りたいと思ったが、唯ゆい一いつ真実を知る奴やつが下半身だけじゃな……。一応、遺体（下半身だけだが）は海岸に埋うめてやった。それとその横に黒竜も埋めた。情けとかそんなんじゃないんです。単にこいつの胃い袋ぶくろに上半身が入ってると思ったら、持ち帰りたくないと思ったんです。

　道具の使い方を間違えると身を滅ほろぼすってのが、良くわかる出来事だったな。僕ぼくも気をつけようっと。

　そこ、すでに手て遅おくれとか言わないよーに。







第三章　陰謀の迷宮







「ではこれが残りの竜の素材買い取り料になります」

　レリシャさんが差し出したずっしりとした袋ふくろを開けて、中身を確かめる。百枚の王金貨が入った袋がざっと十二ほど。千二百枚の王金貨だ。元いた世界の通貨とは比べようがないんだが、今までの経験からだいたい王金貨一枚一千万円くらいだと判断すると、百二十億円。ウッハウハだ。

　ちなみに王金貨なんて、国や大商人などの取り引き以外、使用されることなんてあまりない。こんなもの落としたら大変だからな。

　しかもこれはブリュンヒルドを襲った竜だけの分だ。ドラゴネス島で倒した竜、五五〇匹分はまだ【ストレージ】で眠ねむっている。

　全部売ってもよかったのだが、あまり放出するといろいろと不都合があるらしいのでやめておいた。価値が下がるしね。

　この素材でギルドもいろいろと儲もうけを出すのだろう。ギルドでも一気に世間に回すようなことはしないようなので、こちらも小出しに売るとしよう。

「世間ではかなりの噂うわさになってますよ。ブリュンヒルド騎き士し団だんが竜の大群を相手に圧勝したって」

「聞いただけじゃあんまり信じないんじゃないですかね？」

「そうですね。現場にいた私でも信じられないくらいでしたから。しかし、間違いなく強いということは伝わっていますよ。この国に変な干渉をしてくる国は減ると思います」

　まあ、それならありがたい。ユーロンみたいなのをまた相手にするのはウンザリだからな。

　未いまだに一部のユーロン人にはあの大だい侵しん攻こうをブリュンヒルドの陰謀だと吹ふい聴ちようしている輩やからがいるそうだ。『ブリュンヒルドは罪を認め償つぐなうべきだ』と叫び、賠ばい償しよう金きんを要求してきているらしい。むろん払う気は無いが。

　新天てん帝ていを暗殺したのも僕ってことになってるしな。あれから『実は私は天帝の隠かくし子ごだ』と天帝の子を名乗る奴が次々と出てきて、ユーロンは無政府状態だ。なかなかの廃すたれっぷりで、まともに国として機能していないらしい。

　こういう場合、他国が助けてくれたりもするんだが、ユーロンの今までの行いや口ばっかりの嘘つき外交のせいで、どこも相手にしてくれないという。まあ、身から出た錆さびだ。知ったことじゃない。

【ストレージ】にお金を入れて、ギルドをあとにする。これでみんなにもボーナスが出せるなあ。一人どれくらい出そうかな？　ここは太っ腹でドーンといくかー？

　そんなことを考えながらダンジョン転移門の前まで来ると、相変わらず露ろ店てんを出している椿つばきさん配下の透すつ破ぱさんに声をかける。

「やあ」

「お。お客さん、今日は掘ほり出し物ものがありますよ」

　おや？　なんかあったのだろうか。しゃがみ込み、置いてある商品を手に取りながら話を聞く。

「何人か、死人が出ました」

「……そうか。冒ぼう険けん者しやである以上仕方のないことだけど、ね。魔ま獣じゆうに殺された？」

「と、思われます。行ったきり戻もどってこないので。どれもランクの低い冒険者だったので、おそらく力量も考えず無む茶ちやな行動をとったのではないかと」

　調子に乗ってついつい下の階層へ行ってしまったのか。「少し強い相手が出てきたな」ってあたりで引き返すのが得策なんだが。命あっての物種なんだからさ。

「ただ妙みようなことがひとつ。亡なくなったその冒険者たちなんですが、遺品がギルドカード以外全く無いんですよ」

「遺品が？　肉体はスライムに溶とかされるとして、剣とか鎧とか所持品も？」

「ええ。まあ、こう言ったらなんですが、冒険者の中にはハイエナみたいな奴らもいるので……」

　死んだ奴の武器や防具、所持品を漁あさっている奴らがいるってことか。それ自体は決して褒ほめられたことじゃないけど、別に悪いことじゃない。

　死んだ冒険者の装備品を発見した場合、ギルドへと渡わたし、死んだ奴の仲間や家族に渡るようにするのが冒険者のマナーとされている。だが、必ずしもそれに従う必要はない。あくまでマナーだからな。

　こんな話がある。ある冒険者が大枚はたいて、実力に合わないずいぶんと高価な鎧を手に入れた。あまりの嬉うれしさにその冒険者は事あるごとにその鎧を自じ慢まんしていたそうだ。で、数日後、ダンジョンで死体となって発見された彼にはその高価な鎧は装備されていなかった。

　さて。彼はダンジョンの魔ま物ものに殺されたあと、高価な鎧を見つけた他の冒険者に剥はぎ取られたのか？　それともその鎧に目をつけた他の冒険者に殺されたのか？　真相は闇やみの中。

　まあ今回の場合、別に高価な装備や道具を持っていたわけじゃないらしいので、狙い殺されたわけではなさそうだが。

「今までに何人くらい亡くなった？」

「見つかったギルドカードは十人分ですね。どいつもこいつもそれ以外は見つかってません」

　十人も亡くなったのか。少し重い気分になる。やはりダンジョン内に魔獣に襲おそわれない安全地帯セーフテイエリアや地上への転送陣じんを作っておいた方がいいかなあ。せめて初心者がうろつく浅い階層だけでも。

　透すつ破ぱさんと別れ、転移門の前へ行く。

『アマテラス』の転移門へ行くと、受付の係員に入場料である銅貨一枚分を青銅貨で十枚、それぞれ払っている少年たちがいた。歳の頃ころは十二、三歳くらいか。四人パーティーで、男の子と女の子が二人ずつ。

　男の子たちの装備は一人が短槍シヨートスピアと鱗鎧スケイルメイル、もう一人は狩しゆ猟りよう用の短弓シヨートボウに革鎧。

　女の子たちの装備は片方が鉄の剣けんと革鎧、残りの一人は初心者用の杖ワンドとローブだ。いかにも、ザ・駆け出だし冒険者といった感じだな。

　四人は興奮しながらも『アマテラス』の転移門をくぐり、ダンジョン島へと消えて行く。

　さっきの話を聞いちゃうとなあ。ああいう子らがちょっと心配になってくる。

　……追いかけて行ってみるか？　いやいや、そんなストーカーみたいなこと。冒険者のための専門学校みたいなのがあれば、いろんな心得とか技術とか教えてもらえるのにな。

　……いや、なにげにいいアイディアかもしれないな。教官とかには引退した冒険者を雇やとえばいいし。

　ただ、経営していけるか、これ？　高い入学金を取るのもなんだしな。卒業してから払ってもらうか？　ギルドに協力してもらえばギルドカードでどんな依い頼らいを受けたか、いくら稼かせいでいるかわかるし。

　レリシャさんに相談してみるか。なにか他にいいアイディアを出してくれるかもしれない。

「あら？　冬とう夜や？」

　声をかけられて振ふり向むくと、ポーラを連れたリーンが立っていた。相変わらずゴスロリ風の黒い服を着て、これまた黒い日ひ傘がさを差している。

「リーンか。どうしたのこんなところで？」

「ちょっと買い物がてら覗のぞきにね。なにか掘り出し物があるかもと思って。そっちは？」

「あー……。ダンジョンをちょっと改装しようかと。休きゆう憩けいできる安全地帯とかあれば便利かな、と思って」

「へえ。面白おもしろそうね。ついて行ってもいいかしら？」

　返事を待たずにリーンは僕の腕うでを取る。む、う。あれからリーンは積極的に僕にアプローチしてくる。僕と結けつ婚こんしたいっていうのは本気なんだろうか。

　見た目がユミナたちとほぼ変わらないから、傍はた目めには兄と妹としか映らないだろうけど、なんか恥はずかしい。

　スタスタと『アマテラス』の転移門の受付まで来ると、リーンは腰こしのポシェットから銅貨一枚を取り出し、受付さんに渡して、置かれていたノートに名前を書いた。

　冒険者ギルドに登録をしていなくても、名前と入場料を払えば転移することはできる。名前の記入は、いつ入っていつ出たかわかるようにするためだ。むろん、ギルドカードがあれば一いつ瞬しゆんですむ。

　だけど僕も名前を記入して銅貨一枚を払った。僕のカードは金色だから目立つんだよね……。名前も「武たけ田だ信しん玄げん」と偽ぎ名めいを書いた。別に本名を書かなきゃならない決まりはないからな。帰ってきたとき、同じく「武田信玄」ですって答えりゃいいだけの話だ。

　転移門をくぐると眩まぶしい太陽の光が降ふり注ぐ。真冬のブリュンヒルドと比べるとこっちはずいぶんと暖かいな。

　あたりをキョロキョロと見回してみるが、先ほどのルーキー四人組は見えなかった。もうすでにダンジョンに入ってしまったのだろう。

　僕らもポーラを連れて、ダンジョン内へと入る。リーンが傘かさをたたみ、【ライト】を発動させた。

「とりあえず地下三階ぐらいまで行ってみるか」

『アマテラス』のダンジョンは確か地下六階まで攻こう略りやくされてたはずだ。マップを開き、地下二階への階段へと向かう。

「……なんでこのダンジョンのマップが全部わかるのかしら」

「僕に聞かれてもなあ。わかったとしか言いようがない」

　リーンが空中投影されたマップを見ながら呆あきれたようにつぶやく。僕もまさかわかるとは思わなかったんだよ。

　迷うことなくまっすぐに階段へと辿たどり着つき、地下二階へと下りる。たまに出会う魔獣や魔ま物ものを撃げき退たいしつつ、同じように地下三階へと下りていった。それなりに時間がかかったな。

「ここらで休憩ができる安全地帯セーフテイエリアを作っておきたいんだけど、手て頃ごろな場所はあるかな……」

　空中投影したマップを眺ながめながら適当な場所を探す。一応マップには冒ぼう険けん者しやたちも表示されるようにしてある。探たん索さくの邪魔するのもなんだしな。

「ここなんかいいんじゃない？　他の階段からも同じくらい近いし、手頃な広さだし」

　リーンが指差した場所はかなり開けた場所で、何組かのパーティーでも休めるような場所だった。さらに迂う回かい路ろもあり、ここを通らなくても困らない場所にある。ここでいいか。

　魔獣たちを倒しながらダンジョン内を進んでいく。出てくる敵がうっとうしいなあ。ゲームで言う聖水的な魔物除よけのアイテムがほしいところだ。

　やがて目的地に着いたので、辺りを調べ始めた。特にトラップとか隠し扉とびらなんかは無いようだ。

　さっそく【プログラム】や【エンチャント】を使い、この部屋へは魔獣や魔物の類たぐいは入り込めないようにしておく。さらに壁かべ一面に文字を書き込んでおこう。この部屋には魔獣や魔物が入り込めないので、安心して休憩を取って下さい、的な。

　罠わなかと深読みされると困るから、一応サインもしとこう。

「ブリュンヒルド公国公王、望もち月づき冬夜……っと」

　これで安心してもらえるといいが。そういやあのルーキー君たちとは会わなかったなあ。まあ、初心者だし、一階辺りをウロチョロしてるのかな。

　顔は覚えてるし、ちょっと検けん索さくしてみるか。えーっと、一いつ般ぱん冒険者を青い表示、転移門前で見た新人冒険者を緑で表示……っと。

　お、や。意外だな。地下二階まで下りて来てるのか。それに四人じゃない。他に三人の冒険者がいる。このパーティーに連れてきてもらったのかな？

　？　なんか変だな。この動き……魔物と戦っているのか？

「七人もいて手こずるってよっぽど初心者なのかしら」

「少なくても四人はド素人しろうとって感じだったね。田舎いなかから出て来たばかりの少年少女って感じで」

　彼らが弱いんじゃなくて、相手の数が多いとかじゃないのかな。コボルトやゴブリンだって十匹以上に襲われたらかなり危険だろ。

　どれ、魔物や魔獣を表示……っと。あれ？

　表示されない？　いや、他の地図上にはちゃんと表示されてるぞ。ってことは……。

「……どういうこと？」

「……この初心者四人は襲われている。他の三人の冒険者たちに」

　なんてこった。







◇　◇　◇







　地下二階のその場所に辿り着いたとき、ちょうど短槍シヨートスピアを持っていた少年が吹ふき飛とばされたところだった。すでに弓使いの少年と魔法使いの少女は傷付き倒れている。なんとか剣けん士しの少女と槍の少年が二人を守っているといったところだ。

「おいおい、あんまり傷付けんなよ。大事な商品なんだからよ」

「わかってるっつーの。ったく、お前が麻ま痺ひ毒を忘れてきやがるから、こんな面めん倒どうなことしなきゃならねえんだぞ」

「いいから早くしろよ。魔獣なんか出て来たらさらに面倒なことにィィッ!?」

　見張りをしていたデブのおっさんの顔面を蹴けり飛ばし、部屋の中へと吹っ飛ばす。ゴムまりのように勢い良く飛び込んだそいつは、仲間の前で派手にぶっ倒れた。

「なっ、なんだテメエは!?」

「それはこっちのセリフだよ。なんだお前らは？」

　デブにガリガリノッポに薄うすらハゲ。胡う散さんくさい事この上ない奴らだな。

　僕に蹴られたデブが鼻血を拭ふきながら立ち上がった。む？　けっこうタフだな。脂し肪ぼうにダメージを吸収されたか。

「あら、どうやら間に合ったようね」

　リーンがポーラと一いつ緒しよにやってくる。それを見た三人の顔が嫌らしく歪ゆがんだ。三人のうち、ガリガリノッポが僕とリーンの方へ剣を手にしたまま近づいてくる。

　他の二人も武器を手にこちらに向き直った。僕が短剣ブリユンヒルドしか持ってないと思ったんだろう。先ほどと違ちがって余よ裕ゆうを見せながら、値ね踏ぶみするような視線をリーンへと向けていた。

「ひひっ、なかなかの上玉じゃねえか。こりゃツイてるな。おい、お前。命が惜おしけりゃその娘むすめを置いて行きな」

「……あ？」

「聞こえなかったのかよ。その娘を俺おれらに渡して出て行けって言ってんだよ！　殺されてえのか、ああ!?」

　僕は目を吊つり上あげているガリガリノッポに無言で近づくと、自分の足を振り下おろし、そいつの足の甲こうの骨をグシャッと踏み砕くだいた。

「ギャアアアアァァァァ――――――ッ!?」

　足を押おさえてガリガリノッポがのたうち回る。涙なみだと鼻水を流しながら、ゴロゴロと地面を転がっていた。ウザい。さらに鳩尾みぞおちへ蹴りを入れておとなしくさせる。

「ウゴエェェェエエッ！」

　なんで僕がお前らなんかにリーンを渡さなきゃならないんだ。寝ね言ごとは寝てから言え。このチンピラ冒険者が。殺すぞ。

「て、てめえ！　何しやがる！」

「俺たちは青ランクの冒険者だぞ！　勝てるとでも……！」

「偉そうに。どうせ他人の獲え物ものを横取りしたりして上げたランクだろう？　青ランクの冒険者がこんな弱いはずがあるか。冒険者舐なめんな」

　デブの膝ひざ頭がしらを正面から蹴り砕く。自分の体重を支えきれずに、そのままデブが前のめりに倒れ、同じように悶もん絶ぜつし始めた。

「グガアアァァァ!?　膝、膝がァァァ！」

「ひ、ひいっ！」

　薄らハゲが二人を置いて逃げ出そうと背中を向ける。その背中へ向けてブリュンヒルドを引ひき抜ぬき、躊躇ためらいなく引き金を引いた。

「グハッ!?」

　麻痺弾だんを食くらい、バッタリと薄らハゲが倒れる。仲間を見捨てて逃げ出すとは大した冒険者だ。青ランクが聞いて呆れる。

「……ずいぶん過激なことするのね。ちょっと意外だったわ」

　未だにうずくまりながら嗚お咽えつを上げるガリガリノッポとデブを見ながらリーンがつぶやく。

「あー……。悪い。リーンをどうこうするとか言われた時点でちょっとキレた」

　久しぶりにムカついたな。リーニエのバカ王子以来か。ちょっとは我が慢まん強づよくなったかな、とか思っていたのだが、どうやらまだまだだったらしい。自分のことだと大して気にならないんだが。

「ふーん。私のために怒おこってくれたのは嬉しいけど、ね」

　リーンが意味ありげに微笑ほほえむ。くっ。なんか恥ずかしいぞ。顔が赤くなっている気がするのでリーンに背を向けて新人冒険者たちに向き直る。

「大丈夫？」

「あ、はい！　オイラは少し怪我けがをしてますが大丈夫です。でもクラウスとイオンが……」

　槍の少年が倒れている二人に目を向ける。気を失っているだけだと思うが、一応【キュアヒール】と【リフレッシュ】をかけると二人とも意識を取とり戻した。

　四人にあらためて礼を言われたが、適当に流し、こうなった経けい緯いを尋たずねる。

　なんでもダンジョン内で声をかけて来たあいつらが、安全な狩かり場ばを教えてくれるというのでついて行ったそうだ。不用心な。

　結果、ここに連れてこられて襲われたというわけだ。前衛じゃなかった二人はいきなりの攻こう撃げきに、あっという間に意識を刈かられ、倒されたらしい。

「さっきの会話内容からしてこいつら人ひと攫さらいかしらね。ダンジョンで行方ゆくえ不明になっても派手な血けつ痕こんやギルドカードを落としておけば、魔獣に食われたと判断されてそれ以上は捜そう索さくもされないし」

「はい！　あたしたちを奴ど隷れい商人に売るって言ってました！」

　ビシッと手を上げて、ポニーテールの少女剣士が発言する。元気だなあ。

　しかし奴隷商人か。ひょっとしたら……。

　呻うめいてるガリガリノッポの前にしゃがみ込み、こめかみにブリュンヒルドの銃じゆう口こうを当てる。

「わかりやすく肯定イエスか否定ノーで答えろ。今まで死んだと思われていた冒険者はお前たちが攫ってたんだな？」

　脂あぶら汗あせを流しながらガリガリノッポが勢い良く頷うなずく。やっぱりか。

　それを聞いてリーンが首を傾かしげる。

「でも攫ったところで転移門からは連れて行けないでしょう？　いったいどうやって……」

「簡単さ。おそらく船で直接ここまで来てるんだよ。奴隷船がね。そうだろ？」

　再びガリガリノッポが勢い良く頷く。ほらな。

　この島々は位置的にはサンドラ王国の真南に位置する。そしてそのサンドラ王国は奴隷制度が未だに根付く国だ。

『隷れい属ぞく化の首輪』という魔ま道具で人の自由を奪うばい、品物として扱あつかう制度の国。そこへまとめて売ろうというわけだ。

「で？　今まで攫った冒険者たちはもうサンドラへ送ってしまったのか？」

　ガリガリノッポが今度は首を横に振る。まだ送っていないということか。ならまだ助けるチャンスはあるか。

　おそらく奴隷船は何処どこかに隠れて停てい泊はくしている。この新人君たちもここから攫われたあと、そこへ運び込まれてダンジョンで行方不明になり、死んだことにされる予定だったのだろう。

　マップ検索をしてみると、『アマテラス』のダンジョンがあるこの島の、さらに北東にある小さな島に中型の船が停泊しているのがわかった。これか。

　事件の内容はわかった。もうこいつらに用はない。【パラライズ】で呻いていた二人も麻痺させる。

「あの……どうするんですか？　ギルドか騎士団の方に連れん絡らくするなら私が行ってきますけど……」

　少女剣士がおずおずと尋ねてくる。他の三人もこちらを見ながら様子を窺うかがっていた。事の重大さに気がついたのだろう。どことなく不安さの中に興奮が混じっているように思えるが。

「連絡はこっちでするから大丈夫。そういえばまだ自己紹しよう介かいしてなかったね。そっちの子がリーンで、小さなクマがポーラ。で、僕は望月冬夜。この国の王様をしている」

「「「「王様っ!?」」」」

　四人が一いつ斉せいに目を見開いて立ち上がり、そのあと慌あわててまたしゃがみ込んでの土下座。忙いそがしいな。

「ああ、立って立って。そういうの気にしないから。僕が元冒険者だって知っているんだろ？　いや、今でも冒険者のつもりだけどさ」

　そう言って四人に金色のギルドカードを見せる。この子らは一度騙だまされてるからな。これが証しよう拠こになるかわからないけど。

「金色だあ……」

「すげえ……」

「り、竜とかゴーレムとか大おお悪あく魔まとか倒たおしてる……」

「お父さんたちに自慢できるよぅ……」

　どうやら信じてもらえたようだ。この子らは基本的にお人ひと好よしの部類だなあ。なんでも信じていると痛い目にあうぞ。って、もう痛い目にあったのか。

　四人はガチガチになりながら自己紹介をしてきた。全員レグルスにあるピュトンという村の出身で、揃そろってこの国へやって来たらしい。

　短槍シヨートスピアに鱗鎧スケイルメイルの少年がロップ。

　鉄の剣と革かわ鎧よろいの少女がフラン。

　短弓シヨートボウと同じく革鎧の少年がクラウス。

　杖ワンドにローブの少女がイオン。

　それぞれのイメージはロップが素す直なお、フランが元気娘、クラウスが委員長、イオンがポヤポヤって感じか。ちょっと心配になるパーティーだな。

「それでどうするの？　もちろん捕つかまっている冒険者たちを助けるんでしょうけど」

「そうだな。奴隷船の位置もわかったし、乗り込んで殲せん滅めつしてくるか」

「あっ、あの！　あたしたちに何かできることないですか!?」

「お、おい、フラン！」

　慌てるクラウスを横目に少女剣士のフランが声をかけてくる。

　んー、やる気があるのはいいことなんだけどな。正直言って、冒険者に成り立ての新人が役に立つかって言うとさ。

　経験を積ませてやって鍛きたえてあげたいところだが、さて、どうするか。その覚かく悟ごはあるのかな？

「相手は奴隷を扱う商人だ。もしかして戦せん闘とう奴隷なんかもいるかもしれない。戦いになったら自分の身は自分で守らなきゃいけない。君たちにそれができる？」

「うっ……」

　フランが悔くやしそうに俯うつむく。さっきまでの自分たちの醜しゆう態たいを恥じているんだろう。

　歳としで言ったらこの子たちはユミナやルーより上、エルゼ・リンゼ姉妹よりは下ってとこで、僕らとそんなに離はなれてはいないんだけどな。

　僕らの場合、状じよう況きようが状況で、フレイズを相手にしたり、竜を相手にしたり、クーデターに巻き込まれたりと、濃こい経験をしてきてるからなあ。……大半が僕のせいだけど。

「まあまあ。この子たちにだって使い道はあるわよ？」

「どんな？」

　リーンの言葉に眉まゆをひそめる。まさか囮おとりとか言うんじゃないだろうな。

「ちょっと違うわね。わざと捕まったふりをして奴隷船にいる他の冒険者と接せつ触しよくするのよ。もうじき助けが来ること、その時に慌てないで脱出することなんかを先に知らせておけばスムーズに事が運ぶんじゃない？」

「なるほど……。でもこいつらが言うこときくかね？」

　ぐったりと麻痺して動かない三人に目を向ける。脅おどしたりすれば従いそうだけど、露ろ骨こつに表情に出て、あっさりとバレるんじゃないかなあ。

「貴方あなたが【ミラージュ】で幻げん影えいを纏まとって、こいつらに化ければいいんじゃないの？」

「あ、そうか」

　確かにそれならこいつらに化けた僕がみんなを引き連れて、奴隷船に行くことができるな。捕まった冒険者たちのところへ行ければ、その人たちの安全を確保できるかもしれない。

　捕まっている冒険者たちを人ひと質じちとかにされると厄やつ介かいだし、悪い作戦ではないと思うけど……。

　正直、僕一人が【インビジブル】で姿を消して潜せん入にゆうし、監かん禁きん場所を見つけて救出した方が手っ取り早いんだけどなあ。

　ちら、と四人の方を見てみると興奮気味に固かた唾ずを呑のんでこっちを見ている。うむむ。どうしたもんか。奴隷にする以上、商品だから手て荒あらな扱いはされないと思うけどさ。

　それにこの子たちは自信を失いかけている。ここで「君たちは必要ない。お荷物だ」と、身も蓋ふたもない言葉を放てば、心が折れてしまうかもしれない。

　それくらいで心が折れるようなら、どっちみち冒険者としてやっていけないだろう……とは思うが、自分がその引導を渡すのはちょっと……ねえ？

「じゃあ、やってみる……？」

「「「「はい!!」」」」

　元気のいい四人の声が返ってきた。大丈夫かなあ。まあきちんとフォローはするけどさ。
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　あれから僕たちは一いつ旦たんダンジョンを出て、僕だけ城の牢ろう屋やまで人攫いの三人を連れて一気に転移した。

　普ふ通つうにこの冒険者たちを転移門まで連れて行くと、どうしても目立つ。奴隷商人の仲間がそれを見て、船ごと逃にげられたら面倒だからな。

　レリシャさんにも連絡し、事の詳しよう細さいを告げる。むろん、三人はギルドカード没ぼつ収しゆうの上、登録抹まつ消しようである。今後、偽名を使おうと二度と登録はできない。冒険者は廃はい業ぎようだ。

　冒険者ギルドからの罰ばつはそこまでで、ここからは国としての処しよ罰ばつだ。

　何も知らない新人冒険者を罠にかけ、ことごとく攫った上に奴隷商人に売りつける。これはかなりの重罪である。ちなみにレグルスでの法に当てはめると、問答無用で死し刑けいだった。

　しかし残念（？）なことに、ブリュンヒルドでは死刑制度がない。ないと言うよりか、作ってない。さて、どうしたものかと悩なやんでいると、最近『図書館』で読んだ古代魔ま法ほうを思い出した。

　闇属性の魔法とは基本的に召しよう喚かん魔法ではあるが、古代では他ほかの魔法も闇属性にはあった。

　即すなわち、光属性・回復魔法の反対。生命を奪う死の魔法である。

　むろん、そんな簡単に相手を死にいたらしめることなどできない。莫ばく大だいな魔力と技術、精神力が要求される。正直、僕ならできそうな気はするのだが、とても試ためしにやる気にはなれない。

　なにもこの人攫いの三人に死の魔法を使おうというのではない。その魔法から派生した別の魔法を使おうというのだ。

『生命吸収』『病気発はつ症しよう』『恐きよう怖ふ付ふ与よ』『精神錯さく乱らん』その系統の魔法。

　わかりやすく言えば『呪のろい』だ。いや、『呪い』っていうとおどろおどろしいが、もっと簡単に言えば『約束』である。

「～をしてはいけない。もしくは、～をしなくてはならない」という約束事と、それを破った場合に下される罰。これが『呪い』の魔法。別名『指切りげんまん、嘘うそついたら針千本のーます』の魔法。

「【闇よ縛しばれ、彼かの者の罪に罰を与あたえよ、ギルティカース】」

　牢ろう獄ごくの中の三人に呪いを発動する。

　条件は単純で『人を傷付ける罪を犯おかすな』である。これを破ると小さな罪でも指が一本ずつ麻痺していく。やがて腕一本、足一本となり、さらに進めば、視覚、聴ちよう覚かくといった五感も失われ、最終的には心臓が麻痺してこの世とはおさらばだ。大きな罪を犯せば一発でおさらばだ。

　ちなみにこれは【エンチャント】と同じく付与系統の魔法なので、僕ぼくが死んだとしても影えい響きようはない。つまり呪いは解けない。

　付与された魔法の内容を三人に懇こん切せつ丁てい寧ねいに語る。『人を傷付ける』とは肉体的なことだけではない。罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせ、他人の心を深く傷付けたとしても発動する。物を盗ぬすみ、持ち主の心を傷付けても発動、女性に告白されたが断り、その女性の心を傷付けても発動、そのトリガーには理り不ふ尽じんと感じるほど容よう赦しやがない。

　死刑になるところを命だけは助かったのだから、それぐらいは背せ負おってもらう。せいぜい善人になるんだな。

　僕は他人を傷つけずに生きていくことなど無理だと思っている。人里離れた場所で、自給自足の生活でもすれば可能かもしれないが。だが、それだけで命が助かるんだ。ここがレグルスとか、死刑になる他国じゃなくてよかったと思ってほしい。

　刑けい罰ばつの内容を聞いた三人が真っ青になって腰を抜かす。三人の額には呪いの証あかしである紋もん様ようが浮うき出でていた。

　やがてその中のデブがガリガリノッポに「お前のせいでこんな目に！」となじり始めた。あーあ、こいつら説明聞いてなかったのか？

「うあ!?　うあ!?　お、親指の感覚が無い！　動かないぃぃ!?」

　デブが自分の指をつまみながら涙を流す。当たり前だ。お前の発言でガリガリノッポ君は深く傷付いた。その罰を受けたんだよ。

　呪いの効果はわかってもらえたようなので、そろそろ国外に追放してお別れしよう。そうだな……。ユーロンにでも行ってもらうか。あそこなら僕を悪く言う奴やつらが多いから、同情してもらえるかもしれないぞ、と。

　三人を【ゲート】でユーロンの適当な場所へ転移させる。よし、これにて一件落着。

　っと、まだだったか。今度は奴隷商人をなんとかしないと。










　日が暮れるのを待って、僕は再びダンジョン近くの森に向かっていた。申し訳ないけど、新人四人には今までこの森で待っててもらったのだ。捕まったはずの四人がうろついていると、どこで綻ほころびが出るかわからないしな。

　一応リーンが付いていてくれたので、魔獣なんかに襲われることはなかったけれども。

　そこから奴隷船が停泊している島まで、【ゲート】を使って全員で移動する。初めての転移に四人とも驚おどろいていた。

「さて。じゃあ武器をよこしてくれ。捕まった相手が持ってたらおかしいからね」

　四人とも素直に武器を渡してくれたので、それを一旦【ストレージ】にしまい、代わりにロープと猿さる轡ぐつわを取り出した。それで四人を縛り上げていく。もちろんすぐ解けるような縛り方でだ。

　それと召しよう喚かん魔法で呼び出した小さなハツカネズミのような召喚獣じゆうを、ロップの懐ふところへ忍しのばせておく。これで船内の様子がある程度僕にもわかる。

　そして仕上げに【ミラージュ】を使いユーロンへ飛ばした三人のうちの一人、薄らハゲに姿を変える。……消去法でこいつしか体形的に誤ご魔ま化かせないんだよ……。

「どう？」

「そっくりです……。さすが王様、すごいですね……」

　ロップが素直な感想をくれる。同じように【ミラージュ】で残りの二人の幻影を左右に映し出した。

　四人にはそれぞれ猿轡を噛かませて、その後ろに剣を持たせたデブとガリガリノッポの幻影を立たせる。これで脅されて連行されているように見えるだろう。

「リーンはどうする？　同じように捕まる？」

「遠えん慮りよしとくわ。私は船から逃げ出す奴がいないように見張っておくから」

　ポーラがしゅたっ、と手を上げる。よし、じゃあ奴隷船の場所へ向かうか。

　島の北側、切り立った岩がん壁ぺきのその下に、闇の中に隠かくれるようにしてその船は浮かんでいた。

　近くの浜はまに二隻せきのボートが繋つないであり、そのそばで焚たき火びをしながら魚を焼いている四人の男たちがいた。四人のうち三人は奴隷だ。

　どれも屈くつ強きようそうな男で、おそらく戦闘奴隷だろう。残りの一人はいかにも下したっ端ぱそうな出っ歯の男だった。どこか関西の芸人に似ている。夜の森の中にリーンとポーラを置いて、僕らはそいつらに近づいていった。

「おーう。今日もご苦労なことだな。一気に四人たあ、頑がん張ばったねえ」

　出っ歯の男が僕らを見つけ、締しまらない笑え顔がおを向けながらへらへらと歩み寄ってくる。

　そのまま出っ歯は縄なわで縛られた四人を値踏みしながら、ぐるりと僕らの周りを一周した。

「男は金貨二枚、女は金貨五枚ってところか」

「それでいい。金をくれ」

「おろ？　今日は粘ねばらねえんだな？」

「ちょっと急いでいる」

　というか、あまり話すとバレる。しかし金貨二枚に五枚か。だいたい二十万から五十万。それで他人の人生を買い取ってしまうのか、こいつらは。

　そのあとその数倍の値段で金持ちに売りつけるんだろう。僕は不快な笑い声を上げる出っ歯の男から金貨を受け取り、踵きびすを返してその場から離れる。

　これ以上あの顔を見ていたら殴なぐってしまいそうだ。
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　リーンの待つ森へ戻もどると【ミラージュ】を解除し、元の姿に戻った。

【ロングセンス】を使って視力を飛ばし、奴らを監かん視ししていると、魚を食べ終えた四人は二隻のボートにそれぞれ二人ずつ乗せて、沖おきへと漕こぎ出した。

「まずは潜入成功かな」

「あとはうまく他の捕まっている冒ぼう険けん者しやたちと接触できればいいんだけど。死んだとされているのは何人なの？」

「レリシャさんに確かく認にんしたらやっぱり十人らしいよ。全員血だまりの中にギルドカードだけが見つかって死亡扱いになったらしい。えーっと、男が三人、女が七人だったかな」

「女の方が多いのね」

「単純に金になるのと、捕まえやすいからじゃないかな。全員、ランク黒のド素人だったし」

　他のギルドでもこういった新人を狙ねらったいじめみたいなものはあると聞く。無む理り矢や理りパーティーに入れさせ、魔ま獣じゆうをおびき出す囮などに使い、さらに授業料だとぬかして新人の報ほう酬しゆうから半分以上持ち去る。もちろん、やられたルーキーはそのギルドを去ったり、面倒をさけるためにソロで狩かるようになる。ムカつく話だ。

　どこの世界でも初心者や新人を馬ば鹿かにする輩やからはいるんだな。自分たちだって初めは新人だったくせに。

　とにかく十人全員が無事であればいいんだが。奴隷として売るんだから殺したりはしてないと思う。殺されてないから無事かっていうと、また違ったりもするわけだが。

　視覚をロップに持たせたハツカネズミに同調シンクロさせる。薄うす暗ぐらい船の甲かん板ぱんが見えた。無事に乗り込んだようだな。

　さらに聴覚も同調シンクロ。あたりの声が聞こえてくる。ちなみに同調させるのはここまでだ。一回味覚まで同調してひどい目にあったからな。虫の味なんて知りたくなかった。

「ジャベール様。今日は四人でした」

「ほほう？　なかなかじゃないか。男も女も若いし、高値で売れそうだな」

　四人を引き連れた出っ歯が、甲板にいた小太りの男に揉もみ手でで近づいていく。どうやらこいつが奴隷商人らしいな。

　羅ら紗しやの上着を着込み、絹の帯には金の装そう飾しよくが施ほどこされた短剣が差されていた。先がくるりと曲がった靴くつを履はき、頭には不ふ釣つり合あいのターバンのようなものを巻いている。インチキ太っちょシンドバッドといった姿だ。

　ジャベール、ね。十中八九、サンドラ王国の奴隷商人だな。それも違い法ほうの。

　奴隷を承しよう認にんしているサンドラ王国でも、一応、拉ら致ちなどで人間を攫ってきて奴隷にするのは禁止している。奴隷とは犯罪を犯した者、自らの意思で売買されることを望んだ者がなるものとなっているからだ。

　しかしそんなものは建前で、いくらでも奴隷に落とす方法はある。借金で追い込んだり、わざと犯罪を犯させたりして、その人間を奴隷に落とす。そして誰だれの目にも触ふれずに拉致してくるのもそのひとつだ。

　本人が嵌はめられたとわかっても、一度奴隷に落ちた者が何を言っても認められない。騙された、誘ゆう拐かいされたと騒さわいでも、奴隷から解放されることはないのだ。

　なによりも問題なのが、国がそれを知りながら黙もく認にんしているということだ。国王や貴族は多くの奴隷を従える。奴隷を馬車馬のように働かせ、使えなくなったらまた新しい奴隷を買う。サンドラでは奴隷無くして貴族の優ゆう雅がな生活は成り立たないのだ。

「ほらこっちだ！　グズグズするな！」

　出っ歯に繋がれたロープを引かれ、四人は船内へと連れて行かれる。

　船内の最下層、船底に狭せまい牢屋があって、そこへ四人とも入れられた。牢は左右に二つあり、男と女で分けられている。男が三人、女が七人。おそらく攫われた冒険者たちだろう。ロップたちも男女で分けられて、牢屋へと放ほうり込まれた。

　出っ歯が船底から出て行くのを確認してから、ロップとクラウス、フランとイオンは、それぞれ同じ牢屋に入っているみんなの名前を聞いて回る。

　攫われた冒険者たちの名前を教えておいたので、全員無事なのかの確認だ。

　何人かは体力が落ちて元気がないが、とりあえず手荒い扱いは受けてないようだった。

「全員無事みたいだ。本当ならこのまま【ゲート】で転移してしまえば楽に片付くんだけどな」

「あの子たちにも経験を積ませてあげなさいな」

「経験って……船から脱だつ出しゆつするだけだろ？」

「あら、敵に見つからず、周囲に気を配り、その都度状況を判断して行動する。大事な経験よ？」

　リーンがそう言って微笑む。まあ、そう言われると確かに。

　船底のロップたちが脱出の準備を始める。あらかじめ四人にはそれぞれ二つのアイテムを渡わたしておいた。

　一つは刃は渡わたり五センチほどの小さな折りたたみナイフ。もちろんただのナイフではない。晶材フレイズのかけらで作られている、なんでも切ることのできるナイフだ。これ一本あれば牢屋を脱出するのも容易たやすい。

　そしてもう一つが長さが一メートルほどの巻尺。引き出して伸のばせば【エンチャント】された【パラライズ】の効果が発現する鞭むちとして使える。

　この船には戦闘奴隷もいる。まともに戦ったらロップたちに勝ち目はないからな。それにその戦闘奴隷たちも無理矢理従わされているかもしれないし。

　さっそくロップたちはカギをナイフで切り落とし、音を立てないように静かに牢屋を抜け出した。

「じゃあそろそろ僕も動くとするか。その方があの子らも動きやすいだろうし」

「いってらっしゃい」

　ハツカネズミとの同調を切り、リーンに見送られて森から飛び立つ。奴隷船の上空に静止して、ブリュンヒルドを抜き、弾だん倉そうの弾たまを麻痺弾から、弱い【エクスプロージョン】が込められた爆ばく烈れつ弾（弱）に装そう填てんし直した。

「それじゃあ始めるか」

　僕は奴隷船のメインマストに狙いを定め、ブリュンヒルドの銃爪ひきがねを引いた。

　派手な爆音をあげて、メインマストの根元が吹っ飛ぶ。当然、マストはベキベキと嫌いやな音を立てて倒れていき、勢い良くぶっ倒れた。甲板から海の中へと倒れていくマストを見て、船上は相当なパニックになっていた。

「な、なにが起こった!?」

「わかりません！　いきなり爆発が……！」

　船内へと続く前方の扉から、奴隷商人のジャベールとやらが飛び出してきた。それを見計らって、僕は船首の方へと降り立ち、月光の下に姿を晒さらす。

「だっ、誰だ!?」

「ブリュンヒルド公国公王、望月冬夜」

　甲板のみんなが息を呑むのがわかった。中でも奴隷商人がみっともなく狼狽うろたえて、辺りに目をキョロキョロと泳がせている。一応自分でも悪いことをしてるって自覚はあったんだな。

「この島はブリュンヒルドの領地だ。勝手な商売はやめてもらいたいね」

「かっ、勝手な商売!?」

「とぼけるなよ。ダンジョンの新人冒険者を攫って、奴隷として売ろうとしてたのはわかってるんだ」

　奴隷商人の口元が引きつる。顔には脂汗が浮かび、さらに挙動不審さを増してきた。

「正直、ウチは小国だからさ、法とか刑罰とかハッキリとしたものは今までなかったんだよね。そこまでの悪人はいなかったし。せいぜい旅人が街で暴れるくらいでね。だから今回のことは反省している」

　あのときリーンとダンジョンに入っていなかったら、ロップたちが奴隷として売り飛ばされただけではなく、その後も犠牲者が出ていたと思う。しかもそれに気付きもしなかったかもしれない。

　刑罰が犯罪の抑止力という面があるのは理解しているのだが、ヌルい生活を送ってきたためか、「そこまでやらんでも」と軽く考えていたのは否めない。ユミナの魔ま眼がんがあったから、今まで基本的には周りに悪人とかいなかったし。

　だけどそれなりの罪にはそれなりの罰を与えるべきで、そしてそれをきちんと示す必要がある。

　早さつ急きゆうに考えた方がいいな。とりあえずはベルファストの法にでも照らし合わせて高こう坂さかさんに作ってもらうか。

　ダンジョンが出来てから様々な人種が入り乱れ、予想外の出来事も多くなってきている。ひとつひとつ対処していくしかないが、まずは目の前の問題を片付けよう。

　ん？　船から四艘そうのボートが離れていくのが見える。ロップたちが無事に脱出したか。これで遠慮する必要はなくなったな。

「くっ、公王がこんなところにいるはずがない！　お前たち、やってしまえ！」

　まるで時代劇の悪代官のようにジャベールが命令すると、三人の戦闘奴隷が湾わん曲きよくした刀を抜き放ち、こちらへ切りつけて来た。

「【スリップ】」

　すてーん！　と三人揃って甲板の上で派手に転ぶ。手放した湾刀が甲板へと突つき刺ささった。

　三人とも立ち上がろうとするが、再びその場で転てん倒とうする。んん？　【スリップ】の効果が長いような……。以前はもうちょっと短めだったような気がするけど。これも『神気』の影響だろうか。

「な、なにをしている！　ふざけてないで早く片付けろ！」

　ジャベールが叫ぶと奴隷たちが首を手で押さえて苦しみ始めた。ジャベールが『隷属化の首輪』で苦痛を与あたえているのだ。

　ブリュンヒルドをジャベールの足あし下もとに向けて、弾丸を放つ。【エクスプロージョン】（弱）が発動し、小さな爆発が奴隷商人を吹ふっ飛とばした。

「ぶええぇえ!?」

　無様に甲板に叩きつけられたでぶっちょシンドバッドは、鼻血を流しながら後ずさる。

「お、お許しを！　ほんの出来心で……！」

「お前がその出来心とやらで、罪もない人を奴隷に落とし、自らの利益のために他人の人生を食い物にしてきたとしたら、お前に許す価値はあるのかな？」

「た、助けて……」

「そして奴隷にされた人たちは、お前を許すことに賛成するかな？」

　こいつが何をしてきたか、僕にはわからない。だけどこんなことをする以上、ろくな奴じゃないだろう。

　話すだけ無駄か。ブリュンヒルドの弾丸を麻ま痺ひ弾に切り替えて、奴隷商人に打ち込む。

　びぎゃっ！　と奇き妙みような声を上げてジャベールは動かなくなった。

　倒れている戦闘奴隷たちにも麻痺弾を打ち込む。彼らは従わされていただけだろうが、嫌々手伝わされていたのか、それとも喜んで手伝っていたのかで罪が変わってくるような気がするな。ジャベール以上に面めん倒どうくさい。奴隷から解放していいのかも判断できないのでとりあえずそのままにする。

　甲板にいた残りの船員も麻痺弾で痺しびれさせて、戦せん闘とう不能にした。

「検けん索さく。船内にまだ乗船員はいるか？」

『検索中……検索終しゆう了りよう。船内に人間は三人。いずれも麻痺して倒れテいまス』

　ふむ。ロップたちが脱出するときに倒したんだな。ならこれで全員か。全部で二十人。そのうち半分が奴隷か。

　あれ？　そういやロップたちを連れて行った出っ歯はどこ行った？

「ふぎゃっ！」

　陸の方で小さな悲鳴が聞こえた。【ロングセンス】で視覚を飛ばしてみる。すると、煙を上げて倒れた出っ歯と、こちらへ向けて小さく手を振ふるリーンが見えた。あの出っ歯、いつの間に逃げ出してたんだろう。どうやらリーンが仕留めたようだけど。

　ロップたちも上陸し、リーンの方へと向かっている。とりあえずこれで片付いたか。

　森の奥おくからやってくる騎き士し団だんの連中を見ながら、船内にいる人間を一人残らず海岸へと転移させた。

　奴隷商人ジャベール、その部下、船員、戦闘奴隷、全すべて縛り上あげて騎士団が連行していく。とりあえず地下牢にぶち込んでおいて、後で高坂さんと相談しよう。

「片付いたようね」

「まだ色々後始末が残っているけどね」

　海岸に降り立ち、リーンにそう返しながら奴隷船を振り返る。そういやあの奴隷船とかどうしようか。国で没収してもいいのかな？　マストや甲板を壊しちゃったからあのままじゃ売ることもできないだろうけど。

「あ、あの、陛下！　攫われた冒険者は全員無事です！」

　ロップが僕の方へ報告をしてくるが、ハツカネズミを通して見ていたのである程度の状況はわかっている。体力が落ちている冒険者たちに【リフレッシュ】をかけ、そのままみんなで『銀月』へ転移し、部屋を取ってあげた。せめてものお詫わびというか。

　ロップたちには手伝ってくれた礼にポーションを十個ばかり分けてあげた。持っていて無駄になるものじゃないからな。

　詳しい事情聴取はまた後日ということにして、みんなとはそこで別れた。

　そのあと冒険者ギルドへ行き、レリシャさんに事の顛てん末まつを話して、死亡扱いされていた新人冒険者たちのギルドカードを再発行してくれるように頼たのんでおく。

「今回のことはギルドとしても誠に遺い憾かんでした。ギルドはあくまで依い頼らい者との仲介者であり、冒険者を処罰することはできません。冒険者としての資格を取り上げ、その者との取り引きを一切しないなどの処置しか表向きはできないのです」

「……表向きは？」

「ここだけの話、ギルドに害を及ぼすと判断された場合、ギルド所属の裏部隊が動くこともあります。今回も陛下が処置しなければここに派遣されたかもしれませんね」

　ギルドの裏部隊？　まさか暗殺ギルドとかじゃないだろうな。ちょっと怖くて聞けないんですけど。世界中にある冒険者ギルド。それを束ねるレリシャさんと同じギルドマスターは数人いるそうだが、そのうちの一人が率いているらしい。あまり関かかわり合いにはなりたくないな。

　とりあえず捕まっていた冒険者たちのフォローを任せることにして、僕とリーンはギルドをあとにした。

　すっかり遅おそくなっちゃったなあ。スマホを取り出し、電源を入れて時間を確認する。うわ、十二時をだいぶ回ってるじゃんか。

　かなり腹が減っていたが、こんな深夜に今から城でクレアさんに作ってもらうこともできないし、ちょっと食べていくか。【ストレージ】の中に串くし焼やきとかがあることはあるんだけど、ちょうどギルドの横が酒場だしな。

「リーンはどうする？　なんなら奢おごるけど」

「そうね、御お相しよう伴ばんにあずかるとしましょうか。最近は外食もしてなかったしね」

　リーンとポーラを連れてギルドの隣となりの酒場へ入る。僕のことを知っている者もいるかもしれないので、一応コートのフードを被かぶっておく。

　中はかなり広い作りになっていて、奥の四人掛けテーブルが空いていたのでとりあえずそこに座すわった。

　酒は飲めないので、果実水と若わか鶏どりの香草焼きセットを頼む。リーンはパスタとグリーンサラダ、それと少しだけ果実酒を注文していた。

　やがてウェイトレスさんが料理を持ってくると、空腹に耐え切れず、貪むさぼるようにしてそれを食べ始める。けっこう美味うまい。町の中だと『銀月』で食べることが多いのだが、こういった食事もなかなかいいものだ。

　酒場では冒険者たちが笑い、騒ぎ、飲んで、楽しんでいた。

　ダンジョンができてからこの酒場も賑わうようになったな。こういう雰囲気は嫌きらいじゃない。酔っ払いは嫌いだけれども。

　食事を終えて酒場をあとにする。時間を確認すると深夜二時近くになっていた。こんな時間だと、ブリュンヒルドには歓楽街みたいなものはないため、ほとんどの店は閉まってしまう。この国の夜は割と静かだ。

　他の王都同様、商人からカジノや娼しよう館かんなども建てようとの話が内ない藤とうのおっさんの方へ来ているようだが、そこらへんは任せている。無くてもいいんじゃないかなとも思ったが、そういうところもないと、それはそれで厄やつ介かいなことになりかねないらしい。

　もちろん、不正や阿あ漕こぎな商売をしないよう目を光らせる必要はあるが。いつの間にか悪事の温おん床しようになっていたなんて洒落しやれにならないからな。

　サンドラ王国じゃ奴ど隷れいを娼館で働かせているところもあるって言うけど……。

「奴隷制度ってなんとかならないもんかねえ……」

「貴方がサンドラ王国を潰つぶせば、ある程度は無くなると思うけど？」

「いやいや、そういうわけにも」

　リーンの言葉に思わずツッコむ。酔ってんのか？　少し顔が赤いけど。

　これでも奴隷制度は無くなってきてはいるんだそうだ。今までの奴隷大国がサンドラとユーロンだったから、片方はほぼ無くなったと考えていいだろう。

　ユーロンは『隷れい属ぞく化の首輪』による支配ではなく、契けい約やくに基づく奴隷制度だったから、それほど酷い扱あつかい方はされなかったみたいだ。それでも厳しい身分制度はあったけどな。

「サンドラ王国はね、ある小部族の長が奴隷たちを従えて、砂さ漠ばくにいる他の部族を打ち倒してできた国なのよ。初代国王は『奴隷王』って呼ばれてたらしいわ」

　奴隷王って。自分も奴隷みたいな感じになってるぞ？　それとも本当に元奴隷だったのだろうか。だとしたら建国後に奴隷制度なんて廃はい止ししてもよさそうだけどな。

　そこまで根強く関わっていると奴隷廃止は難しいのかなあ。

　少し夜風に当たりたいというリーンを連れて、城までの道を歩く。少し酔っているのか、ほんのりと桜色に頬ほおを染めたリーンが僕に腕うでを絡からませてきた。内心ドキドキしていたが、なんでもないことのように装いながら、僕らは連れ立って夜道を歩いていく。

　城門には四人の騎き士しが警備にあたっていて、闇やみの中に僕らを見つけると「何者だ」と誰すい何かして槍やりを構えたが、僕らだとわかると安心したようにそれを下げた。

　ご苦労様、と声をかけて城内へと入る。玄げん関かんホールまでやってくると、壁かべに飾ってある絵から、魔法生物アーテイフアクトクリーチヤーであり、我わが城内の防犯カメラでもあるリプルが飛び出してきた。

『マスター！　緊急事態ですぅ！　マスターの身に危険が迫せまっていますぅ！　速やかに対処を……あああ、もはや手て遅おくれですぅ……』

「なんだなんだ、いったいどうした？」

　慌てながら言葉を並べ立てたかと思うと、急に顔を青くして引きつった笑いを浮かべたリプルが、「ご武運を」と言い残し、ポンッとその場で消えた。なんだ？　あの慌てようは？

「おかえりなさい、冬夜さん。遅かったですね？」

「ああ、ユミナか。ただい、ま……」

　階段の上から声がして、そちらを見上げた僕の声が思わず小さくなる。

　そこにはユミナ、ルー、エルゼ、リンゼ、八や重え、ヒルダの六人が勢揃いしてこちらに視線を向けていた。これでスゥがいたら僕の婚こん約やく者しやが全員揃い踏ぶみじゃないか。

　みんなそれぞれ笑顔を浮かべてはいるが、目が笑っていない。あれ？　なんか怒おこってます……？

「あ、あの……どうしたの？」

「ちょっとお話があります。こちらへ。あ、リーンさんも」

「え？　あ、はい」

　リーンがわけがわからないと言った感じで返事をする。八重とヒルダが降りてきて、僕の両りよう脇わきをがっちり掴つかんだ。ちょっと!?　なんですか、この『連行』って言葉が似合いそうな扱いは!?

「すみません、冬夜様。決定事項ですので」

「まあまあまあ。冬夜殿どの。観念するでござる」

「いやいやいや！　なんの話!?」

　二人に引き摺ずられながら僕の頭の中には、「!?　!?　!?」と、疑問符が次々と浮かび上がっていた。

　あ、あのう……な、なんかしましたっけ……？







◇　◇　◇







「この前から二人の間になにか変化があったのは気付いてました」

　テーブルに腰こし掛けたユミナがそう切り出した。リーンも他のみんなと同じくテーブルについている。が、僕だけ床に正座させられていた。酷ひどいって？　ハハハ、もう慣れましたよ。いったい何回目の正座だと？

「リーンさんも冬夜さんを好きなんですね？」

「……ええ。貴女あなたたちほど情熱的に、とはいかないけれど、私は私なりに彼を気に入っているし、添い遂げたいとも思っているわ」

「それは……」

「もちろん、彼の地位とかバビロンの遺産が目当てなんじゃないわよ？　それも魅力的なのは確かだけれど、私が好きになったのは彼という一個人。そこに嘘はないわ」

　ユミナの言葉を遮さえぎって、リーンがそう言葉を繋ぐ。その目は真まっ直すぐにユミナの眼まな差ざしを受け止めていた。

　やがてユミナの目が柔らかなものになり、微笑ほほえみが浮かぶ。

「わかりました。私はリーンさんが冬夜さんのお嫁さんになることに賛同します。皆さんはどうですか？」
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　ユミナが周りのみんなを見回す。真っ先に手を上げたのは八重だった。

「拙せつ者しやも構わないでござるよ」

「わっ、私も問題、ありません」

「あたしも構わないと思うけど」

　八重に続いて、双子の姉妹が小さく手を上げた。それを見て慌あわてたように残りの二人も手を上げる。

「私わたくしも異存はありませんわ」

「わ、私も同じく」

　ルーとヒルダはリーンとはあまり接点がない。それでも何回かは話したり一いつ緒しよに行動したりはしてるので、その人柄はわかっていると思う。

　付き合いから言うと、リーンの方が彼かの女じよたちより長いわけだけど。まさかこんな展開になるとは思わなかったが。

「この場にスゥはいませんが、おそらく反対することはないと思います。リーンさん、これからもよろしくお願いしますね」

「ええ。よろしく」

　二人とも和やかに握あく手しゆを交わし、微笑み合う。なんかもうホントに僕が口を挟はさむ余地がないな。いや、別に反対する理由はないんですけれどもね。リーンは可愛かわいいし、頼たよりになるし、精神的には大人だしね。

　みんなのまとめ役がユミナだとしたら、サブリーダーとして活躍してくれると思う。

　しかし……とうとう八人目か。リーチかかっちゃったよ、オイ。っていうか、あのアホ博士が余計なこと言わなかったら、こんなことにはならなかったんじゃないのか。

　どうもユミナたちはさっさと九人の婚約者を決めたがっているような……。変な女に捕つかまる前に、ということだろうか。パムを受け入れなかったところを察するに、むやみやたらに決めているわけではないようだけど。

「さて、これでリーンさんは私たちと同じ、冬夜さんの婚約者フイアンセです。仲間です。同志です」

「え？　あ、そ、そうね」

「で……今の今まで二人きりでどちらへ？」

「ふえ？」

　リーンから間の抜けた声が発せられる。いつの間にか他ほかの五人にも囲まれて、にこにこと無言のプレッシャーを放たれていた。

「ち、ちょっと待って。貴女たち、なにか勘かん違ちがいしていない？」

「このような深夜まで二人きり……その他にどのような理由があるでござる？」

　詰め寄る八重に、僕もいたよー、と必死にポーラがアピールするが、リーンを囲んでいるみんなには全く見えていなかった。さらに双子がリーンへとずずいっと迫っていく。

「ひ、ひょっとして……」

「し、しちゃったんですかっ!?」

「「はあっ!?」」

　リーンと僕の声がユニゾンで響ひびく。しちゃったって……アレだよな。言った方も言われた方も顔を真っ赤にしているし。

「なっ、なっ、なにを、なにを言ってるのよ！　そっ、そんなわけないじゃないの！」

　茹ゆでダコみたいになったリーンが慌てて否定する。

　お、や？　ずいぶんと初心うぶな反応だな……。六百年以上生きている割には、見た目通りの年齢の反応というか。

　逆にその反応を見たら、こっちが冷静になってしまった。

　そこでテンパって言葉が出てこないリーンに代わり、僕ぼくが今夜の出来事をみんなに説明した。

「事情はわかりました。が、こんなに遅くなるなら連れん絡らくのひとつもよこすべきでは？」

「う、すいません……」

「琥こ珀はくちゃんたちを通せば簡単に連絡をよこせたのでは？」

「あ」

　そういやそうだ。ドタバタしていて気がつかなかった。確かにこんな時間までに連絡のひとつも入れず、帰って来なかったらいろんな意味で心配もするか。

　自分的にはなんの心配もないと思っていたんだけど、ちょっと調子に乗ってしまったな。

　大切な人たちに迷めい惑わくや心配をかけるのは本意ではない。以後気をつけよう。

「放っておくと何をするかわからないからね、あんたは」

「で、ござるなあ。いつだったか魔ま法ほうの実験とか言って……」

「空き家一軒、燃やしちゃったんですよね……」

　エルゼと八重、そしてリンゼに溜ため息いきをつかれる。そういう心配!?　あれは火球フアイアボールを誘ゆう導どう弾みたいにコントロールできないかと思っただけなんだけど。失敗しましたが。

　酒を飲んで酔っ払ぱらって帰ってきた旦だん那なが、奥さんに怒られるってのはこんな感じなんだろうか。……ってアレ？　もう完全に尻に敷かれてる!?

　別に「黙だまって俺おれについてこい」的な亭てい主しゆ関白になる気はないんですけどね。ユミナたちが怒る時って僕のことを思っての時が多いから反論もできないし。婚約者同士も仲が良くて、喧けん嘩かのひとつもないしさ。これで文句を言ったら罰ばちが当たるよな。

「とにかく、これからは遅くなるなら連絡を入れること。できる限りでいいですから。わかりましたね？」

「了りよう解かいっス……」

　それからお説教を一人一人受け、解放されてベッドに沈しずんだのは明け方近くだった。いろんな約束をされたが、自じ業ごう自じ得とくなので仕方ない。

　なんだろうなあ……一人一人だと可愛いし、優しいし、一緒にいて心安らぐんだが、みんな揃うと勝てる気がしない。完全に主導権が握られる。でもこれも受け入れていかないとなぁ。

　ああ、もう眠い。ぐう。










　目覚めてからまず昨日のことを高坂さんに報告しに行った。そうしたらすでにベルファストの法律に基づいて、ある程度の草案を考えていたんだそうだ。あとは僕の承認待ちだったみたいで……。後回しにしていてすみません……。

　この世界は江戸時代並みに、死し刑けいの次に軽い刑が追放という刑けい罰ばつで、江戸時代だと島流しに当たる。他国では鉱山などで強制労働の刑罰があるそうだが、あいにくとウチには鉱山なんてもんはない。

　死刑制度を廃止すると、いろいろと不都合が出てくるのは確かなようだ。国外へ追放して他国で迷惑かけても問題だろうしな。死刑にしてしまった方が後あと腐くされがない、ということなんだろうか。

　そう言った意味では『隷属化の首輪』ってのは罪人を罰するには適した魔道具アーテイフアクトなのかもしれない。きちんと重罪人にだけ取り付けられるようになっていれば、だが。改造できないもんかな。

　とりあえずベルファストの刑罰に合わせるなら、奴隷商人のジャベールは死刑になりそうだ。今までの所業を鑑かんがみるに当然とも言えるが。攫さらわれた人たちが奴隷にならず無事だったから刑を軽く、なんてできるわけがない。

　問題は他の船員と奴隷たちはどうするかだなあ。奴隷たちの本質をユミナの魔眼で見てもらって、問題ないようなら首輪を外してもいいんだけど。

　ともかく街へ出て、宿屋『銀月』へと向かう。昨日助けた冒険者たちが心配だったからね。変なトラウマとか抱えていなければいいけど。

『銀月』へ着いて、捕まっていた冒険者たちと話をすると、幸い十人とも冒険者を続けるということで少し安心した。これからは注意深く、気をつけて探たん索さくして欲しい。急ぐことはない。ゆっくりと強くなればいいんだから。

　カードが再発行されると聞いて、みんなさっそくギルドへと向かっていった。一歩間違えてたら……と考えると申し訳ない気持ちになるな。

　朝食を取ってなかったので（昼近くまで寝ねていたからだが）、ここで昼食を取ることにした。ロップたち四人もついでに誘う。

　はじめは遠えん慮りよしていたが、僕がさっさと五人分のランチをミカさんに注文してしまうと、恐きよう縮しゆくしながらも席についてくれた。

「へえ、君らの住んでいた村にもダンジョンがあったのか」

「ダンジョンってほどじゃないですけど。小さな洞どう窟くつって感じで。でも何かの遺い跡せきだったのは確かです。子供のころから入り込んで冒険ごっこをして遊んでました」

　冒険ごっこって言っても、子供だけじゃ危険なんじゃ？　狼おおかみとかが住み着いているかもしれないのに。

「何回か狼とか大コウモリに遭遇したこともありましたけど、あたしら四人で退たい治じしたりしてました。だからちょっとは自信があったんですけど……。ここに来て、どれだけ自分たちが甘かったか思い知りました」

　悔くやしそうに剣けん士しのフランがそう語る。彼女の言うとおり、狼とかとゴブリンやコボルトではだいぶ違ちがう。道具を使った連れん携けいもしてくるだろうしな。でもロップとフランの二人で、腐っても青ランクを対処していたってことは、それなりに有望株かぶなんじゃないのかな、この子ら。

「まあ、無理はしないで出来る事からコツコツとね。失敗から学び、自分たちのできる範囲でやれることをやることだよ。あとうまい話には乗らないこと。うまい話にゃ裏がある、綺き麗れいな花には棘とげがある、タダより高い物はない、ってね」

　四人は神しん妙みように頷うなずいていた。まあ今回のことで懲こりたと思うけど。なんで他の冒ぼう険けん者しやがいい狩かり場ばがある、なんて言ってきたのか考えるべきだったな。自分の儲もうけが減るのに、それを教える向こうのメリットは何か、とかね。あまり人を疑いすぎるのもなんだけどさ。

「あの、陛下。それでこの子のことなんですけど……」

「ん？」

　魔ま法ほう使つかいのイオンが、僕が召しよう喚かんした白いハツカネズミを手に乗せて差し出してきた。あ、忘れてた。

　うーん、まだこの子らは心配だからなあ。こいつについていてもらうか。確かこいつは『スノーラット』って言う魔獣で、頭が良く集団だとなかなかの強さらしいんだが、ハツカネズミにしか見えない。

　ま、こっちの世界にハツカネズミがいるかもわからないんだけど。

『危険察知』を持っているようだし、こいつがいれば不意打ちを受けることを防いだり、危機を察して逃げることもできるだろ。

「その子は君たちに預けるよ。けっこう頭がいいし、危険を察知することができるから、探索の役に立つと思う。それと僕との連絡役にもなるから、もし、なにかあったらそいつに頼むといい」

　僕の言葉にイオンは笑え顔がおで頷いた。どうやらこいつを気に入ったらしい。ま、仲良くやってくれれば。あんまりホイホイ連絡をよこされても困こまるけど。

　食事を食べ終わると四人と別れた。雪ネズミはちゃっかりイオンの頭の上に乗っていて僕に手を振っていた。あいつ、本当にかなり頭がいいんじゃ……。

　そう言えば、さっきの会話でひとつ気になったことがある。話していた四人が子供のころに入って遊んでいたという洞窟。そこにあったという遺跡の様子が、どうもバビロンの遺跡に似ている気がするのだ。

　確か彼かれらの出身地はレグルスのピュトン村とかいったか。マップで確かく認にんするとそんなに遠くはない。まさかこんなに近くにあるとか……。探索に放った鳥たちが見逃したのだろうか。

　あ、ひょっとして鳥目だから洞窟の中まではわからなかった、とか？　いや、でもあれって間ま違ちがいなんだって聞いたけど。だいたいの鳥は夜目も人間並みにきくらしい。ただ、エサが見つからないから夜は行動しないってだけで。フクロウみたいに夜行性の鳥もいるけどな。

　ってことはやっぱりただの見落としか。ま、なんにしろ行ってみればわかるかな。

　さっそく【フライ】で飛び立とうとしたが、その前に琥珀に念話を送り、みんなへの伝言を頼んでおく。昨日怒られたばかりだからなー。二日連続での説教は勘かん弁べんしてもらいたいところだ。

　さて、行ってみるか。







◇　◇　◇







　ピュトン村はレグルス南西部、ベルファスト寄りの山間にひっそりとある目立たない村だった。いかにも牧歌的な田舎いなかの村、といった感じである。

　村人に見つかると面倒かもしれないので、とりあえず近くの森の中に降り立ち、スマホで『洞窟』を検索してみる。すると村からちょっと離はなれた位置にすぐ反応があった。

「意外と近いな。子供たちが遊び場にするくらいだから、そりゃそうか」

　村外れの山の中腹にその洞窟はあった。確かに小さい。入り口は人がひとり通れるくらい。いわゆる横穴のようになっているが、中に入ると思ったよりも広かった。

　というか、これは山の中にあった遺跡に横から穴が空いた、という感じだ。色々な通路が土砂や岩で塞ふさがれて、こんな形になってしまったのではないだろうか。

　しばらく進むと大コウモリが襲おそってきたが、返りうちにした。ふむ、子供が相手にするにはちょうどいい強さか？　もちろん弓や魔法の腕前がそこそこないと撃うち落とすのも苦労するかもしれないが、大きな怪我けがをすることもないだろう。

　そのまままっすぐ進むと、やがて黒い立方体が見えてきた。

　一辺が七メートルほどの大きさか。ひんやりとした大理石のような表面を触さわってみる。間違いないな。バビロンの遺跡だ。

「さて、と……。どこかに中に入るスイッチみたいなものがあるはずだが……」

　立方体をくまなく調べてみる。が、どこにもそれらしきものはなかった。モニカの時のように、溝みぞがあるわけでもないしな……。どうなっているんだ？

　どこかに触ふれたら通り抜けられる壁があるかもしれないと、いろんな場所を横から上から触ってみるが、通り抜けることはできなかった。

「うむむ……。どうなってるんだか……」

　もう【モデリング】で変形させて穴を開けてしまうか。……いや、あの博士のことだ、正せい規きの入口から入らないとこの立方体が自じ爆ばくするかもしれん。それになんか負けた気がするしな。なんとか実力で見つけたいものだが……。

　その後もあーでもないこーでもないと調べるが、全然入り口らしきものが見つからなかった。

「うーむ、どうなってるんだ、これ？　前後左右、上さえも……あ」

　まさか。下か？

　いくらなんでも、と思いつつも、土属性の魔法で地面を立方体が落ちない様に細く深く掘り、そこに潜もぐって立方体の底を確認する。

　……あったよ。底にまるでサイコロの１の目のように、真ん中に円形の溝が。

「おそらくここから入れるはず……」

　円形の場所に手を当てると、するっと引き込まれるように、立方体の中へと持ち上げられた。

　周りを見回すと、いつもの六柱が取り囲む転移陣じんがあった。ぼんやりとした明るさの中で各属性の魔石が輝かがやいている。

　が、いつもと違うのは、転移陣が床にではなく、側面にあるということだ。魔石がはまった柱も横から六本伸びている。

「ちょっと待て。これって本来こっちが下なんじゃないのか？　それなら真横から入れただろ」

　この立方体を設置するとき、明らかに間違えたんだと思う。入り口を地面の下にするわけがない。サイコロで言えば、１の面が横にあり、２などの面が下なのが正解なのだ。それが間違えて入り口の１の面が下になり、２の面が横になっていたのなら、入れるわけがない。

「ったく、ちゃんと設置しろよな……」

　ブツブツ言いながらも【フライ】で身体からだを浮うかせながら順番に魔ま力りよくを注ぎ込んでいく。六属性全てを開放したあと、転移陣のある壁の側面に立つ。なんか変な感じだな。忍者じゃあるまいし。忍法・壁立ちの術。なんちて。

　転移陣に無属性の魔力を流し、転移陣を起動させる。やがて眩まばゆい光の渦うずに包まれて、転移が無事に完かん了りようした。










「ようこそバビロンの、はわっ!?」

「うぐうっ!?」

　転移を終え、光の奔ほん流りゆうがおさまったかと思ったら、いきなり腹に頭ず突つきをくらった。ぐ、不意打ちはキツイ！

　どうやら誰だれか……ってここの管理人に決まってるが、駆け寄よってきたはずみで、足を取られ、僕に突っ込んできたらしい。

「わわわ、申し訳ないデス！　出で迎むかえようと思ったら、つまずいてしまったデスよー！」

「わかった、わかったからとりあえずどいてくれ！」

　体当たりをかましてきた少女と地面に倒たおれこんだ僕は、まるで押し倒されたような格好になっていた。これはちょっと恥はずかしい。おまけにこの子、フローラほどではないが、なかなかのモノを持っているので、尚なお更さら気まずい。

「すぐどくデス。と、ととっ！」

「なにやって……」

　慌てて立ち上がった少女がよろけ、全体重をかけたその右足が、僕の股こ間かんを的確に踏みやがった！

「おぐぉあぁッ!?」

　っか……！　ッオぉ、くぅぅ、ッ……！　ッ……！

　悶もん絶ぜつ。うずくまって地面を転がる以外、僕になにができる？　この世界に来てから一番のダメージをくらったッ……！

　フレイズの一いち撃げきよりもこっちの方が何倍も痛い……ッ！　か、回復魔法って効くんだろうか……。い、いや、こ、の場合【リフレッシュ】か？　うああ、ダメだ、魔力を集中できないっ……！　痛いよう、痛いよう。

「あの……大丈夫デスか？」

「な、わけ、あるか……」

　下腹部にせり上がってくる痛みに耐たえながら、地面をバンバンと拳こぶしで叩たたく。脂あぶら汗あせがダラダラと流れ、呼吸が乱れる。ホント……キツイ……。僕は……無力だ……。

　やがてなんとか痛みの波が引いていき、よろつきながらも立ち上がった僕に、少女がビシッと敬礼のようなポーズをとる。身長はシェスカよりも少し低いくらいか。元気いっぱいの笑顔で口を開いた。

「ではあらためまして、ようこそバビロンの『蔵くら』へ！　自分はこの『蔵』を管理する端たん末まつ、『リルルパルシェ』デス。『パルシェ』と呼んでくださいデス」

「お前かぁぁぁ――――――――――――――ッ!!」

「ふぇえぇえぇえええ!?」

　こいつが『蔵』の管理人か！　『不死の宝玉』を落っことして武田滅めつ亡ぼうのきっかけを作り、『吸魔の腕うで輪わ』と『防ぼう壁へきの腕輪』を落っことし、帝てい国こくにクーデターを起こす原因を作った。

　他のバビロンナンバーズのみんなが言うには、かなりのドジらしいが、身をもってわかったよ！

「ちょっとそこ座れ！　説教する！」

「な、なんデスか!?　なんデスか!?　なんで自分怒られるんデスかー!?」

　あれだけ迷惑をかけて無自覚とか。きちんと説明してわからせてやる必要があるな。

　それから懇こん々こんとパルシェの落とした魔道具アーテイフアクトで、どれだけの人が迷惑をこうむったか語ってやった。特に僕がどれだけ巻き込まれたかを懇切丁てい寧ねいに。

「反省したか？」

「っデス……。申し訳なかったデス。まさかそんなことになってるとは思いもしなかったデスよ」

　パルシェはしょぼんと肩かたを落とした。瞳ひとみは伏ふせられ、ポニーテールにした灰色の髪かみが小さく揺れる。ちょっと言い過ぎたか？

「まあなんだ、これからは気をつけるように。バビロンのみんなだって、『蔵』が墜つい落らくしたんじゃないかって心配してたんだぞ」

「およ？　自分以外にもバビロンのみんながいるデスか？」

「『研究所』以外はね。紹しよう介かいが遅れたけど、僕は望月冬夜。バビロンのみんなは僕をマスターとして認めてくれたよ」

「ほうほう。では自分も適合者として認めざるを得ないデスね。了解デス。これより機体ナンバー26、個体名『リルルパルシェ』は貴方あなたに譲じよう渡とされるデス。よろしくデス、マスター」

　再び元気に立ち上がり、ビシッと敬礼のポーズをとるパルシェ。切り替え早っ。ホントに反省したんだろうな？

　そのままパルシェが僕に近づき、唇くちびるを寄せてくる。あー、これがあったか……。

　もう八回目ともなると抵てい抗こうする気にもなれない。どうせしなきゃならないんだし。悟さとりを開いた感覚で身を任せていると、思いっきりパルシェに足を踏ふまれた。
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「いいッ……！　むぐっ！」

　合わされた唇から舌が侵しん入にゆうしてくるが、それどころじゃない。右足が！　身長差を埋めるために背伸びした彼女の体重が、僕の右足に確実にダメージを与あたえ続けている。足の甲こうってけっこう痛い！

　げに恐おそろしきはドジ体質か!?　でもこれドジって言うのか!?

「登録完了したデス！　マスターの遺伝子を記き憶おくしたデスよ。これより『蔵』の所有権はマスターに移い譲じようされるデス！　……どうしたデスか？」

　またもやうずくまる僕に不思議そうに首をかしげるパルシェ。なんで気付きもしないんだよ！　普ふ通つう踏んだらわかるだろ！　右足を押さえて地面を転がる。こいつと相対するときは【シールド】を張った方がいいのかもしれない……。

「とにかく『蔵』へ案内するデスよ。こっちデス！」

　人の痛みなど、どこ吹く風といった様子で駆けていくパルシェ。あ、コケた。天然かよ。

　生い茂る低木を抜けると、そこにはドーム状の建物が建っていた。大きさでいうとそんなに大きくない。ちょっと大きめの一軒家くらいだ。アレだ、イヌイットの圧雪ブロックで作る家、確かイグルーだっけか。アレに似てる。

　大きめの扉とびらを開けて中へ入ると、そこは真白い空間で、一片が五十センチほどの、腰掛けるにはちょうどいい白い立方体がいくつが転がっているだけ。部屋の中央には黒いモノリスが一枚立っている。

「『蔵』っていうから、もっとこう宝物庫みたいなものを想像してたんだが……」

「博士の開発した魔道具アーテイフアクトや個人的なコレクション、お金、素材、各種の記録などは全部この地下に保存されてるデスよ。一回、外がい壁へきごと壊してしまったデスが、もう修理済みデス」

　そのとき『不死の宝玉』やら何やらいろいろ落としたんだな。ったく、迷惑な話だ。

「この装置で地下の保存倉庫から呼び出だすんデスよ。えーっと……」

　パルシェがモノリスに魔力を流し、何やら操作すると、床に転がっていた立方体のひとつがストンと床の中に落ち、代わりに僕の目の前に床から同じような立方体がせり上がってきた。

　よく見ると、立方体の上部、右上に小さく何やら文字が書かれている。古代パルテノ語だな。どうやら番号が振られているようだ。

　パルシェが立方体に手を触れると、ゆっくりとその上部が宝箱のように開いていく。おおお！　中にはたくさんの金貨が詰つまっていた。

「この箱は自分かマスターでなければ開けられないデス。たとえバビロン博士がいたとしても、開けることはできないデスよ」

　なるほど、宝箱の鍵かぎを僕に譲渡したってところか。ってことは、これ全部僕のものか……。好きに使っていいってことなんだろうけど。

　箱の中から金貨を一枚取り出す。見たことない形……いや、一度見たな。エンデと初めて会った時、あいつが持っていた銀貨に似てる。ってことはこれはパルテノ金貨か。

　考えてみれば当たり前か。この『蔵』自体が、五千年前のものだし。

　このお金は使えないよなあ。潰つぶして金として使うか……。骨こつ董とう屋に持って行ったって、五千年前のものとは思えないくらいピカピカしてるもんな。ニセモノ扱いされそうだ。

「っとそうだ。ここに新型フレームギアの設計図ってあるか？」

「フレームギアの設計図デスか？　あるデスよ。えーっと……」

　パルシェがモノリスを操作すると、金貨の入った箱が床に沈んで、代わりに別な箱がせり上がってきた。どっちも同じ真っ白な箱なので区別がつかないな。

　さっきパルシェがしたように、僕が箱に手を触れるとゆっくりと上うわ蓋ぶたが開いた。中の物を見て……僕はゆっくりと蓋を閉めた。

「パルシェ……これ、違う。間違えてる。しまって。早く」

「え？　あ、本当デス。番号間違えたデス」

　パルシェがモノリスを操作すると、目の前の箱が沈んで消えた。僕は顔が赤くなってるかもしれないので、彼女に背を向ける。

　え、箱の中身？　単なるオモチャでしたよ？　…………大人の……。もう嫌いや、あの博士……。

　再びせり上がってきた箱を同じように開けると、今度は中にたくさんの筒つつのようなものが入っていた。卒業証書の入れ物のようなそれをポンッと開けて、中身を取り出してみる。

　確かにこれは設計図のようだ。いろんなパーツのイラストと細かい文章が所ところ狭せましと書いてある。

　もちろん僕には読めない。翻ほん訳やく魔ま法ほうを使えば読めるだろうけど。読んだところで難しくてわからないけどな！

　しかし、これでついにフレームギアも一段階上の機体が作れるぞ。今までは既き存そんの機体をいじることしかできなかったけど、一から作り上げることができる。つまりは特化型や個人専用機を作れるってことだ。

　下半身がタンク型とか作ってやろうか。変形とかは無理かなあ。ネットでいろんなタイプのロボットを探してみるかな。重装甲型、高機動型、後方支し援えん型、他にどんなのあったっけ？

　やばい、わくわくしてきた。男の子だから仕方ないよね！
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「こいつでどういったことができる？」

「そうでありまスな……。まず、エーテルリキッドを不要にできるでありまスな。あ、いや、要いらなくなるというわけではなく、交換する必要が無くなるという意味でありまス」

『工こう房ぼう』の机に、『蔵』で手に入れた設計図を広げながらロゼッタが説明する。

　エーテルリキッドの役割は搭とう乗じよう者の魔力を増ぞう幅ふくし、機体の隅すみ々ずみまで行き渡らせることだ。今までは魔力に満ちたリキッドを消費して動かしていたのだが、新型の中ちゆう核かくには光や大気から魔ま素そを取り込み、魔力に増幅する装置が取り付けられるらしい。乾電池が太陽電池になったようなものなんだろうか。

　しかもその装置の素材に使われているのはフレイズの欠片かけらである晶しよう材ざいだ。やっぱりというか博士もフレイズの特性に気付いていて、それを応用する方法を思いついていたんだな。

　これによりエーテルリキッドは消費されることなく循環される。つまり、交換がいらなくなるのだ。

「新型はメインシステムとなる中ちゆう枢すうのコア、それと骨組みになる数種のボーンフレームに、それぞれ特性のついたパーツを組み立てて作り上げていくコンセプトになっているでありまスよ。つまりはこれと言って決められた形がない、ということでありまス」

「自由に作れる……いや、逆に言えば、どんな機体にするか決めないと、作りようがないってわけか？」

「その通りで。適当に作れと言われたら作れるでありまスが、使えない駄だ作さくができるだけでありまスよ」

　そんなもったいない無駄使いはできない。そうだな……まずはわかりやすいのを作りたいところだが……。

「機動性、出力、装甲、魔ま力りよく変へん換かん率、精密性、装備……いろんなバランスを取らないといけないでありまスが、当然のごとく、装甲を厚くすれば機動性が失われ、出力を上げれば魔力変換率が悪くなったりするでありまス。マスターのようなバカみたいな……いや、えー、すごい魔力量があれば、いろんな補助魔法を起動して、なんとでもなるでありまスが」

　バカみたいで悪かったな。しかし、どうするかな。僕のはどうとでもなるみたいだが、みんなのはやっぱりその特性を活いかした機体の方がいいよな。例えばエルゼの機体はパワーとスピード重視とか。

　新機体は完全に個人に合わせて作るので、他の人間が操縦しても使いこなせない。それどころか、魔力を同調させて反応を高めているので、他人では動かすのもひと苦労なんだそうだ。

「とりあえずは『蔵』にあったミニロボを回収して、手伝わせるでありまスよ。小生とモニカだけではとても手が回らないでありまス」

　ごもっとも。僕は『工房』内をとてちてた～と走り回っている二頭身のお手伝いロボを見た。こいつらは意外と器用で、覚えさせると大半のことはそつなくこなす。自分で考えて新しい行動をすることができないのが難だが、助手としてはかなり重宝する。

　あとは新機体を作るのに『工房』はフル稼か働どうにしてしまうので、しばらくは重騎士シユバリエなんかの量産は中止だ。こちらはある程度の量産は済んでいるので問題はない。

「そうだな……。やっぱりまずはエルゼの機体から作ってみよう。パワーとスピードを重視して、腕わん部ぶと脚部の装甲を頑がん丈じように。魔力変換率はそれほど気にしなくていい。あとは作ってから調整かな」

「わかったでありまス」

　なんでエルゼのからって言うと、戦い方がわかりやすいからだ。とにかく殴なぐって蹴って、相手を破壊する。そのバトルスタイルなら余計なバランスも要らないかと。一点特化型というか。

　開発の方は『工房』のロゼッタに任せて『蔵』の方へと向かう。

「およ？　マスター、お疲つかれデス」

『蔵』に入るとパルシェがモノリスに向かいながら出迎えてくれた。その姿は足袋たびに草ぞう履り、白びやく衣えに緋ひ袴ばかまという、典型的な巫女みこ装束だった。確か巫女さんがポニーテールってダメなんじゃなかったか？

　まあ、向こうの決まりをこっちでごちゃごちゃ言うのもナンセンスだから構わないけど。

　ザナックさんに渡わたした資料に巫女装束なんてあったかな……。もう何を渡したか覚えてないんだけど、そのチョイスはどうなのか。ドジ巫女ってのはなあ……。神様もさぞ迷惑じゃないかと。

「『蔵』にあるものの一覧表を作っておいたデス。全部で一〇九三点デスね」

「けっこう多いな」

　渡された一覧表をペラペラとめくり、確認する。ある程度わかるのもあれば、全くわからない物もある。……この博士の『決戦用下着』とか『危な過ぎる水着』とか『ビキニアーマー』なんかは封印でいいんじゃないか？

　そのうちきちんと整理して分野ごとに分けた方がいいな、コレ。封印すべきものは先に封印した方が……。

　ん？　『豊ほう胸きよう剤ざい』？　これってそう言う……。戦争が起きるな……。

「パルシェ、このリスト及および、『蔵』に収めされているアイテムは、僕の許可無しに誰かに漏もらしたり、渡したりは厳禁とする。いいな」

「？　了解デス」

　大きくても小さくてもそれは個性である。どっちが上とか下とかは関係ない。ご飯が美味うまいからパンが不味まずいというわけではないのだ。ご飯もパンも美味いのだ！

　まあ、中には大のご飯好き、パン好きがいるのは確かなのだが。僕はどっちもアリだと思う。大きい方に目がいってしまうのは男の悲しい習性だが。




　閑かん話わ休題。




「そういや、ここにエーテルリキッドも備蓄されているんだっけな。それ『工房』のロゼッタと『格納庫』のモニカの方へ渡しといてくれ」

「了解デス」

　パルシェがモノリスを操作すると、床ゆかから立方体が九個せり上がってきた。中身を確認すると、相変わらずメロンソーダと間違えそうな液体が、五〇〇[image: ]のペットボトルのような容器に入って、ぎっしりと詰まっていた。これは一部でまだまだあるんだそうだ。

　それを九体のミニロボたちが頭に乗せて、とてとてと『蔵』を出て行く。

「パルシェ、このリストにある斜しや線せんが入ったのって……」

「はあ、落っことした数点デス」

　肩を落としてパルシェがつぶやく。『吸魔の腕輪』とか『防壁の腕輪』とかはあるが、『不死の宝玉』はないな。

　……ひょっとしてこの『亡者の瞳ひとみ』ってのがそれか？　名めい称しようが違うのは拾った奴やつが勝手につけたからか。

「ってことはこの『治癒の剣けん』ってのが聖せい剣けんレスティアか。リプルは『生命の額縁』かな」

　それを除いても数点行方ゆくえ不明のものがある。まあ今いま更さら探すのも面めん倒どうだ。誰かの所有物になってたら、かなりの値打ちものだろうし、返せと言って返してもらえるものでもないだろうし。

　だいたい見つけようもないしな。名称だけわかっても、僕の検けん索さく魔ま法ほうは見たこともない物、一目で判断できない物は検索できない。あいにくとリストには写真なんて添てん付ぷされてないしな。

「しかしいろんな物が入ってるんだなあ……」

「バビロン博士は天才ではありましたが、整理整せい頓とんが苦手でしたデス。様々な物を思いつきで造り、次々と飽あきて『蔵』へと放ほうり込むのもザラでありました。どれもこれも世に出せばかなりのお金になるのにデス」

「金には無む頓とん着ちやくだったんだな」

　無造作に詰め込まれた有り余る金貨を見ればなんとなくわかる。

「お金などにはまったく興味を持たない方でしたが、気になったことはとことん追求する方で、一度、とある国と全面戦争になりかけたこともありましたデス」

　なにをどうしたらそうなるのかまったくわからないが、やっぱりちょっとおかしいってのはわかった。

　そんな博士が未来視の魔道具で僕を見つけ、興味を持った……それだけで『バビロン』を譲ゆずってくれたってのがよくわからないところだが。なにか他ほかに理由があったのかもしれないけどな。

「あれ？　そういえばバビロン博士が使っていた未来を視みる魔道具ってのも『蔵』にあるのか？」

「未来を視る……？　ああ、『未来視の宝玉』デスね。ありますデスよ」

　パルシェがモノリスを操作すると、床から静かに立方体のボックスがせり上がってきた。それを開いてみると、美しい細工の台座が付いた、バレーボールほどの黒い水すい晶しよう球だまのようなものが入っていた。

「これが『未来視の宝玉』か？」

「そデス。魔力を込めて念じると、未来にいる自分と同じ魔力の生体波動の者を映し出すことができるデスよ。映る対象がまったくのランダムである上、未来は不確定要素が多いデス。なので、同じ人物を映し出すことはほぼ無いのデスが、博士はいつも同じ人物……たぶんマスターのことを映し出していたみたいデスね」

　そりゃあ映し出す対象者が一人だからな。あんな変態博士と生体波動が同じってのはちょっとげんなりするが。

　試ためしに、と魔力を注いでみるがなにも映らなかった。あれ？

「壊れてるのかな？」

「いえ、マスターと同じ生体波動の人物が少なくとも五千年くらい先まで現れないということだと思いますデス。もちろん未来は揺れ動いているので確定ではありませんが」

「全属性持ちはこれから五千年間は生まれてこないってこと？」

「いえ、それも要素の一つに過ぎませんデス。全属性持ちでもマスターの波動に合わなければ捕ほ捉そくできないわけですから」

　なるほど。全属性持ちってだけで、捕捉する未来の人物の数が激減するわけだ。僕ぼくに魔法の適性がなければ、生体波動の合う人をたくさん捕捉できたかもしれない。残念だな。

　うーん、でもやっぱりちょっとでいいから未来を見てみたいな。パルシェの話だと未来視する大まかな時間と範囲は設定できるらしいから、未来のブリュンヒルドが視れるかもしれないし。










「これに魔力を、です、か？」

「うん。ちゃんと動くか試しにね」

　リビングでお茶を飲みながら本を読んでいたリンゼに『未来視の宝玉』を使ってもらうことにした。どういうものかはちゃんと伝えてある。

「面白おもしろそうじゃない。やってみたら？」

　ソファでガントレットを磨みがいていたエルゼも興味を引かれたのかそんなことを言ってくる。隣となりにいた八重やヒルダも関心があるみたいだ。

　ユミナやルーもお茶を手にこちらへ寄ってきた。ちなみにスゥは今日来てないし、リーンは『図書館』に入り浸っている。

「じゃ、じゃあ、ちょっとだけ」

　リンゼが『未来視の宝玉』に魔力を流すと、真っ黒だった水晶球に星のようなものが現れて、後方へと流れていく。まるで宇宙空間を飛んでいるかのような映像だ。

　次の瞬しゆん間かん、水晶球に映ったのは麦わら帽ぼう子しを被かぶった白髭の爺じいさんが、鍬くわを畑に振ふり下おろしている映像だった。なにこれ？

「あやや、設定するのを忘れていたデス」

　水晶球を持ち上げ、台座の裏にあったツマミをパルシェが動かした。

「今のは？」

「えと、だいたい五十年から百年先の未来視デス。場所はリーフリースからレグルスあたりまでのどこか？　だと思いますデス」

　ずいぶんと先の未来だな。ってことはあの爺さん、ひょっとして今現在は子供かもしれないってことか？　いや、まだ生まれてないって可能性もあるな。

「あのおじいさんと私、同じ生体波動、なんですか……？」

　あれ、なんかリンゼが落ち込んでる。いや、正確には数多くいる同調者の一人ってだけだから、そんなに気にすることないんだけどな。

「設定し直したデス。未来視の範囲は十年以内、場所も国内までに絞っておきましたデスよ」

　パルシェが『未来視の宝玉』を再びテーブルの上に戻もどした。気落ちしてしまったリンゼに変わり、今度はエルゼが水晶球に手を触れる。

　再び宇宙空間に星が流れ、今度は町で買い物をする年配の女性が映し出された。

「これって城下町かしら？」

「大きな時計塔とうがあるでござるが……ブリュンヒルドにはそんなの無いでござるよ？」

「あっ、今ちょっとだけですけど、『銀月』が映りましたよ！　やっぱりうちの町です！」

　確かに。ユミナのいう通り、いま宿屋『銀月』の看板が少しだけ映ったよな。やっぱりうちの町か。

　ってことは十年以内に時計塔が建つのかな？

　この映像は対象者を中心に映し出されているので、周囲の状じよう況きようがわかりにくいのが難点だね。

「あの……これって声も聞こえてませんか？　今『安いわね』って聞こえた気がしたのですけれど……」

　ルーが耳に手をかざし、リンゴを手に取る女性が映し出されている水晶球に近づける。

「対象者との接続次し第だいですが、音声も拾うデスよ。大たい抵てい、途切れ途切れにしか聞こえませんが、たまに鮮明に聞こえたりするらしいデス」

　パルシェの説明を聞いて、みんなが耳をすませていると、突とつ然ぜん映像が乱れ、真っ暗になってしまった。

「あやや。対象者との接続リンクが切れましたデス。手を離すと切れてしまうんデスよ」

「さっきの続きを視ることはできないのか？」

「ほぼ不可能デスねー。範囲十年以内の対象者をランダムに、ですから」

　この魔道具アーテイフアクトは年単位でしか設定できないようなので、さすがに無理っぽいな。運良くさっきの人物に繋つながっても、きっとさっき視た場面の過去か未来にズレ込むだろう。

　僕にしか繋がらなかったバビロン博士でさえ、僕らのことを断片的にしか視れなかったのだし。まあ、五千年後の未来を視るってだけでもすごいことなんだが。

「どれ、では次は拙者が」

　八重の場合、魔ま法ほうの適性を持っていないので同調する対象者は多いだろうな。それだけ繋がりやすいとも言えるが、代わりに対象者を絞れない、ランダムさが増す、といったデメリットもある。

　八重が水晶球に魔力を流す。適性がなくても魔力は誰でも持っている。そもそも魔法が使えない人のために魔道具は生まれたわけだしな。

「お、映ったでござるよ。これは……この城の中でござるか？」

　八重が触れている水晶球には一人のメイドさんが映っていた。見ない顔だ。十年以内に新しく雇った人だろうか。二十代半ばくらいの若いメイドの女性が、城の廊下を歩いている。

「あんまり城の中は変わらないわね」

「いやいや、来年の映像かもしれないんだぞ、これ。十年後だってそんなに変わるもんじゃないだろ」

　つまらなそうにつぶやいたエルゼに僕は苦笑しながらツッコミを入れた。そのわずかに目を逸そらした瞬間を、僕はものすごく後悔することになる。

「んん!?」

「い、今、駆け抜けたのって……！」

「え、なに？　どうした？」

　八重とユミナが驚おどろきに目を見開いている。わけがわからず僕はルーやヒルダ、リンゼを見るが、彼かの女じよたちも固まっていた。

「ちょ、なにが映ったの？　僕、見逃したんだけど」

「あ、ええと、このメイドさんの横をですね、小さな子供がピューッ、と」

「子供？」

　リンゼの言葉に首を傾かしげる。城に子供なんて……。え？　ま、さか。

「ちょ、ちょ、ちょっと待って！　今の子もう一回映せないか!?」

「む、むむ無理デスう！　あくまで対象者はそのメイドさんデスからして！」

　パルシェを揺さぶりながら僕はさっきちゃんと見てなかったことをものすごく後悔した。

　城にいる子供。つまりそれって僕の子供の可能性がかなり高いわけで！

　いや、そりゃあ城に遊びに来た別の国の王子とか王女とかの可能性もあるけどさ！

「ど、どんな子だった!?」

「えっと、女の子でした……よね？」

「うむむ、かわいい男の子、とも見えたでござるが……」

「髪は少し長めでしたし、女の子、じゃ？」

「半ズボンのようなキュロットのようなものを穿はいてましたわね」

「髪は黒かったような気がするけど……」

「と、と、と、というか！　母親は誰なんでしょうかっ!?」

　ヒルダの言葉にみんながピタリと固まる。リーンとスゥはこの場にいないが、先ほど映ったのが自分の娘むすめ（息子？）かもしれないのだ。その事実にやっと行き当たったとみえる。

　そこからはてんやわんやの状況に移行した。

「ちょっと八重！　もう一回あの子を映しなさいよ！」

「そんな無む茶ちやな！　拙者だって見れるもんならもう一度見たいでござるよ！」

「あああ！　や、八重さん、手を、手を離さないで！　接続が、き、切れちゃう、からあ！」

「ど、どことなく私わたくしに似てた気もしませんこと？」

「う、うーん。一いつ瞬しゆんでしたし……」

「剣とか持ってたら間ま違ちがいなく私の子でしたのに……」

「ちょっとまて！　静かに！　なんか聞こえる！」

　僕はパニクるみんなをなだめ、口に人差し指を当てる。水晶球の中で対象者のメイドさんが、同どう僚りようのメイドさんらしき人と話し込んでいた。

『――様なら先ほどあちらへ駆けていきましたが……』

『もう！　今日はあれほど部屋にいてくださいって言っておきましたのに……！　じっとしていないところは陛下そっくりです！』

　みんなの視線がこちらを向く。なんかまったく成長していないと言われているようだ。なにやってんだよ、未来の僕。もっとしっかりしろ！

「これではっきりしましたね。名前は聞き取れませんでしたが、あの子は間違いなく冬夜さんの子です」

　いやだから、その子、僕は見てないんだけれど……。

　対象者のメイドさんは同僚と別れ、厨ちゆう房ぼうへと向かった。現在の様子とさほど変わらない厨房には、数名のキッチンメイドが忙しく働いている。何人かは現在でも働いている人たちがいた。これは未来の映像なので、『現在でも』って表現はおかしな話だが。

「あっ、クレアさんだわ！」

　エルゼが水晶球に映し出された人物を見て声を上げる。確かにうちのコック長のクレアさんだ。幾分か歳としを重ねているように見えるが、十年は経たってないだろう。

「わ、私わたくしは映ってませんこと？」

　ルーが水晶球を凝ぎよう視しする。よく料理をするルーが厨房にいても不思議はない。しかし残念ながらその姿はなかった。

　肩を落とすルーに声をかける。

「そんなに気にするなって。どんな風になってたってルーはルーなんだからさ」

「未来の大人になった私わたくしを冬夜様に見ていただきたかったのに……」

「それはじっくりと年月をかけて見せてもらうよ」

「あッ!?」

　突然ヒルダの出した声に、僕とルーが振り向むく。おい、待てよ。まさか……。

「い、今、小さなお弁当箱を持った女の子が厨房から出て行きましたわ……」

「え、ええ。長い銀ぎん髪ぱつの……」

「なんですってえっ!?」

　ルーが大声を上げる。僕の婚こん約やく者しやの中で銀髪といえば、ルーとエルゼ、リンゼの三人しかいない。リーンは白だしな。

「どっ、どっ、どっ、どこに行きましたの!?」

「だから、出ていったでござるよ。厨房から」

「追いかけて下さいまし！」

「そんな無茶言われても……」

　完全に見逃したルーが必死に水晶球を持っている八重に迫せまる。気持ちはわかる。僕なんかまた見逃したんだぞ……。

「ちょっと落ち着きなさいよ。私たちの子供かもしれないでしょう？」

「いいえっ！　きっと小さなころから私わたくしが料理の英才教育を施ほどこしたに違ちがいありませんわ！　だから子供でも厨房にも出入りしているんです！」

　ルーの中ではもうそういうことになっているらしい。まあ、僕もリンゼはともかく、エルゼの子が料理好きだとはちょっと考えられない、かな？　あんな激げき辛から料理を作るお母さんだとねえ……。あ、いや、反面教師って場合もあるから可能性はゼロじゃないとは思うけど。

「そもそも料理を作っていたかどうかもわかりませんよ？　単にお弁当を誰だれかに届けようとしていただけかもしれませんし」

「むぐぐ……。このルーシア・レア・レグルス、一生の不覚！　自分のことなど探している場合ではなかったですわ～！」

　ルーが悔くやしそうに吠ほえる。僕としてはルーの娘が料理好きになったのかどうかはなんとも判断できない。リンゼの娘がルーに教わっている、という可能性もゼロではないし。

　それよりも気になっているのは、その子が自分で料理をし、お弁当を作ったとして……誰に届けようとしているのか、だ。

　未来の僕ならいい。娘からの手作り弁当だ。涙なみだを流して食べるだろう。

　ルーかはわからないが、その子の母親でも問題ない。母親に弁当を作ってあげる優しい子だ。これも泣けてくる。

　それ以外の……た、例えば、彼かれ氏、とか……。そんな男に手作りで弁当を作っていたとしたら、これも泣く自信がある。別の意味でだが。

　――――いやいや。ありえないな。うん。なぜならそんな奴やつら、未来の僕が近づけさせるわけがないからね。はっはっは。

　僕がそんな早すぎる親バカ精神を発はつ揮きしているうちに、対象者のメイドさんはクレアさんと一言二言話してすぐに厨房を後にした。

　と、ここでノイズが走る。あれ？

　見ると八重がフラフラと頭を揺らし、その手から水晶球を取り落すところだった。マズい！　魔ま力りよく切れか!?

　前に倒たおれそうになる八重を僕が受け止め、テーブルの上を台座ごと転がっていく『未来視の宝玉』を、床に落ちる前になんとかパルシェが受け止めた。――――一いつ緒しよに倒されて転がった紅茶のポットごと。

「う熱あっちゃあデスぅ!?」

　よほど熱かったのかパルシェはポットごと『未来視の宝玉』を上へとぶん投げた。緩やかな弧こを描えがいて、宝玉はポットとともに床の上へと落下する。ポットと同じように、粉々に砕け散った破壊音を響ひびかせながら。
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「「「「「「あああ――――――――――――――ッ!?」」」」」」




　部屋中にみんなの絶叫が響き渡る。完全に壊れた、な。こりゃ。これならあのままテーブルから落ちた方が壊れなかったかもしれない。

　みんなは口を開けたまま固まり、パルシェ一人が引ひき攣つった笑みを浮うかべていた。

　なんというか……ドジっ子巫女パワー炸さく裂れつ、と言ったところか。

「す、す、す、すみましぇん！　ごめんなさいデスぅぅ！」

　ずざざっ、と見事なまでの土下座に移行するパルシェ。慣れた感じだな。今までもいろいろと壊してきたに違いない。

　しかしまあ、壊れてしまったものは仕方がない。ワザとではないのだし、それを責めてもな。結果壊れてしまったが、そもそもパルシェは『未来視の宝玉』を受け止めようとしたのだから。

「気にすんな。もともとあの博士の覗のぞき見道具だし」

「でもデスね……」

「いいって。未来なんか知らない方が面白いだろ？　それにあくまであれは可能性の未来であって、本当の未来はどうなるかなんてまだわからないんだから」

　未来はいくらでも変えられる。人間の未来は誰もが白紙なんだ。映画の中で車型タイムマシンを発明した白髪の科学者もそう言ってる。

「そうですね。あの未来も悪くはなかったですけど、もっと素晴らしい未来だって作れるはずです」

「で、ござるな……」

　ユミナの言葉に僕の【トランスファー】を受けて意識を回復させた八重が頷うなずく。

　しかし仮定の未来とはいえ、娘の姿を見れなかったのは少し残念ではある。可愛かわいかったのかなあ。可愛いに決まってるよな。うん。間違いない。

　そんな確信を感じていると、扉をノックする音が聞こえて、「失礼します」とメイド長のラピスさんがやってきた。

「陛下。先日話していた新しいメイドたちが揃いましたのでご挨あい拶さつに参りました。よろしいでしょうか」

「ああ、例の。構いません、入ってもらって下さい」

　城に住むことになってやはりいろいろと手が足りなくなってきた。そこでラピスさんがメイドギルドから有能なスタッフを引き抜いてきたらしい。

　僕が許可を出すと十人ほどのメイドさんが室内へ入ってきて頭を下げた。そして同時に顔を上げた十人のうちの一人に、僕らの視線は釘くぎ付づけになる。

「「「「「「「あああ――――――――――――――ッ!?」」」」」」」

「ふええっ!?　なっなっ、なんでしょうか!?　私がなにか!?」

　指差しで驚かれたことに、そのメイドさんがたじろぐ。

　そのメイドさんは、歳こそ若いが間違いなくさっきまで水晶球に映し出されていたメイドさんだった。










「驚きましたねえ……」

「うん。驚いた」

　ラピスさんに連れられて、メイドさんたちが部屋を出ていくと、僕らは一いつ斉せいにため息をついた。

　未来を視るなんてどこか眉まゆ唾つば物と、あの水晶球を見ていても感じていたのに、こうなってくると信じざるをえない。

「となると、やはりさっき見た未来はやはり本当なのでござろうか？」

「まあ、悪い未来じゃなかったし、いいんじゃないの」

　八重がうむむ、とつぶやけば、エルゼがそれを軽く返す。

　確かに悪い未来じゃなかった。それどころか娘が元気に暮らしているとわかったのだ。どちらかといえばいい未来だともいえる。

「あの子たちに会うために僕らも頑張らないとね」

　なにげなくつぶやいたその一言に、急にみんな赤くなって俯うつむいてしまった。え？　なに？

「ま、まだ、結けつ婚こん式も挙げてませんし、早すぎるかと……」

「た、確かにあの子たちは可愛いかったけどさ、その……」

「が、が、頑張るって、言われても、こっ、心の準備が……！」

「え？　あ！　や、違う！　そういう『頑張る』じゃない！」

　違うよ!?　頑張るって、あの未来に辿たどり着くために『国作り』を頑張るってことだよ!?　『子作り』じゃないよ!?

　慌あわてて説明するも、「そ、そうですよね！　そっちですよね！」「せ、せ、拙者は初めからわかってたでござるよ！　ホントに！」と、慌てふためくみんなに気まずい雰囲気となる。

　未来の子供たち。お父さんとお母さんたちが君たちに会うのはまだまだ先のようだよ……。







　ちなみに。

　無属性魔法【リコール】によって、みんなの記き憶おくの中からその子供たちの姿を渡してもらえばいいと気付いたのは、だいぶ後になってからである。自分の馬ば鹿かさ加減が恨うらめしい。




　結論。

　娘、メッチャ可愛い。







幕間劇　妖精の試練







　リーンとも結婚することが決まり、その後はいろいろと大変だった。

　まず、ミスミドへ行き、事情を説明。リーンの親善大使の任を解いてもらうとともに、ミスミドの新たな親善大使を受け入れることを約束した。

　幸い、というか予想通り、獣じゆう王おう陛下は豪快に笑って許してくれたが。

　もともとミスミドは獣人族、有ゆう翼よく族、有角族、竜りゆう人じん族、樹人族、水すい棲せい族、妖よう精せい族の主要七種族の長が集まり作り上げた国だ。

　一応、国としては獣人族の王が獣王として君臨しているが、七種族の長としては対等の立場とされる場合が多い。

　妖精族の長たるリーンが決めたことに、他の種族が反対するのはお門違いとされるらしい。

　リーンの言っていた通り、ほぼ彼女は国の機密などには関かかわっていなかったため、他の種族の長も祝福の言葉をかけてくれた。

　七種族は長命種族が多いので、リーンとは長年の付き合いがある者がほとんどだ。

　有翼人である宰さい相しようのグラーツさんなんかもとても喜んでくれた。

　そういった祝福してくれる人たちの中において、例外が一人。

「私わたくしは反対ですわっ！」

「エリス……あなたねえ」

　ムキーッ！　という擬音が聞こえてきそうなほど肩かたを怒いからせている女性に、リーンが呆あきれたような声を漏らす。

　ミスミド王国の宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しである、妖精族のエリスさん。

　見た目はリーンと違い、二十歳過ぎの女性。しかし妖精族である以上、見た目通りの歳ではないだろう。プラチナブロンドというより白はく髪はつに近い髪を、肩までのポニーテールにしている。

　スラリとしたスタイルに、白いブラウス、胸元にはカメオの付いたリボンタイ。タイトスカートから伸びた黒のストッキングとパンプス。手首と足首の片方ずつに、銀のブレスレットとアンクレットが光る。

　前面の開いた淡い翡ひ翠すい色のローブと、手にした白い「？」マークのような杖つえはいかにも理知的な宮廷魔術師を思わせるが、いかんせん、子供のように駄だ々だをこねる今の姿は、それとは正反対の存在だった。

「なんでリーン様がブリュンヒルドに嫁入りしなければならないのですか！　妖精族の長としての責務は!?」

「ここ百年くらい、私なにもしてないもの。いてもいなくても変わらないでしょう？　あ、ついでだから長の座も貴女あなたに譲るから。頑がん張ばってね」

「聞いてませんよ!?」

　またしてもムキーッ、と肩を怒らせるエリスさん。

　さすがになんでもかんでも押し付けるのはどうなのかと僕も思うが。

「だいたいなんでこんな若僧がリーン様のお相手なのですか！　百歳にもなってない小僧ですよ!?　きっとまだおねしょしてるに決まってますわ！」

「人聞きの悪いこと言うな、コラ」

　そりゃ妖精族からすりゃ、歳は若いのは仕方ないだろうが、小僧呼ばわりすんな。一応一国の王だぞ。

「愛に歳の差なんて関係ないのよ？　そんなことだから貴女も相手が……」

「わ、わ、わ、私のことはどうでもいいんですう！　とにかく認めませんよ！　どこの馬の骨ともわからぬ輩やからにリーン様を渡すわけにはいきません！」

「いや、どこのって。思いっきりハッキリしてるわよ。ブリュンヒルドの王様だってば」

「おのれ！」

　めんどくさそうな人だなあ。足あし下もとのポーラを見ると、やれやれ、といった風に肩をすくめていた。おっ、お前もそう思うか。

「とーにーかーくー！　リーン様に相応ふさわしい実力を持っているか、試すまでは絶対に認めません！」

「試すってどうすりゃいいんだよ」

「試練です！　妖精族における試練を乗り越こえたらリーン様の伴はん侶りよと認めましょう！　ダメなら婚約を破は棄きしてもらいますわ！」

　面倒なことになった。が、逃にげ出だすという選せん択たく肢しはない。なにをさせられるのかわからないが、やってやろうじゃないか。
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「妖精族は魔法に長けた種族！　その才のない者を長おさの結婚相手と認めることはできないわ！　魔法において最も大切なコントロール、それを見せてもらうから！」

　僕らが対たい峙じしている場所はミスミドの王宮裏手にある闘技場コロツセオ。以前、僕とミスミドの獣王が対決した場所だ。相変わらず広いな。

　観客席を見ると、いつの間にか僕とエリスさんの対決を知った面々が、興味本位で集まっていた。当然のごとく獣王陛下が楽しそうに特等席に座すわっている。仕事せえよ。

「コントロールって何をすればいいんだ？」

「今から私があんたに魔法をぶちかます！　それを相殺して打ち消せばいいのよ！　属性は問わないわ！　だけど強すぎても弱すぎてもダメ。私かあんたに魔法が届いたらあんたの負けよ！　あ、言っとくけどウォール系の魔法は無しだからね！」

　いや、それってズルくない？　そっちが強弱も属性も好きに決められるのってさあ。確かにうまく打ち消すにはコントロールがいるけども。

　まあ確かに相手と同じ強さの魔法をぶつけないと相殺されないが、打ち消すだけなら他にも方法はあるけどな。

「ま、要はエリスさんの魔法が僕に届く前に打ち消せばいいわけだ」

「ふん！　強がっていられるのも今のうちよ！　まずは小手調べ！　【炎ほのおよ来たれ、紅ぐ蓮れんの炎えん槍そう、ファイアスピア】！」

　エリスさんが構えた杖つえの先から炎ほのおの槍やりが打ち出される。へえ。妖精族は火属性の魔法が苦手だって聞いてたけど、リーン以外にも使える人がいるんだな。

　おっと感心している場合じゃないか。僕は炎の槍を打ち消すために魔法を発動させた。

「【アブソーブ】」

　炎の槍が僕に当たる前に雲散霧む消しようする。

「はあ!?　なによ、それ!?」

「無属性魔法【アブソーブ】。魔法を吸収して魔力に変へん換かんする魔法ですが、なにか？」

「コントロールを見るって言ってんでしょうが！　吸収とかズルい！」

「えー。属性問わないって言ったじゃん」

「無属性禁止！」

　ちぇっ。【アブソーブ】だってそれなりにコントロールが必要なんだぞ？

「ふざけたマネして……見てなさい！　【雷よ来たれ、白蓮の雷らい槍そう、サンダースピア】！」

「【雷よ来たれ、白蓮の雷槍、サンダースピア】」

　雷の槍が雷鳴とともに闘技場コロツセオの中央で弾はじけ飛ぶ。相殺されて消滅したのだ。

「くっ！　【氷よ貫け、氷結の尖せん針しん、アイスニードル】！」

「【氷よ貫け、氷結の尖針、アイスニードル】」

　再び闘技場コロツセオ中央で氷の針が対消滅する。やっぱり属性が同じ方が楽に消せるな。強弱を見み極きわめるのもそれほど難しくはない。あの人わかりやすいし。

「【光よ来たれ、輝く連弾、ライトアロー】！」

「【光よ来たれ、輝く連弾、ライトアロー】」

　光の矢が先ほどの氷の針と同じように中央で互たがいに消滅する。

　そのあと炎の矢に炎の矢をぶつけ、石弾を石弾で相殺した。

「ちょっと！　アンタ属性いくつ持ってるのよ!?　無属性も入れたら六つ!?　リーン様と同じだっていうの!?」

「え、違うけど……」

「エリス、その人全属性持ちだから。私より上よ」

「なんですと!?」

　目を見開くエリスさん。どうやらエリスさんは火、水、風、土、光の五属性らしい。魔法の適性は二つもあればすごいと言われている。リンゼやユミナで三つ、妖精族の長であるリーンが六つだ。その中で五つというのは、本来ならとてつもなくすごいのだろう。

「この……！　調子に乗ってー！」

　エリスさんが両手に別々の魔力を練り始める。おっ？

「【炎よ来たれ、赤き連弾、ファイアアロー】、【水よ来たれ、清せい冽れつなる刀とう刃じん、アクアカッター】！」

　エリスさんが、左右の手で別々の魔法を繰り出して来る。おっ、これは属性の違う魔法の同時起動か？

「【炎よ来たれ、赤き連弾、ファイアアロー】、【水よ来たれ、清冽なる刀刃、アクアカッター】」

　僕も同じく二つの魔法を同時に起動させてそれを相殺する。

　エリスさんは驚いた顔をしたあとに、今度は顔を真っ赤に染めて、怒いかりの言葉とともに次々と様々な魔法を放ち始めた。

「このこのこのこのこのこのこのこの！」

「よっ、ほっ、はっ、やっ、とっ」

　ランダムに撃うち出される属性を見極め、同じ魔法で打ち消していく。なんだか向こうが熱くなればなるほどこちらは冷静になってしまい、フェイントとか入れりゃいいのになー、とか余計なことを考えてしまった。

「はあ、はあ、はあ……」

　エリスさんがよろよろとした様子で杖にもたれかかって立っている。足が産まれたての子こ鹿じかみたいにプルプルとしているけど、大丈夫かね？

　審判のリーンが手を挙げる。

「そこまで。エリスの魔力切れね」

「まだやれますわ！」

「やせ我が慢まんはおよしなさいな」

　とててて、と歩いていったポーラが、エリスさんの足をつんつんとつつくと、たちまち、かくっ、と膝ひざを折って倒れてしまった。かなり意識が朦もう朧ろうとしていたようだな。

「きゅう……」

「ほら、ごらんなさい。魔ま法ほう使つかいにとって魔力切れは命に関わるのよ。あれほど必ず一割二割の魔力は残すようにって言ったでしょう？」

「しゅみましぇん……」

　呆れながらもリーンは【トランスファー】で魔力を譲じよう渡としてやり、エリスさんを復活させていた。

　すっくと立ちあがると、きっ、と僕ぼくを睨にらみつけてくる。

「これで終わったと思わないことね！　魔法の才能だけでリーン様の伴侶になれると思ったら大間違いなんだから！」

　なんだろうなぁ。この人、見た目は美人なのに残念な人だ。スゥより小さい子供を相手にしてる気分になる。

「っ、なんか失礼なこと考えたでしょう！」

「イエ、ベツニ」

　勘かんは鋭するどいようだが。
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「この森は『迷いの森』。森の心を読み取らなければ、永遠にそこから出ることができないと言われている森よ。妖精族ならそんなことは簡単だけど、果たして人間がこの森に入って出てくることができるかしらね？」

　ドヤ顔でエリスさんが腕うでを組みながら踏ふん反り返る。

　場所は大樹海の近く、ミスミドの南方にある森の中。

　この森は妖精族が持つテリトリーの一つであり、一いつ般ぱん的には部外者が入ることを許されない森なんだそうだ。

　その理由はエリスさんがさっきドヤ顔で述べた通り、迷い込んだら最後、妖精族の手を借りるか、森と心を通わせない限り出ることができないからである。

　言ってみれば安全のために立ち入り禁止にしているわけだが、彼女は僕にその森へ入れという。

「怖おじ気け付いたのならやめてもいいわよ。その代わりリーン様には二度と近づかないでもらうけど」

「エリス、貴女ねえ……」

　安い挑発をしてくるエリスさんを見て、リーンが呆れたようにため息をついた。その足下ではぬいぐるみのポーラがやれやれだぜ、と再び肩をすくめている。

「まあ、入れっていうなら入るけど。どうすればいいんだ？」

「森の中央に大きな林りん檎ごの木があるの。その実を採ってここに戻って来ればいいわ。もっともそこに辿り着けるかどうかもわからないけどね。ま、二日経っても帰らなかったら救助に向かってあげるわ」

　救助ね。本当に来てくれるかちょっと怪あやしいが……まあ、いいや。

「言っとくけど、この森では魔法は使えないわよ。転移魔法や検けん索さく魔法を使おうったってダメなんだからね」

「げ」

　マップアプリで検索して、林檎を採ったら【ゲート】で帰ってこようとしてたのに、先に釘を刺された。ちっ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　いちいちエリスに付き合うことはないのよ？」

　少し眉まゆを顰ひそめてリーンが声をかけてくる。心配してくれているんだろうか。

「大丈夫大丈夫。魔法がダメでもどうにかなるよ」

「ふん。強がりを言っていられるのも今だけなんだからね」

　むふん、とエリスさんがにやけながらそんなことを言ってくる。別に強がっているわけではないのだが。

　まあ話しても無駄っぽいのでさっさと片付けてしまおう。

「じゃあ、行ってくる」

　二人にそう告げて僕は『迷いの森』に足を踏み入いれた。







　――一時間後。







「なんでぇ!?　なんでこんなに早く出てこられるのよっ!?　それにその子、誰よっ!?」

　林檎をもしゃもしゃと齧かじる僕にエリスさんがキレ気味に叫ぶ。

　その僕の隣となりには困ったような顔をした翠すい髪はつの少女が立っていた。エメラルドのような長い髪と、淡い緑のワンピースを身に纏まとっている。そして翡翠のようなその双そう眸ぼうは、目の前でわめき散らすエリスさんを見て、困惑の感情を浮かべていた。

「大樹海が近いから声が届くだろうとは思ったけど、助かったよ」

『いえ、これくらい大したことでは……。えっと、その、あの人大丈夫なんですか？』

「無視しないでよっ！　だから誰だって聞いてるの！」

　わざとエリスさんをスルーしたらまたキレられた。ちょっとからかい過ぎたか。反省。

「この子は大樹の精せい霊れい。大樹海を司つかさどる大神樹の化身だよ。道案内を頼たのんだら快く引き受けてくれた」

「は？」

『冬とう夜や様は大樹海の恩人。これくらいはなんでもありません。それに……』

　おっと、神様関係はＮＧだ。僕は自分の口にしーっ、と人差し指を当てて、大樹の精霊に口止めをする。

　そんな僕を見て、呆れたようにリーンが腰こしに手を当ててため息をついた。その足下でポーラまでそのマネをする。

「ダーリン、さすがに精霊様を案内人に使うのはどうかと思うの」

「案内というか仲介を頼んだ感じだけどね。『迷いの森』に僕の邪じや魔ましないでくれって」

　そもそもエリスさんたちの言うところの『森の意思』とは、森に住む精霊のことである。大樹の精霊のその眷けん属ぞく、小精霊とも言うべき存在が、森に入った者たちを迷わせているのだ。

　基本的に精霊は自由だ。迷わせているのもおそらくあの林檎の木を守っているのだろう。まるで小精霊たち、みんなの憩いの場みたいな場所だったからな。

　妖精族がその影えい響きようを受けないのは、小精霊に好かれているからに他ほかならない。

「なんで精霊様があんたの道案内をしなきゃいけないのよ！　失礼でしょ、ハッキリ言って！」

「エリス、貴女も一国の王にかなり失礼な態度をとってるってわかってる？　この人はブリュンヒルド公王。貴女はミスミドの宮廷魔術師。一歩間違えれば、国交断絶ってことにもなりかねないのよ？　国の一角を担う者ならそこらへん少し考えて発言なさいな」

「う……」

　尊敬するリーンにダメ出しをされてエリスさんが少し怯ひるんだ。まあ、僕としては（たぶんミスミド国王も）あまり気にはしないんだが、周りの人もそうだとは限らない。さすがに公的な場ではマズい態度ではあるかな。

「とっ、とにかく、精霊様のお力添えで勝てたってことを感謝しなさいよねっ！　でなきゃ、あんたなんかずっと迷い続けて、泣きながら私に助けを求めたに決まってるんだからっ！」

「はいはい。わかりましたよ。で？　これで終わりかな？」

「まだよ！　あんたの実力はともかく、妖精族の長おさだったリーン様が突とつ然ぜん結けつ婚こんなんて、他のみんなが許すわけないわ！　長老たちみんなの許しがあれば認めてあげる！」

「長老って妖精族の長老？」

　振り返り、リーンに確かく認にんすると、彼かの女じよとしては珍しく苦い顔をして立っていた。どしたん？

「長老たちは……別にいいんじゃないかしら。後から『私たち結婚しました』って手紙を送っておくし……」

　なんか歯切れが悪いな。眉を寄せてしかめっ面をしてるし。可愛い顔が台無しですよ？

「長老って、妖精族の長であるリーンより偉いのか？」

「当たり前じゃない。長老たちは歴代の妖精族の『長』なのよ？　今代の『長』が間違った方向に行かないように、道を指し示すのが長老たちの役目なんだから」

「指し示されたことなんかなかったけどねぇ」

　はっ、と皮肉っぽくリーンがつぶやく。長老と言っても、早い話が面めん倒どうな『長』の仕事を次の『長』へと押し付けた人たちのことらしい。

「それはリーン様が優秀だからですわ！　長老たちも口を挟む必要を感じなかったに違いありません！」

　そうなのか？　確かにミスミドという亜あ人じんの王国を建国するにあたって、妖精族の地位を引き上げたリーンの功績は大きなものであったとは思うけど。

「とにかく長老たちに会ってもらうから！」

「いや、僕は別に構わないんだけれども」

　ちら、とリーンに視線を向ける。

「や、やっぱり会わなくてもいいんじゃないかしら。この人だって暇じゃないし、長老たちだって忙いそがしいだろうし」

「反対されるからそんなことを言うのですね？　大丈夫です。長老たちは最近『将しよう棋ぎ』という物にハマって、毎日パチリパチリやってます。そんな時間を割いたって、少しくらいどうってことないです」

　エリスさんの言葉にちょっと驚おどろく。そんなところまで将棋が広まっているとは思わなかったな。でもミスミドの交易商人であるオルバさんが扱っているはずだから、おかしくもないのか。

『妖精族の長老たちがいる集落ならば、私がお連れすることもできますが』

　このタイミングで僕らの話を聞いていた大樹の精霊が手を挙げる。自分のテリトリーである大樹海なら移動も容易たやすいらしい。

「ありがとうございます！　精霊様！」

「……余計ナコトヲ」

　それに対し、全く真逆の反応を示す妖精族の二人。リーンがホントに嫌いやがっているな。そんなに面倒くさい人たちなのか？　長老って。

　それでも僕としてはきちんと筋は通しておきたい。結婚するなら、リーンに後ろめたい気持ちなんか持たせないのが僕の役目だと思う。

　大樹の精霊が近くにあった巨木に触ふれると、ぐにょんと、その木の真ん中が樹洞うろのように穴が空き、通り道のように変化した。

『妖精族の長老たちがいる集落へ抜け道を作りました。どうぞお通り下さい』

「はい！」

　真っ先に嬉き々きとしてエリスさんが飛び込んだ。スキップしながら次にポーラが、足取りの重いリーンの手を引いて、僕がその後に続く。後ろでは大樹の精霊が手を振りながら樹洞うろを閉じた。

「お？」

　すぐに木のトンネルは終わり、開けた場所に出た。とはいえやはり森の中だが。

　木の上にログハウスのような家がある。木から木へは吊つり橋がかけられていた。ここらへんは樹海の民と変わらないな。

　木こ漏もれ日が差し込んで、花々が風に揺れている。美しい集落だ。

　その差し込む光の中を歩いていた一人の男性がこちらに気が付いた。背中にはリーンと同じ妖精族の羽が生えている。見た目は二十歳さいくらいの男性だ。

「やや!?　リーンではないか！」

「ぐ。スレイジス……久しぶりね」

　引き攣ったような笑え顔がおを浮かべるリーン。ずいぶん若く見えるけど、この人が長老の一人か？　妖精族はある程度成長すると姿が固定されるから充じゆう分ぶんにあり得るな。

「おお！　久しぶりだな！　かれこれ四百年ぶりか!?　お前がエルメラの家を吹ふき飛とばしてからだから……」

「余計なこと覚えてんじゃないわよ」

　リーンがスレイジスと呼んだ男を睨みつける。家を吹き飛ばしたって……なにをどうしたらそうなるのか。

「あの妖精族の里一の暴力娘むすめと呼ばれたリーンが長老たちに顔を見せに来るとは……。お前にもやっと長としての、自覚、が……」

　男の声がだんだんと小さくなっていく。振ふり向むくとそこには、能面のような無表情でバランスボールほどの火の玉を掲かかげている僕の婚約者フイアンセの姿があった。足下のポーラが恐きよう怖ふのためか、ガタガタと震ふるえまくっている。

　リーンって火魔ま法ほうが苦手とか言ってなかったか？

「よほど消し炭になりたいようね、スレイジス……」

「お、おっと！　こ、こうしてはおれん！　皆に知らせねばな！　で、では！」

　びゅうっ、と風のようにスレイジスとやらは去っていった。逃げ足速いな……。

　ため息をついてリーンが魔法を解除する。火の玉はたちまちその場から消失した。

　彼女は僕の視線に気付くと恥ずかしげに目を逸そらす。

「その……昔ね、ちょっと無む茶ちやしてたころがあって……。私もまだ若かったから、意にそぐわないことがあると力で解決してたっていうか……。昔よ、昔！　今はそんなことないからね！」

　顔を真っ赤にして弁解するリーンがつい可愛くて笑ってしまった。それが長老たちに会いたくなかった理由か。過去の暴れっぷりを僕にバラされると思ったんだな。

　リーンは真っ赤になった顔をぷいと背そむけて唇くちびるを尖とがらせた。普段クールな彼女が見せる、こういったレアな表情を堪たまらなく愛いとしく感じる。

「笑わないでよ……」

「ゴメン。そんなの気にしないでいいのに。若い時ってのはみんなそうだろ。僕だってそうだった」

「貴方あなたは今でも若いでしょうが……」

「いやいや。これでも年を重ねて丸くなった方だよ。十三、四のころはそりゃあ酷ひどかった」

　あの頃ころはなあ……。神様にこっちの世界に送り込まれるほんの一年くらい前なのに、遠いことのように感じる。

　友達にちょっかいをかけてきた暴走族のチームを仲間と数人で潰したり、知り合いの女子生徒を付け狙ねらっていた変態教師を社会的に抹まつ殺さつしたりな……。

　今思うと恥ずかしくて死ねる。あの頃は上手うまく立ち回っているつもりで、後先考えずに動いていたからなぁ……。今もあまりそこらへんは成長していない気もするけど。

「どんな過去があったってリーンはリーンだし、僕の気持ちは変わらない。その過去があったからこそ、僕らは出会えたんだって思おうよ」

「ふふっ。私、好きよ。ダーリンのそういうところ」

　リーンが正面から抱きついてくる。おや、珍めずらしい。他の婚約者みんながいるときは彼女は一歩引いたスタンスを取るのが常だ。こんなチャンスは滅めつ多たにないので、遠えん慮りよなく抱だき締しめる。

「なにイチャイチャしてんのよっ！　離れなさいっ！　シッシッ！」

　リーンと僕の間にエリスさんが割り込み、僕を引き離して犬コロのように追いやる。憮ぶ然ぜんとしていると、ポンポン、とポーラが僕の足を叩いてくる。慰めてくれてありがとうよ。

「わあっ！　本当にリーンよ！」

「久しぶりだな、元気にしてたかい？」

「ネーナ、アティ……。久しぶりね」

　走って現れたのは十七、八歳くらいのほんわかとした少女と、二十歳過ぎの凛りんとした女性だった。

　ネーナと呼ばれた少女はどこにでもいるような村娘に見えた。三つ編みにした白い髪かみを胸の前に持ってきている。この子も長老なのだろうか。

　一方、アティと呼ばれた女性は、もしも髪が短くてその自己主張の激しい胸がなければ、男性と間違えてしまいそうな人だった。諸もろ刃は姉さんと同じタイプだ。

「聞いたわよ？　ついに結婚するんですってね！　おめでとう！」

「お隣の彼かれが噂うわさの相手かい？　随分と若い子を捕つかまえたね」

「ちょ……！　なんでもう話が伝わっているのよ!?　ミスミド国王にも伝えたばかりなのに!?」

　驚くリーンにドヤ顔でアティさんが答える。

「ふふん。長老たちには長老たちの情報源があるってことさ。もうすでに全員知っているよ」

「「え？」」

　そこからは怒ど濤とうの展開だった。唖あ然ぜんとしているリーンと僕の二人を、どこからか現れた長老たちがわっしょいわっしょいとばかりに広場のような場所へ拉ら致ち……いや、連れられて、あっという間に宴えん会かいが始まってしまった。

『ではリーンとブリュンヒルド公王の婚約を祝しまして、カンパーイ！』

『カンパーイ！』

　まるで蛍ほたるのような魔法の光が宵よい闇やみに浮うかぶ中、僕は次から次へと妖精族の長老たちに挨あい拶さつをされていた。大半がリーンの昔話をしようとして彼女に怒鳴られ、退散していくというパターンを繰り返していたけど。

　祝ってくれる人はいても、僕らの結婚に反対の者は一人もいなかった。おっと、あそこで唸うなっているエリスさんを除いて。

「ぐぬぬ……」

　どうやらもうネタ切れらしい。長老たちにも認められ、反対する理由がなくなってしまったのだろう。

「エリス」

「リーン様……」

　そんなエリスさんのところへ行き、リーンが話しかける。なにかと面倒な人だが、エリスさんはリーンにとって身内だ。これからも長く付き合っていくためにもなんとか認めてもらいたい。

「もういいのではなくて？　貴女も本当はもう彼を認めているはずよ。貴女はそんなに馬鹿じゃない。ねえ、エリス。私は誰だれよりも貴女に祝ってもらいたかったのよ？」

「……私は……リーン様が私たちから離はなれてしまうのが寂しくて……。今までずっとみんなでやってきたじゃないですか！　亜人たちの国を作るんだって、ずっと……。やっと私たちの国ができたのに、たった二十年……それだけでリーン様がいなくなるなんて、そんなの……！」

　縋すがり付くエリスさんにリーンが首を横に振る。

「いいえ。私の役目はここまで。ここからは貴女が引き継いでいくの。私がこの地で手に入れた物を全すべて貴女に譲ゆずるわ。そしていつか、貴女もそれを誰かに……。私たちの想おもいはそうやって受け継がれていく。引き渡わたした後は外から見守るだけよ。ここにいる長老たちのようにね」

「リーン様……」

「ただし気をつけることね。腑ふ抜けたことを言ってたり、傲ごう慢まんさからミスミドを腐ふ敗はいさせたりしていると判断したら容よう赦しや無く殴なぐりにいくからね？　まず伸びきっているだろうその鼻を折るわ。物理的に」

「ひっ！」

　リーンお得意のアルカイックスマイルに、青ざめた顔で鼻を押さえるエリスさん。リーンの足下ではポーラがしゅっしゅっ、とシャドーを放っていた。

　そこから逃げるようにエリスさんは僕のところへやってきて、ビシィッ！　と指を突つきつける。

「不本意だけど貴方とリーン様の仲を認めてあげるわ！　だけど、絶対幸せにしないと承知しないわよ！」

「言われるまでもない。約束するよ。必ず彼女を幸せにする」

「フン！」

　今までの行動が恥はずかしくなったのか、少し顔を赤らめて、エリスさんは長老たちのところへと去っていった。










「お疲つかれさま」

「ま、なんとか認めてくれたってとこかな」

　リーンが戻もどってきて、僕の横に座る。いろいろあったけど結果オーライだ。

「初めからあの子は認めていたんじゃないかしら。ちょっと意固地になっただけでね。まったく面倒な性格だこと」

　リーンがため息をつく。それについては激しく同意するが。あの人に次の『長』を任せて大丈夫なのだろうか……。

「きちんと指導するように長老たちには頼んでおいたし、大丈夫でしょ。ここからはエリスと妖よう精せい族の問題で、私たちの口出すことじゃないわ」

　隣に座っていたリーンが、こてんと僕の肩に頭を乗せた。少しばかり恥ずかしいが、婚約者なのだしこれくらいはかまわないだろう。

　エリスさんにも認めてもらったわけだし、誰に遠慮することもない。

《……主あるじ。主、聞こえますか？》

「ん？　琥こ珀はくか？　どうした？」

　突とつ然ぜん琥珀からの念話が飛んできた。なにかあったのか？

《ええっと、いまどちらに……あ、や！　奥おく方、ちょ、》

《冬夜さん？　いまどちらにいらっしゃるのですか？》

　ユミナの声が頭に流れてきて、さーっ、と血の気が引いていく。

　しまった。こんな遅おそくまで連れん絡らくもなしに……同じ過あやまちをまた繰り返すとは！

「いや、ユミナ、あのね。今ね、リーンと妖精族の里に来ていて、」

《そうですか。リーンさんも一いつ緒しよですか。楽しそうですね。ですが、遅くなるときは連絡をとあれほど》

　思わず僕が口に出した言葉から察したのであろう、リーンも、あっ！　っと口を押さえ、しまった、という表情を浮かべた。横のポーラがガタガタと震えている。おいやめろ、僕の恐怖心を煽あおるんじゃない。

《とにかく後でお話を、》

「待って！　今すぐ帰るから！　三十秒以内にそっちにいくから！」

　僕は琥珀との念話を一方的に切ると、その場にいた長老たちに短く別れを告げ、ポーラを脇わきに抱えてリーンの手を取り、慌ただしく【ゲート】を開いた。

「ちゃんと幸せにしなさいよ！」

【ゲート】に飛び込む寸前に、酔よっ払ぱらっているようなエリスさんの言葉が飛んで来て、僕らは思わず笑ってしまった。

「幸せにしてね、ダーリン」

「精進します」

　はにかむ婚約者フイアンセに僕がそう答えると、やれやれ、といった風に抱えたポーラが首を振った。







幕間劇　賽は投げられた







「これはなんでしょうか？」

　ヤバいモノ（性的なモノを含ふくむ）を除外した、バビロンの『蔵くら』にある魔ま道具をみんなで手分けして整理しているとき、ユミナが妙みようなものを見つけた。

　いや、妙というか、モノとしてはなんなのかは一目でわかる。六面の立方体でそれぞれの面に☆マークが一つから六つ付いている。どこからどう見てもサイコロだ。

　この世界にもサイコロは存在する。サイコロという名ではなく、『コロン』という名前だが。

　こっちでは物事がなかなか決まらないときに『精霊の導き』として、目の大きさで決めたりする道具らしく、あまり遊びなどでは使わないそうだけど。

「ずいぶんと大きい『コロン』ですわね」

　ユミナが抱えるサイコロを見て、ルーがそうつぶやく。確かに。サイコロってのはこっちでもだいたい一センチから二センチくらいの大きさだ。しかし、ユミナの持つサイコロは一辺が三十センチくらいある。サイコロにしてはデカすぎる。

「これも魔道具アーテイフアクトなのかしら？」

「『蔵ここ』に入っていた以上、たぶんそうだと思う、けど……」

　武器関連の方を整理していたエルゼとリンゼもこちらへやってきた。ちなみに箱のロックはあらかじめ僕が全て解除してある。

　整理し終わった箱を運んでいた八や重えとヒルダもなにがあったのかとこちらへ視線を向けていた。

「仕様書は入ってなかったのか？」

「ええ……何も。これだけです」

『蔵』に収められている魔道具は一つ一つが立方体の箱の中に入っている。僕の【ストレージ】のように圧縮されて入っていて、仕様書のようなものが一緒に入っているのだ。

　それがないと、一体なんのために使う魔道具なのかさっぱりわからないのである。

　ちなみに仕様書は古代パルテノ文字で書かれているが、なぜか読める。パルシェが言うには刻印魔法と翻ほん訳やく魔ま法ほうにより、視覚からその意味を脳にダイレクトに伝えているとかなんとか……よくわからん。ま、翻訳魔法【リーディング】を使わなくても読めるのはありがたいが。

「こういう場合は管理人に聞くのが一番なんだが……パルシェはどこ行った？」

『蔵』の管理人であるパルシェの姿が見当たらない。さっきまでいたと思ったんだが。そんな僕の疑問にエルゼが答えてくれた。

「あ、パルシェならさっき見つけた魔道具を『錬れん金きん棟とう』へ届けに行ったわよ。なんか調合に便利な鍋なべだとかなんとか」

　鍋？　薬かなにかの調合に使うのか？

『蔵』はバビロンの宝物庫である。他の施し設せつにとって便利なアイテムも収納されているため、それらを持ち出だすのは問題ないのだが……。

「どこかでコケたりして壊さないといいけど……」

　運ぶのがあのドジっ子管理人である。一抹の不安を感じるのは僕だけではあるまい。

「あなたたち、手が止まってるわよ。それじゃいつまで経たっても終わらないじゃない」

『蔵』内部の上段になっている場所からリーンの声が飛んで来た。足あし下もとには腰に手をやり怒おこってるポーズをするポーラもいる。

　古代叡えい智ちの結けつ晶しようたるものが収められているのが『図書館』なら、古代技術の結晶が収められているのが『蔵』である。リーンとしても興味津しん々しんといったところなのだろう。

「コロンである以上振って何かを決めるのではないか？　ユミナ姉様、ちょっと貸してほしいのじゃ」

「あっ、スゥ！　ちょっとま……！」

　僕が止める間もなく、ユミナからサイコロを奪ったスゥがポーンとそれを空中に放ほうり投げた。

　形がサイコロだとはいえ、あのバビロン博士の作品だ。なにが起こるかわかったもんじゃない。というか、何かが起こる確信が僕にはある！

　軽く『蔵』の白い床ゆかでバウンドしたサイコロはコロコロと転がり、『一』の目を上にして止まった。

「ぬう。『凶きよう』じゃ」

　こちらの世界で『コロン』は吉凶を占う道具でもある。その場合、『六』が『大吉』で、『一』が『凶』とされているらしい。

　スゥが不満気に眉をしかめたその時、サイコロからヒュウウ……と低い音がして、突とつ然ぜん、僕らはサイコロの方に吸い寄せられた。なんだ!?

「きゃっ！」

「ちょ、なに!?」

「ござるぅ!?」

　僕の目の前でユミナとエルゼ、八重がサイコロの『一』の星に吸い込まれていく。

　まるで掃そう除じ機のように、続けざまにリンゼ、ルー、リーン、スゥ、ヒルダと吸い込まれていき、アワアワと右往左往しているポーラを残して、僕もサイコロへと吸い込まれた。

「くそっ！　ほらな！　やっぱりなんか起こった！」

　五千年前の天才博士に毒づきながら、僕は意識が薄うすらいでいくのを感じていた。
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「いてて……。……どこだここは？」

　目を覚ますと、そこはバビロンの『庭園』に似た場所であった。花や木々が生い茂り、芝生には他のみんなが座り込んでいる。よかった、全員無事みたいだ。しかしここは……。

「冬とう夜やさん、あれ！」

「えっ？　…………なんだありゃあ……」

　ユミナが指し示した先、青い空と白い雲がある上空に、こちらを覗のぞき込む巨きよ大だいなポーラの顔が半はん透とう明めいっぽく映っていた。

　空にはうっすらと星型の線も見える。ひょっとしてここって……。

「サイコロの中、か？」

　いや、みんなが吸い込まれるところを見たし、そうじゃないかとは思ったけど。

「時空魔法を応用した擬ぎ似じ空間……かしらね。『格納庫』と同じような構造なのかもしれないわ。ポーラ！　聞こえる？」

　リーンが空に浮かぶ巨大なポーラへと向かって声をかける。すると、ポーラはこくこくと頷うなずき、ばんざーい、とばかりに両手を挙げた。

「私たちは無事よ。悪いんだけど、ちょっと『錬金棟』へ行って、パルシェに状じよう況きようを伝えてきてもらえる？」

　リーンの言葉に再びこくこくと頷いたポーラが空から消えた。パルシェのところへ行ったのだろう。あいつ喋しやべれないけど大丈夫かな……。ま、演技派だからジェスチャーでなんとかなるだろ。たぶん。

「それにしてもこの魔道具アーテイフアクトはなんなのでござろうか？」

「敵を閉じ込める魔道具アーテイフアクト……でしょうか？」

　八重とヒルダが周りをキョロキョロと見回しながらそれぞれの意見を述べている。

　確かに閉じ込められているけど……。さっきからこの状況、何かに似てるなと思ってたんだけど思い出した。あれだ、『西さい遊ゆう記き』の金きん角かく銀ぎん角かくが持っていた名前を呼んで返事をすると吸い込まれる魔法の瓢ひよう箪たん。あれに似てる。僕ぼくらは返事をして吸い込まれたわけじゃないけど。

　吸い込まれた悟ご空くうってどうやって脱出したんだっけかな？

「あの、冬夜様。冬夜様の転移魔法で脱出すればよいのでは？」

「あ、そっか」

　ルーに言われて思わず手をポンと叩たたいてしまった。

　そんなことも考えつかないとは……。いや、恥ずかしい。照れ隠かくしに咳せき払ばらいをひとつして、【ゲート】を……あれ？

「どうしました？」

「【ゲート】が開かない。というか魔ま力りよくが拡散される」

「えっ!?」

　僕の言葉にリーンとリンゼが魔法を使ってみようとするが、すぐに魔力が拡散し、二人の魔法は起動しなかった。魔法が封じられているのか？

『無駄無駄。ここでは転移魔法は使えないよ』

「っ、誰だ!?」

　突然の声に誰すい何かすると、椅い子すに腰掛けた白衣の女性が空中に現れた。

　白衣を着込み眼鏡をかけて、口にはタバコのようなものを咥くわえている。気け怠だるそうな目をしているが、その口元には不敵な笑みが浮かんでいた。

「バビロン博士……」

「えっ、この人が!?」

　ユミナが目を見開く。

　間ま違ちがいない。僕が初めて『庭園』のマスターになった夜、シェスカに見せられた立体映像と同じ姿だ。いや、これも立体映像なのだろうけど……。

『ようこそバビロンワールドへ。君たちにひとときの娯ご楽らくを提供しよう。ゲームのルールは実に簡単。コロンを転がしてその数だけ進む。それだけさ』

　バビロン博士の横に、スタートからゴールまでいくつかのマス目が描えがかれたマップが現れた。その表示マップにも『蔵』の仕様書と同じように翻訳魔法がかかっているらしく、古代パルテノ文字なのに読むことができた。

　できたんだけど……いや、これってさ……。

「双六すごろくかよ……」

　どうやら五千年前にはサイコロを使った双六が存在していたらしい。今の時代ではなぜか廃すたれてしまっているようだが。しかし、問題はそこじゃない。

「ゴブリンを五匹ひき狩かる？」

「小石を十個積み上げる……」

「キングエイプのモノマネをする？」

「このマス目に書いてあるのってなんなのかしら？」

　みんなはピンとこないようだが、僕は知っている。それはそこに止まったら『実行しなければならないこと』であることを！

『ゲームのタイムリミットは三時間。三時間以内にゴールできればすぐに元の場所に戻してあげよう。ゴールできなくても三時間たったらゲームオーバーで、元の場所に戻れるので安心したまえ』

「どうやら戻れるみたいです、ね」

　リンゼがホッと安あん堵どの息を吐はく。ゴールできなくても……？　怪あやしい。この博士がそんな生なま温ぬるいゲームを作るわけがない。

　僕が疑心に満ちた気持ちでバビロン博士の立体映像を睨にらみつけていると、案の定、博士はその続きを口にした。

『ただしゲームオーバーの場合、ペナルティとして君たちの衣服を全部いただく。上着から下着まで一いつ切さい合がつ切さい全部だ！』

「「「「「「「「「うわ、最悪！」」」」」」」」」

　みんなの声がユニゾンでサイコロの中に響ひびき渡った。

　てことはなにか、三時間経ってゴールしてないと、スッポンポンで外に放り出されるってことか？

「なんなんですの!?　本当にあの人がバビロン博士なんですか!?」

「残念ながらそういう人なんだよ……」

　憤いきどおるルーに諦てい念ねんを込めた言葉を返す。僕も何度そう思ったことか。どんなにくだらなく馬ば鹿か馬ば鹿かしいことでも、思いつくとやってしまう人なんだ。天才だからなおのことタチが悪い。間違いなく周りには迷めい惑わくな人間である。

『ではゲームスタートだ。三時間後にまた会おう』

　空に浮かんでいた博士の立体映像が消え、吸い込まれたものと同じサイズのサイコロが地面に落ちる。

　と、同時にマップの横に数字が現れ、カウントダウンが始まった。

「ど、どうするでござる？」

「どうするもこうするもやらなきゃ身ぐるみ剥はがされちゃうのよ？」

「私たちだけなら別段問題はないのですけれど……」

　八重、エルゼ、ヒルダの視線が僕へと飛んでくる。いや、まあ。言いたいことはわかる。

「ひょっとしてダーリン、ゲームオーバーしてもそれはそれで、とか思ってない？」

「…………そんなわけ、ないじゃないか」

「今、間がありましたね」

「今、目を逸らしましたわ」

　リーンの言葉にそう答えると、ユミナとルー、お姫ひめ様さまコンビの視線が僕に突き刺ささった。耐えろ。この場は耐えるんだ。

　確かにわざわざ足を引っ張るようなマネをする気はないが、ダメならダメでまあ……、と考えたのは事実だ。素すッ裸ぱだかになっても外に出れたら【モザイク】の魔法を使えるし。

「あ、あの、どんどん時間が過ぎていってます、けど……」

　リンゼの声にみんながハッとなってマップの時計を見上げた。すでに三分が過ぎている。

「マズいわね。もたもたしてたら本当に全ぜん裸らで放り出されるわよ」

「とにかくまずコロンを投げればよいのであろ？　それ！」

　スゥが大きなサイコロをポーンと放り投げた。二、三度バウンドしてコロコロとサイコロが転がる。出た目は『三』だった。

「あ、マップのマークが……」

　スタート地点にあった星印がマス目を進んでいく。おそらくあれが僕らのコマなんだろう。星印は三つ先のコマにピタリと止まった。

　次の瞬しゆん間かん、サイコロが消え、周りの景色が森の中へと変化する。

「シルバードを五羽狩る……？」

　止まったマスに書いてあった文字を僕が読むと、それを合図にしたかのように森の中からギャッギャッ、と銀色の羽をした鳥が現れた。

「シルバードってあれか？」

「本物でしょうか？」

　空をくるりと飛んでいる銀鳥を見て、隣となりにいたユミナが疑問を口にする。立体映像……あるいは召しよう喚かん魔ま法ほうの一つかもしれないが……。

「とにかく指示通りにしようか」

　僕は腰こしからガンモードのブリュンヒルドを抜ぬき、悠ゆう々ゆうと空を飛ぶ銀色の鳥に狙ねらいを定める。

　ダキュン、ダキュンと二発撃った。一発めが外れたのだ。二発目はシルバードに命中し、落下してくると思いきや、その場で消滅してしまった。弾だん丸がんは通常弾だ。魔法の効果はない。

「やっぱり立体映像か。当たれば消える仕組みになってるのかな」

「冬夜さん、ここは私が」

　ユミナが指輪の【ストレージ】から僕の作ったコルトＭ１８６０アーミーもどきを取り出し、狙いを定める。この銃じゆうは銃身やグリップをユミナが持ちやすいように変えてあるので、元のモデルとなった銃とはかなりかけ離れた形となっていた。

　ユミナが続けざまにその銃の引き金を引くと、空を飛んでいた三羽の銀の鳥は全て消滅してしまった。すごいな。

　残りの一羽もユミナが正確に撃うち落とした。

　と、同時にピンポーン、とチャイムのような音が鳴り、地面に再び大きなサイコロが現れる。

「条件クリアってことか」

「先に進めるってこと、ですね」

　僕の言葉にリンゼが頷く。

　サイコロを振り、止まったマス目に書かれていることを実行。クリアすれば次に進める。まるっきり双六すごろくだな。対戦相手がいないので「一回休む」とかはなさそうだけど。

「次は誰が振るのじゃ？」

　サイコロを抱えてスゥが尋たずねる。誰が振っても変わらない気がするが、とりあえず適当に順番を決めて、次はエルゼが振ることになった。

「この先のマス目にはなんて書いてあるの？」

「えっと、『歌を一曲歌う』『二マス進む』『一分間笑い続ける』『腕うで立て伏ふせ千回』『語尾に「にゃん」をつける』『指定のカツラを被かぶる』……碌ろくなのがないですわね」

　マップを読んだルーが顔をしかめる。そりゃあ、あの博士だからな。『二マス進む』で進んだ先に『腕立て伏せ千回』のあたりがいやらしい。

「とにかく振るわよ」

　やっ、という掛け声とともにエルゼがサイコロを投げる。コロコロとサイコロは地面をころがり『六』の目を上にして止まった。

「やった！」

　エルゼがガッツポーズをとる。早くゴールにたどり着くためには大きな目が出た方がいいのはわかる。わかるんだが……。

　マップのコマがリズムよく一つ二つとマス目を越こえていく。

　コマが六つ目のマスに止まったとき、再び周りの景色が変わった。と、同時にサイコロも消える。

　今度は城の衣装部屋のようなところで、周りにはいろんな服が長いハンガーにかけられていた。

　左右の壁かべ際ぎわには姿見があり、中央には大きな穴が上に空いた箱が一つ、机の上に置いてあった。箱の正面にはなにやら文字が書かれている。

「マップの文字では『指定のカツラを被る』……カツラなんかないけど……」

「その箱の中なのでは？　何か書いてありますし」

「えーっと、『一人ずつ手を入れて取り出し被ること』……え？　私たちも？」

　箱に書いてあった文字を読んだリーンが驚おどろく。なんとなくサイコロを振ふった者がやるような気がしていたが、そんなことはなかった。僕らは一いち蓮れん托たく生しようというわけだ。

「じゃあ……まずサイコロ振ったエルゼから」

「えっ、あたし!?」

　特殊な効果が施してあるのか、けっこう大きい穴なのに中が見えない。視覚阻そ害がいの魔法かな。

　おそるおそる腕を穴の中に突っ込んだエルゼは何かを掴つかむとそれを引きずり出した。

　一見、つばのない黒い帽子のようにも見えるが……。

「これがカツラ？」

「被ってみたら……なにか変わるんじゃない、かな？」

　妹に言われて少しだけ逡しゆん巡じゆんしながらもその帽子をエルゼが被ると、一いつ瞬しゆんにして彼かの女じよの髪型が変わった。

　なる、ほど。こ、こうなるわけ、か。ぷっ。

「あはははは！　ダメだ！　ゴメン、エルゼ！」

「えっ、えっ!?」

　見事な黒髪の『角かく刈がり』になったエルゼに僕は笑いを止められなかった。あのロングヘアの髪型がどうやったら角刈りになるのか。幻げん影えい魔ま法ほうかな？　ぷっ、くふ、あはははは！

　他ほかのみんなも笑いをこらえたり、顔を背けたりしている。

　笑われたエルゼは壁際にあった鏡へと向かう。そこに映った自らの姿を見て、「なによ、これーっ!?」っと悲鳴を上げていた。

　帽子を脱ぬごうとしても脱げないらしく、おそらく次にサイコロを振るまで、あるいは一定時間が経たつまで、このままなんじゃないかと思われる。

「もう！　さっさとあんたたちも被りなさいよ！　次、冬夜ね！」

「えっ！　僕!?」

　ぐいぐいとエルゼに押されるがままに、僕は穴から金色の帽子を取り出した。金……派手だなあ。

「ほら、早く被りなさい！」

「わかったよ……」

　後ろを向いて帽子を被り、振り向むくと、全員に爆笑された。なんだ？　どんな髪型だったんだ？

　姿見に映してみると、そこには金髪ツインテールの間抜けな僕がいた。なんだこりゃ……。

「お揃そろいね、ダーリン。ぷっ」

　リーンが背後に立ち、鏡越ごしに肩かたを叩たたく。確かにリーンとお揃いの髪型だけど！

「あーもう！　さっさと全員被ってここを脱出するぞ！　ほら次、次！」

　恥ずかしさをごまかしながら、みんなを急せかして帽子を被らせる。結果、リンゼは『縦ロール』、ユミナは『アフロ』、ルーは『ドレッドヘア』、リーンは『リーゼント』、八重は『モヒカン』、ヒルダは『ライオンヘア』、スゥは『バーコード』と、まともな髪型がほとんどなかった。

　いや、僕のツインテールはまともなのか？　エルゼの角刈りだって僕が被ればまだマシだっただろうしな。まともなものがないというより、似合っている髪型がないというべきか。普ふ通つうにリーゼントやモヒカンの似合う人だっているし。
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　リンゼの縦ロールはまあ、なんとなくアリな気もするけど。マンガやアニメだと高飛車なお姫様なんかがしてるけど、おとなしいリンゼだとやっぱり似合わないかなあ。

　全員がカツラを被り終えると再びサイコロが地面にコロコロと落ちる。

　縦ロールのリンゼがそれを拾い、えいっ、と投げた。出た目は『四』。マップ上のコマがスススッと動いていき、四つ進んでピタリと止まった。

「えっと……『全員、今穿はいている下着の色を言う』って、えええええ！」

　リンゼが素すっ頓とん狂きような声を上げた。女性陣じんは全員目を見開いている。僕は心の中で喝かつ采さいを上げていたが、無表情を貫き通した。

「ちょっ、リンゼ！　なんてとこに止まるのよ！」

「お姉ちゃん怖こわい！　その頭で迫せまられると怖い、から！　ひい！」

　角刈りエルゼから身を守るようにリンゼが両手でガードする。確かにあれは怖い。

「下着の色を言えばいいのか？　わらわは白じゃが」

　なんでもないことのようにバーコード頭のスゥがさらりと答えた。いろいろとツッコミたいところだが、あえてこの波に僕も乗る。

「次は僕？　黒です。はい次」

　たまたまスゥの横にいたのであえて順番通り答えました、という形をとる。

　次と言われた隣の八重があわあわしていた。髪かみ型がモヒカンのため、あまり可愛くは見えないが。

「お？」

　答えた僕とスゥのカツラが消えた。なるほどね、次の問題をクリアすると消えるのか。

「ちゃんと答えたら消えるのかの」

「ひょっとすると嘘うそをついたりすると消えないのかもしれないな」

　なんとなくつぶやいた言葉だったが、隣の八重が悲しそうな顔になる。ひょっとして嘘をつこうとした？　八重はすぐバレると思うけど。

　そこまでするとは思えないが、あの博士のことだ、やりかねないとは思ってる。

　僕はトランクスタイプの黒を穿いているので答えた色は嘘ではない。ザナックさんの店で作られた、僕がこの世界に来た時に売った下着のレプリカなんだけどさ。

「せ、拙者も、その……し、し、しろっ…………くっ、あ、赤でござる……」

　かあああっ、と文字通り真っ赤になって八重が答えた。そのまま八重は顔を両手で隠してしゃがみこんでしまった。

　八重の頭がモヒカンから元に戻った。答えると元に戻るのは確からしい。

　しかし赤って。八重ってば確かフンドシ派だった気が。赤フンですか、そうですか。

　妙みような感かん慨がいに浸ひたっている僕の前に、順番では八重の次に答えるはずであるリーゼント頭のリーンがにっこりと何かを差し出してくる。

「……なにこれ？」

「耳みみ栓せん。寝ねる時につけないとなかなか寝つけないのよ、私。持っていてよかったわ。ダーリンはしばらくそれ付けててね？」

「「「「「リーンさん、ナイス！」」」」」

「もっと早く出して欲ほしかったでござるよ！」

　八重が涙なみだ目めで立ち上がる。くっ、対策があるとは……！

　渋しぶ々しぶと僕は手にした耳栓を両耳に詰める。うわ、ホントになにも聞こえないでやんの。異世界の耳栓、高性能すぎだろ。

　目の前で次々とみんなの頭が元に戻っていく。ちえっ。

　最後に答えたヒルダの頭が元に戻ると、地面に再びサイコロがコロンと現れた。

「今度は拙者が。ていっ！」

　ドリルのように捻ひねりの回転をかけて八重がサイコロをぶん投げる。先ほどの恨みが幾分か入っているような感じがするのは、気のせいだろうか。

　出た目は『五』。なかなかハイスピードで進んでいるんじゃないかな。

　それから『激げき辛から料理を水無しで食べる』とか『一分間創作ダンスを披ひ露ろうする』とか、どう考えてもバツゲームとしか思えない嫌いやがらせをいくつもみんなでクリアして、やっとゴール間近までやってきた。時間もまだだいぶある。これはゴールできるかな？

　しかし、ポーラは何してんだろ？　いいかげんパルシェを連れてきてもよさそうなものだが。

「えい」

　リーンの投げたサイコロが地面に落ち、『四』を上にして止まる。

　マップのコマがスススッと進んでいき、四つ目のマスに止まると今までと同様に周りの風景が変化した。

「わあ！」

「海じゃ！」

　僕らの目の前には真白き砂すな浜はまと、雲ひとつない青空、そして寄せては返す波が誘いざなう大海原が広がっていた。

「これも立体映像なのでしょうか……？」

「それにしては潮の香りがやけにリアルだけど……」

　波打ち際へ駆けていったスゥが足下に押おし寄よせてきた海水にパチャパチャと手を付ける。

「これは本物じゃ。本当の海水じゃぞ」

「ふーん……確かにしょっぱいわね。時空魔ま法ほうと結界魔法……それに召喚魔法を使って擬ぎ似じ的な海を再現しているのかしら」

　リーンがスゥの隣にしゃがみ込み、海水に指を付けてペロッと舐めていた。

　僕らの世界だってサーフィンができるウェイブプールってのもあるわけだし、擬似的な海を作るのなんて魔法技術なら簡単なのかね。僕も水魔法で波を起こせるし。

「すごい技術よね……。さすが古代魔法文明の遺産だわ」

　リーンが感心しているが、それを使ってやっていることが双六ってのもなあ……。

　あれ、そういえばこのマスの指令はなんだっけ？

　マップを見上げてマス目に書かれている文字を読む。

「『指定の服に着替える』……？　指定って……」

「冬夜様……これじゃないかと」

「え？　あー……」

　振り向くと、ルーが砂浜に置かれていたハンガーラックから『それ』を手に取ってこちらへと向けてきた。

　水着である。当たり前といえば当たり前か。反対側のハンガーラックには男物の水着がぶら下がっている。奥おくには着替えるための簡易テントまで用意してあった。

「ちょっ、この水着、ほとんど紐ひもなんだけど！」

「サイズは着る者に合わせて収縮するみたいね。これも古代魔法の技術なのかしら……」

「なんか際どいのが多いような……」

　すでに女性陣はハンガーラックのところに集まり、好みの水着を物色しているようだ。

　向こうとは違ちがって僕は大してこだわりがないので、適当に選ぼうと思ったが、男用のも変な水着が山ほどあった。

　これ、どうやって穿はくんだよ……。肩から股こ間かんにＶの字とか……やっぱり頭おかしいぞ、あの博士。こっちは……葉っぱ一枚あればいいってか。ＹＡＴＴＡ！　ってアホかぁ！　水着ですらないわ！

　透明なものとか、極小ブーメランとかを掻かき分わけて、なんとか無難なトランクス型の水着を見つけた。

　さっそく男子用の簡易テントに着替え……にいく前に、海水に濡ぬらしてみる。いや……溶けたりする可能性もね。あの博士ならやりかねない。

　問題なかったので、パパッと着替える。簡易テントには『着替えた服はこの箱の中に』とご丁てい寧ねいに説明書きと宝箱が置いてあった。時間がくれば水着とこの中の服が入れ替わるらしい。そう言われては入れないわけにもいかず。服を入れて蓋ふたを閉めると自動的に鍵かぎがかかってしまった。……ホントに入れ替わるんだろうな？

　当然ながら女性陣は着替えに時間がかかっているようだ。おーい。遅おそくなるとタイムオーバーになって全裸で放り出されるよー。

「お待たせしました、冬夜さん」

「お……」

　まず簡易テントから出てきたのはユミナで、腰の横に花が一輪描かれている白地のワンピース姿だった。

　続けて飛び出したスゥはフリル多めの黄色い下地に小さな白い水玉模様のワンピース。

　エルゼとリンゼはやはりお揃そろいのパンツタイプのビキニである。色は赤と青と違いはあったが。

　恥ずかしそうに出てきたのは八重で、淡い紫のビキニにパレオを巻いている。やはりサラシ無しだと大きい……。

　同じように恥ずかしがって出てきたのはヒルダである。ヒルダの水着は初めて見るな……。オレンジのフリルがついたビキニであった。下はスカートのようにも見える。ヒルダも八重までとはいかないが、なかなか立派なものをお持ちである。

　にしても、なんで二人とも刀と剣けんを持っているのか。常在戦場ってやつか？　まあ僕もブリュンビルドを持っているけど。

　次に現れたルーの水着姿も初めて見る。エメラルドグリーンの可愛らしいホルターネックワンピースがよく似合っていた。

　最後に黒のホルターネックにフリルのついたビキニで現れたのはリーン。大人の雰囲気を醸かもしつつ、ガーリーさも損なってはいない。纏まとう本人は幼げだが。ヒルダと同じように下は短いティアードスカートのようにも見える。

「すみません、あまりにも際どいのが多くて着れる物を探すのに手間取ってしまいました」

「貝かい殻がらとかあったわよ……。なに考えてんの、あの博士」

　主にエロいことだと思いますよ、エルゼさん。

　ん？　くんくん。おや？

「なんかいい香りがするね？」

「あ、なんかこの水着、香り付けがされてるみたいで。ほのかに、ですけど」

　確かにうっすらとシトラスミントのような柑かん橘きつ系の香りがする。古代魔法王国ではそれが一いつ般ぱん的だったのだろうか。それとも水着の素材にそういった香りのするものが使われているのかな？　僕の海パンは香らないようだが。

　しかしこれだけの水着姿を拝める機会はそうそうあるもんじゃない。その一点のみはあの博士に感謝している僕である。口には出さないが。

　全員が着替え終えたことにより、砂浜にサイコロが落ちる。

「あともうちょっとでゴールじゃのう」

「まだ三十分あるからなんとかなるかもしれないな。ただ、気になるのはこのゴール手前の大きなマスだ」

「『必ず止まる』と書いてありますね……。それ以外なにも書いてないし、なんでしょうか？」

　ユミナが首を傾かしげるが、僕にはわかる。大たい抵てい、こういった双六ではゴール手前に難問が用意されているか、伝家の宝刀『スタートに戻もどる』だ。

『必ず止まる』と書いてある以上、『スタートに戻る』ではないと思う。そんな双六があったら盤ばんをひっくり返すぞ、僕は。絶対にゴールできない作りだろ。

　だけどあの博士ならやりかねないと数パーセントの可能性を考えてしまうな……。

「そういえば冬夜様はまだ投げてらっしゃらなかったのでは？　はい、どうぞ」

「ん？　ああ、そうか。じゃ遠えん慮りよなく」

　ルーからサイコロを受け取って縦回転をかけながら砂浜に放り投げる。てんてん、と転がって出た目は『六』。よし！

「おお！　一気にゴール手前まで進んだでござるよ」

　はしゃぐ八重とともに弾み続ける二つのソレを思わず凝視しそうになるが、鉄の意志を持って視線を逸そらす。逸らした先にジト目でこちらを見るルーとユミナがいて、行き場を失った僕の視線は仕方なく宙へと向かった。

　コマはゴール手前の『必ず止まる』に停止したが、風景が変わることはなかった。どういうことだ？

「あ！　何か文字が浮うかんできましたわ！」

　ヒルダがマップ上の大きなマスを指差した。

「『属性魔法のみ使用を許可。出現する敵を倒たおせ』？　敵って……」

　なんだ？　と思った瞬間、海からザパァッ！　とソレが姿を現した。

　初めて見た姿は青みがかったスライム。しかしそいつはそこからぐにょりっと立ち上がった。

　足がある。いや、足があるといっても脚線美がある足とかドラゴンのような太い脚でもない。何本もある触手である。ぶっちゃけるとクラゲだ。クラゲなんだけど……僕にはゲームに出てきた回復魔法を使うスライムにしか見えない。だって目みたいなものまであるしさ……。

　しかもデカい。神しん獣じゆうモードの珊さん瑚ごぐらいあるんじゃないだろうか。そんなデカいスライムクラゲがウニョンウニョンと触手をクネらせて、こちらへ向かってくる。

「キ、キングポイズンジェリー……最悪だわ……」

「知っているのか、リーン！」

　声を震わせてスライムクラゲを呼んだリーンにみんなの視線が集まる。

「触手に弱い麻ま痺ひ毒と雷撃の能力を持つ、生命力が強い魔ま獣じゆうよ。本当は人を襲おそったりはしない魔獣なの。もともとキングポイズンジェリーは海と陸を行き来する魔獣でね、柑橘系の果物が好物で陸に上がって食べるらしいわ」

「柑橘系……って、ちょっと待ってよ！　まさか……！」

　エルゼが青い顔になってリーンを睨む。

「そのまさか、よ。あの魔獣は私たちに付いた匂においにひかれてこっちにきてる。正確には水着に付いた柑橘系の匂いに、ね」

　リーンの引きつった笑いを浮かべながらの説明に一同唖然とする。ハメられた。みんなの心の中にはそういった言葉が去来していることだろう。

　あのエロ博士、手が込みすぎだろ……。

「来ますっ！」

　ヒルダの言葉にみんなが散開する。八重が刀を抜き、ヒルダも剣を抜く。ルーも指輪の【ストレージ】から双そう剣けんを取り出だした。エルゼも両手のガントレットを首のチェーンにかけた指輪から取り出している。

　あれ？　道具に付ふ与よされた魔法は使えるのか？

「どうするでござるか？」

「水着を脱いで投げれば気を逸らせることはできると思うけど……」

「そんなことできるわけないでしょ！」

「わ、わかってるよ！　言ってみただけ！」

　顔を真っ赤にしたエルゼから猛もう抗こう議ぎを受ける。まあ、ないわな。元の服に着替えようにも鍵がかかった宝箱の中、か。

「やるしかない、か」

「本当にやるんです、か？」

　嫌そうな顔でリンゼがこちらを向く。いや、わかるけど。あんなウネウネヌルヌルしたやつなんか相手にしたくないのは僕も同じだ。

「どっちみちここで時間が過ぎたらゲームオーバーなんだよ？」

「うう……。それは嫌、です。【氷よ絡からめ、氷結の呪じゆ縛ばく、アイスバインド】！」

『ブルルルルルー！』

　妙みような声を上げて、ポイズンジェリーは足あし下もとから凍こおっていく触手を躊躇ためらいもなく引きちぎり、リンゼの放った魔法から脱出した。

　ちぎれた触手がたちまち元へと戻っていく。再生能力か？　それとも回復魔法か？　ますますあのスライムに似てきたな。

『ブルッ！』

　ポイズンジェリーが触手をバツの字に交差させると、そこから電撃が飛んできた。危なっ！

「せいっ！」

「やあっ！」

　八重の刀とヒルダの剣がポイズンジェリーの触手を斬きり裂く……が、またしても触手は再生されてしまった。

「ぬっ!?」

　返す刀で再び斬りつける八重だったが、今度は触手が斬れることはなかった。フレイズのかけらでできた刀が通らない？

　よく見ると、八重の刀にはポイズンジェリーから分ぶん泌ぴつされたと思われる、ヌメヌメの粘ねん液えきがまとわりついていた。ヒルダの剣も同じだ。あれが斬れ味を鈍にぶらせたのか！

　一瞬の隙すきをついて、しゅるっとポイズンジェリーの触手が八重の足に絡みつく。

「なっ!?　ひょえええええええええっ!?」

「八重!?」

　たちまち八重が足を掴つかまれて、逆さ吊づりにされてしまった。左右に振られ、その大きな二つのモノがぶるんぶるんと揺れる。いかん、平常心！

　逆さ吊りにされながらも刀を手放さないのはさすがはサムライといったところか。

　おそらくは水着を狙ねらってだろうが、ポイズンジェリーが八重に向けて触手を伸のばす。

「ぎゃあああっ！　く、来るな！　来るなでござるうぅぅ！」

　斬れなくとも刀で触手を弾はじくことはできる。神がかり的な刀さばきで、伸ばされる触手を次から次へと弾いていく八重。逆さまなのによくやるなあ。

「八重さん！」

　ヒルダが八重を助けに触手の下へと向かう。おっと、見ている場合じゃなかった！

　ブリュンヒルドで狙いを定め、目？　と思われる場所に数発撃ち込む。さすがに急所を撃たれては平気ではいられまい、という考えだったのだが、撃ち込んだ弾丸はグニュンとわずかにめり込んだだけで、その後すぐさま弾かれて海に落ちた。なんだあれ!?

　目に見えたのは内部にある核かくか!?　確かめるためにもう数発撃ち込んだが、結果は同じだった。なら八重を掴んでいる触手を、と思ったが、ガチンと撃鉄の音だけで弾が出ない。弾切れか！

「【リロード】！　……って、あーっ！　弾丸の入ったポーチ、服と一いつ緒しよに宝箱の中だ！」

　迂う闊かつ！　迂闊過ぎる！　貴重な弾を全弾使ってしまった。リンゼやユミナは手ぶらで銃を持ってはいない。当然ながら弾も持ってはいないわけで。

「ひゃあああああああああぁぁっ!?」

　悲鳴の先に視線を向けると、八重と同じように助けに入ったヒルダも逆さ吊りになっていた。八重ほどではないが、この中ではナンバー２のモノがぶるるんと揺れる。いかん、再び来たれ、平常心！

「【光よ来たれ、輝く連弾、ライトアロー】！」

　何本かの光の矢がリンゼの手から放たれる。ポイズンジェリーの頭（？）の部分に何発か当たったが、あまり効果はないようだ。

「ポイズンジェリーは魔ま法ほうに対しての抵てい抗こう力が強いのよ。たぶん【ファイアストーム】でも倒せないわ」

　歯は噛がみする僕ぼくらにリーンが解説してくれた。そうなのか。クラゲのくせに生意気な。

「ひゃあっ！　ちょ、この、離しなさいよっ！」

「きゃあああああああっ!?」

　悲鳴に振り向くと、エルゼとルーも逆さ吊りの仲間入りをしていた。まだ揺れている八重とヒルダの方に少し視線を向けてから元に戻す。……うん、この二人は平常心をなんとか保てる。

「なんか今ムカついた！」

「私わたくしもですわ！」

　うわ、マズい。僕の視線を敏びん感かんに察した二人からこちらへ向けて黒いオーラが漂ただよい始めたぞ……。

　しかし、水着へと伸びてくる触手を払いのけているうちに、二人からそのオーラはだんだんと小さくなっていった。助かった……。

　だが、このままじゃジリ貧ひんだ。僕がブリュンヒルドで斬りかかっていっても八重たちの二の舞いだろう。

　せめて無属性魔法が使えたら、なんとかなるのに……！

「のう、冬夜。さっきから不思議に思ってたんじゃが……」

「なにがだい？　スゥ」

　なにか突とつ破ぱ口にでもなる弱点でも見つけたのか？　わずかな期待を込めて僕はスゥに振り向く。

「いや、なんで冬夜は琥こ珀はくたちを呼ばんのじゃ？　今なら召喚魔法は封じられておらんのじゃろ？」

「………………………………………………【闇やみよ来たれ、我われが求むは契けい約やくせし四聖せい獣じゆう、【珊瑚】【黒こく曜よう】……」

　いや、忘れてたわけじゃなくてね？

　砂浜に魔法陣じんが展開し、そこから黒い靄もやが漂い始める。靄もやが晴れていくと、そこにはミニサイズになった珊瑚と黒曜がいつものようにプカプカと浮いていた。水関係なら琥珀たちより珊瑚と黒曜の方がいいだろ。

『主あるじがお呼び出しなんて珍めずらしいわねェ』

『む？　ここは亜空間の中かや？』

「珊瑚、黒曜。あれ、なんとかなるかい？」

　僕が指差した方にくるーり、とゆっくり回った霊れい亀きと黒くろ蛇へびは、ポンッ、と煙を上げたかと思うと、砂浜にズシンと本来の姿となって降り立った。あれ？　前よりデカくなってる？

『主あるじぃ。なんなのこいつ？』

「わっ!?」

「ひゃっ!?」

「ぶっ!?」

「きゃあ!?」

　ギロリと黒曜がひと睨にらみすると、ポイズンジェリーは掴んでいた八重たちを一いつ斉せいに放し、四つの水柱が立った。

　クラゲ野郎が心なしかガタガタと震ふるえているような気もする。顔色（？）も真っ青になっているし。それは元からか。

　再びズシン、と珊瑚が一歩前に出る。

『なんか知らんが奥方様や主あるじに貴様が無礼を働いていたということはわかった』

『あらあ～。それって許せることじゃないわねェ。……覚かく悟ごはできてんだろォな、オイ』

　ドスのきいた黒曜の声に、ビクーンッ！　となったポイズンジェリーがものすごい速さで沖おきの方へと遠ざかっていく。あれって海の上を走ってないか？

『逃げてんじゃねェぞ、ゴラァァァ！』

　怒鳴った黒曜の口から水の刃やいばが飛び出し、あっという間に遠くまで逃げていたポイズンジェリーが真っ二つに斬り裂かれた。あんな遠くまで威い力りよくが落ちないってすごいよな……。

　僕が感心していると、再びポンッ、と珊瑚と黒曜がミニサイズに戻った。

『主あるじ、奥方。無礼者は手討ちにいたしましたゆえ、ご安心を』

『ちょっと、珊瑚ちゃん～。倒したのはアタシよぉ。主あるじぃ、褒ほめるならアタシを褒めてぇ』

「助かったよ、ありがとう」

　ねぎらいの言葉をかけて、二匹ふたりの頭を撫でてやった。と、珊瑚と黒曜が突とつ然ぜん消える。む？　強制送そう還かんされたか？　もう一度呼び出そうと試ためしてみたが、また魔法を封じられたようだ。

　おっと、それよりも海に落ちた四人が心配だ。大丈夫かな。ずいぶんと逆さ吊りになってたし。

「ちょっ、待って下さい！　冬夜様、そこで止まって下さい！」

「え？」

　四人のところへ向かおうとする僕を、海から首を出しただけのヒルダが止めた。なんだ？

「み、水着が落ちた時に流されたんです！　見つかるまでそこにいて下さい！」

「せ、拙者も……」

　ええ!?　事態を把は握あくした砂浜のリンゼたちも海へと向かい、ヒルダと八重の水着を探し始めた。

　同じように落ちたエルゼとルーは大丈夫だったのにな……。やっぱり大きさが関係してるんだろうか。大きい方が衝しよう撃げきを受けると揺れが激しく、それだけズレる可能性が……。僕は海に背を向けてひとりごちる。

　時間が経てば水着と宝箱に入れた服が入れ替わると思うが、そんな時間はない。ずいぶんとあの青クラゲに時間を食ってしまった。

　敵を倒したからか、砂浜にサイコロが落ちていた。

「まあ次のマスがゴールなんだから、どんな目が出ても『上がり』だけどさ」

「すみません、お待たせしました！」

　海から上がってきたみんなの声に振り向くと、ヒルダは元のビキニ姿に戻っていたが、八重は胸元を紫の布で縛しばり、覆おおいかくしていた。あれって八重のパレオか？　結局見つからなかったんだな……。

「急ぎましょう、冬夜さん。八重さんたちがさっきのポイズンジェリーの毒にやられています」

「なんだって!?」

「麻痺毒よ。ごく弱いものだから時間が経てば自然に消えると思うけど、さっさとゴールした方がいいわ」

　リーンが座り込む八重たちを見て、そう提言する。八重が言うには掴まれていた片足だけが痺しびれたように感覚がなく、まるで長時間正座をさせられたような感じなんだそうだ。それはツライ。

　サイコロを掴つかみ放ほうり投げる。出た目は『一』。ぴったりゴールだ。時間もあと三分ある。間に合ったか。

　コマがゴールへと動き、風景が変わる。切り替わった景色が僕らの視界に飛び込んできた。といっても、代わり映えしない同じような砂浜だ。

「えっ!?」

　思わず声を上げてしまう。なぜなら波打ち際の百メートルほど先に、『ゴール』と書かれたゲートがあるからだ。え、切り替わったらゴールじゃないの!?

「ちょ、八重たち走れる!?」

「さ、さすがにこの状態では無理でござるよ……」

　引きつった笑いを浮かべて八重が答える。どうする？　スゥやリーン、ユミナじゃ、八重たちをおんぶして運ぶには無理がある。となれば、僕が運ぶしかない！
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「リンゼ！　ユミナたちとみんなでルーをゴールへ運んでくれ！」

「はっ、はい！」

　四人の中ではルーが一番小こ柄がらだ。一人ならみんなで運べるだろう。

「あとの三人は僕が運ぶ。まずエルゼから！」

「えっ!?　やっ、あたし!?　ひゃあっ!?」

　有無を言わさずエルゼを横よこ抱だきに抱え上げる。いわゆるお姫ひめ様さま抱っこだ。そのまま砂浜を走り出し、ゴールへと向かう。

　くっ……。砂浜で走りにくい上に意外と重……。エルゼからの無言の視線が痛い。触ふれ合う肌はだにドキドキとするが、余計なことは考えずに走り抜けた。

　なんとかゴールへと辿たどり着つき、エルゼを下ろした。すぐさまダッシュしてみんなのところへと戻る。

　すれ違いでリンゼたち四人がルーを運んでいく。手足をそれぞれ持ってのなんとも酷ひどい運び方だが、この際仕方あるまい。

　座り込むヒルダを今度はおんぶする。さすがにお姫様抱っこして百メートルダッシュはツラかったので。

「とっ、冬夜様……。おっ、重くないですか……」

「なーに、平気平気。全然、なんとも、ないよ……」

　と、言いつつもけっこう息が上がり始めている。最近【ブースト】に頼たより過ぎていたかなぁ。もうちょっと鍛きたえないと……。

　足場の悪さや照りつける太陽に加えて、背中に感じる二つの膨ふくらみが体力とともに精神力も奪っていく。直じかに当たってはいないといっても、わずか布一枚の隔へだたりである。その柔らかさや温かさは背中を通してしっかりと伝わってくるわけで……。

　ドキドキをひた隠かくしにしてなんとかヒルダをゴールまで運び切った。

　残りは八重だけだ。ルーを抱えたユミナたちがやっとゴールへと辿り着くのとほぼ同時に、僕はゴールから八重のいるところまでダッシュして戻る。何気にキツイ！

　ヒルダと同じように八重をおんぶする。やはりヒルダより大きな二つのものが僕の背中を襲おそってくるが、巻かれたパレオが厚いため、先ほどのヒルダより攻こう撃げき力はない。これならなんとか耐えられる。

「だっ、大丈夫でござるか、冬夜殿どの!?」

「だっ、ぃじょ、ぅぶっ！」

　すでに声にならない。正直なところかなり限界であった。足もよろよろともつれそうになるが、ここで転んでたまるかと、気力を振り絞り、一歩一歩砂浜を踏ふみしめる。

　もう少し、でっ……！

　砂に足を取られてつんのめる。あと数歩でゴールだったので、もうこの際と思い、顔面からダイブした。

「ひゃあっ!?」

「ぶぎゅる！」

　八重に押し潰される。顔面を砂に埋うずめていると、腕うでを取られて引きずられた。痛い熱い、痛い熱い！

　どうやらまだ足がゴールを切ってなかったらしい。もうちょい優しくして欲しかった……。

「ま、間に合ったぁ……」

「危なかったのう」

　リンゼとスゥの声に顔を上げると、カウントダウンは一秒前で止まっていた。ギリギリかよ……。

『ゴールおめでとう。残念ながら君たちの勝ちだ。元の場所へと送り返そう。また、機会があれば遊んでくれたまえ』

　どこからかバビロン博士の声がして、熱かった顔の下の砂が冷たい床ゆかの感触に変わる。どうやらゲームをクリアして、元の『蔵くら』に戻ってきたようだ。

　水着だった服もいつの間にか元に戻っている。

「り、【リフレッシュ】……」

　体力回復魔法を唱える。全身に活力が戻り、先ほどまでのしんどさが全部吹っ飛んだ。

「やれやれ……」

　酷い目にあった。あの変態博士、ゴールさせる気なんかさらさらなかったに違いない。

「つっかれたー……。冬夜、あたしにも【リフレッシュ】、お願い」

「あ、拙者も」

「私も……」

　疲つかれているのはみんなも同じらしく、次々と手が上がる。もちろん全員に【リフレッシュ】をかけて回復させてあげた。

　床に転がっているサイコロを手に取る。

「こいつは封印だな。まったく迷めい惑わくな魔ま道具だ」

『蔵』の保管ボックスに入れて、鍵をかける。疲れたため息をつく僕の背後から、突とつ然ぜん素すっ頓とん狂きような声が聞こえてきた。

「えっ？」

「なっ!?」

「ひえっ!?」

　振ふり向むくとユミナたちが自分たちの身体からだをまさぐっていた。ど、どしたの？

「な、なんでなんで!?」

「ちょっ、どうしたんだ、みんな……」

「すとーっぷ！　冬夜さん、そこで止まって下さい！　ステイ！」

　犬か、僕は。それでもユミナの言う通り、その場でピタリと立ち止まる。なにがあった？

「……ひとつ聞くけど。ダーリン、水着に着替えたとき、宝箱に服を入れた？」

「え？　そりゃ入れたけど？」

　リーンの質問に素す直なおに答える。だって入れないと元の服に入れ替わらないだろ？

「下着は下着用の箱に？」

「なにそれ？　そんなのなかったけど？」

「くっ……。それね。まんまと騙だまされたわ」

　顔を赤くしてリーンが舌打ちをする。どういうこと？

「私たちのテントには服を入れる宝箱と、そ、その、下着を入れる宝箱があって……。なんで二つあるのかおかしいとは思ったんですけど……」

「え？」

「下着だけ戻ってないのじゃ」

　スゥがズバッと状じよう況きようを述べると、みんな赤くなって俯うつむいてしまった。え、じゃあみんな今ノーパ……。

「と、冬夜は後ろ向いて、百数えなさい！　こっち向いたらぶん殴なぐるからね！」

「あ、ハイ！」

　ぐるりと回れ右すると、背後でみんながドタバタと駆け出していくのがわかった。あのエロ博士、ホント碌ろくなことしないな……。っていうか、ひとりぼっちのこの状態でホントに百数えないといけないのかね？　虚むなしいんだけど。

　しかし、そうなると消えた下着はどこにいったのか。もしかして……。

　封印したばかりのサイコロが入っている箱に視線を向ける。

　……………………いやいやいや。邪じや念ねんを捨てろ。それは破滅への道だ。

　僕は大きな声で百を数え始めた。










　数を数え終え、結局、ポーラはどうしたんだと『錬金棟』へ行ってみると、フローラとパルシェに一生懸命ジェスチャーをしているぬいぐるみの姿があった。

「机？　本？　うーん、よくわからないでスの」

「窓じゃないデスか？　四角い窓！」

　おそらくサイコロを伝えようとしてるんだろうけど、鈍にぶい二人にはまったく伝わらなかったらしい。

　いや、なにが起こったか一から伝えんでも、引っ張ってくればいいだけの話だろ……。

　もういいぞ、とポーラの肩かたを叩いたが、なぜかムキになり、意地でも伝えるとジェスチャーを繰り返していた。

　それからしばらく一人芝居に熱を入れるポーラの姿が見られたとかなんとか。努力家なぬいぐるみである。







[image: ]







あとがき。







『異世界はスマートフォンとともに。』第八巻をお届けします。冬原パトラでございます。ちょっと短編集的な第八巻、お楽しみいただけましたでしょうか。楽しんでいただけたら幸いです。




　さて、まずはご報告を。帯に書いてあるとは思いますが、




　アニメ化します！




　やっと言えた……。長い間ずっと黙っているのは意外と大変でした。自分でもまだ嘘のような感じがしますが本当です。







　あれは昼近くまでいつものようにスマホで執筆し、ひと眠りしていた時のこと。

　枕元に置いていたスマホが、ヴーッ、ヴーッ、と振動しました。慌ててスマホを手に取ると午後三時。着信は書籍化したＨＪ担当のＫさんからです。

　つい一週間ほど前に、イセスマのコミカライズが決定し、ネームやらキャラ、世界設定などの打ち合わせの電話やメールを今週はいろいろとしていました。なので、その時もその話かと思って電話に出たのでありますが。




「ふぁい……。もしもし……」

『あ、もしもし。ＨＪのＫですけれども。お休みのところすみません。いま大丈夫ですか？』

「しゅいません、寝てましゅた……。うまく口が回らにゃいけど、大丈夫でしゅ……」




　正直、ポヤポヤしててあまり大丈夫でもなかったのですが、とりあえずそう答えた気がします。




『ははは。実はですね、水面下でスマホのアニメ化の話が進んでまして。その許可を冬原さんにいただけないかと電話したわけですが』

「……………………はい？　なん？」

『アニメ化です。大丈夫ですか？』

「……あれ、寝ぼけてるのかな……。夢？」

『いやいやいや』




　電話口で担当さんが笑ってましたが、頭がうまく回転しません。アニメ？　コミカライズじゃなく？　なにがなにやら。




『まだ完全に決定というわけじゃないんですけど、っていうか、冬原さんが許可出してくれなければ、絶対決定しないんですけれども』




　いや、それ嫌ですって言っても通らない流れですよね？　もちろん嫌ではないのですけれども、あまりにも唐突すぎて話についていけない状態。

　普通こういうのって段階踏むもんじゃないんですかね……。コミカライズも決定したばかりでまだ発表もされてないのに。一足飛び過ぎる。あれか、ドッキリか。




『で、ですね。来週あたりに一度こっちに来てもらいたいんですが』

「え、東京に？」

『はい。アニメ化に関しての打ち合わせ的なものをと』




　なんかホントっぽい。……マジですか。

　そしてその次の週、東京へと僕は旅立ち。ホビージャパン様の小説・アニメ関連の方々と打ち合わせをすることになったのでございます。

　アニメ化するにあたり、いろいろな心構えや注意点、契約関連などをＨＪのスタッフさんたちと話し、全面的にお任せする方向で発表まではダンマリと。

　この原稿が世に出たということは、アニメ化の話がポシャってはいないはず……。いないはず。もうアニメ化決定でいいよね？







　アニメ化とコミカライズはまったく関係なく別々に進行していたそうで、『コミカライズが決まりました！』の一週間後に、『アニメ化が決まりました！』と聞かされた僕のわけのわからなさったらありませんでしたよ。

『寝耳に水』とはまさにこのことを言うのかと。

　それからは毎日のように担当さんとアニメやコミカライズや書籍版のメールのやり取りをする日々で。

　その合間に『小説家になろう』のイセスマを含む二本の連載や、書籍版書き下ろし、本編編集をやっている気分でした。

　冬夜君たちのキャラ表や世界の背景などが上がってくるたびに、これがどう動き出すのか今からワクワクします。今まで形になっていなかったサブキャラたちも続々とその姿を僕の前に現します。これだけでも嬉しい。

　正直未だに騙されてるんじゃないかと思ってたりもしますが、さすがにこんなに手の込んだドッキリはないと思いたい……。

　放送時期や制作スタッフなど、細かいことはホビージャパンの公式サイトなどで発表されていくと思いますので楽しみにしていただければ、と。







　さて、今回も謝辞をば。

　イラスト担当の兎塚エイジ様。いつもありがとうございます。今回のアニメ化は兎塚さんの描く魅力的なキャラがあってこその賜物だと思っております。

　小笠原智史様、次巻九巻から新型フレームギアのラッシュが続きますが、引き続きよろしくお願いいたします。

　担当Ｋ様。アニメ化・コミカライズ側との橋渡しに単行本編集と八面六臂の活躍、感服でございます。……倒れないでね。

　編集部の皆様、本書の出版に携わった皆様方、いつもありがとうございます。

　この作品のアニメ化に向けて、頑張ってくださっている様々な方面の方々に。なにとぞよろしくお願いいたします。

　そして『小説家になろう』でずっとこの作品を応援してくださっている読者の方々、並びに本書を読んでくださっている読者の方々に感謝の念を。




　それでは次巻、『異世界はスマートフォンとともに。』第九巻でお会いいたしましょう。










冬原パトラ







[image: ]




item/image/cover.jpg





item/image/p275.jpg





item/image/p037.jpg





item/image/U3396.png


item/image/p075.jpg





item/image/p101.jpg
\Aeise
S\
NN






item/image/p022.jpg
|+ R () <





item/image/p225.jpg





item/image/p305.jpg
R%E : LI—F - Eny BHEEEE  NMMOtvs
(FRINOEYE) PR TYa ENFAR
BEW{TE : JUNEZD 2% :16.6m FE: 7.7t REAK: 1A
o
B RERMEL TR (V). BIERMELTE (—IUR). Wi (X2
WhE (NMLAYT—). RER (FR) BEF (VLN—R),
WE (ST IR) BE.

W7 LA ZRRERR. TL—LF¥ 7O, HEEH - REL (5 bOY) OYREL,
7V avel NEEERRICA > LA Y ORdIES Nk, 71) 1)l NETRORK THS.
NREZRIAT T, BAENIREL (71 bAOY) EEEEDSRL,






item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次





		第一章　叡智の書庫



		第二章　ダンジョンズ＆ドラゴンズ



		第三章　陰謀の迷宮



		幕間劇　妖精の試練



		幕間劇　賽は投げられた





		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p183.jpg





item/image/HJNOVELS_logo.jpg





item/image/p297.jpg





item/image/k002.jpg
DIDI=JbFEALl

JIE

IR
S
Q

-t
¢
3
]
WM
o
8 N
i
2
B






item/image/k001.jpg





item/image/p015.jpg





item/image/k004.jpg





item/image/k003.jpg





item/image/ok.jpg
HJ NOVELS
HJNO7-08

BrRZA— b7+ 2 2B 8

201743230 HIRIEAT
FHE—ARUS T

FATH AT KA
AT AR E =P v 3y
T151-0053
FOAR A4 A2-15-8

i 03(5304)7604 (#idk)
03(5304)9112 (#3)

EIRIAT——K H A ERI Rt &t
ET—ANTFA ¥ - 7K HREH LA b=

ST - B

©Patora Fuyuhara
Printed in Japan

ISBN978-4-7986-1415-1  C0076

IS 1510058 HEESAReAR2-15-8
PSRVl () i — ) HI/ NI i
BRSNS 5E/ BEICY Sk INEREE 5E

e https://questant.jp/q/hjnovels

- @ —BIH L TWEVERDB D FT
Web BT @ YA MDT I LRCHHSEERISTABLIEE Lo

DB URE DRI @ ol Tonts. REEOTREMTHSTBE L,
(PC /R%%k) ® TEETAGADTNSHETHR | 024,
HIXA U SV RBA— REBRIDULELET .






item/image/p201.jpg





item/image/p002.jpg
O3 - FDe MK BEHSD
RRINEACD - NK L SRR





item/image/p001.jpg
2R
AN—PNIA
DI, Q

S =VAY N A S






item/image/p165.jpg





item/image/p004.jpg
VLA
WiE £
i ZED A

" 1\
CONVZFAR 3
EH Q—FYaenk S
BzurLoz | BaE o

RIERITOHST L,
WRBRDAV— I3 EFB, BERAER O TEIAE
W27 AREB. LTIIABBOERABERT. N\BT7Ua EILROAEEF ST,
BEESHEBDEEETOIRNE [NEOV] ZEDH DONCABRE SRS DL —
LAFPEFICANIC. BRHODEEE. L1 X(CHRT Do, 2RICHEH
ROBLR EBEEZRDBHD. TABD. FXRBEDEHDTJa2ELRABIC
FRDBEHW LI DEDNTUE






